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　魔王との戦いは最終局面を迎えていた。

「死ね、勇者ども！」

　黒いローブをまとった美女――魔王ユリーシャが漆黒の大剣を振り下ろす。

　俺は右手の長剣でそれを受け流し、左手で抜いた拳銃を魔王の胸元に照準した。

　轟音。

　胸から血を流しながら後退する魔王。

「さすがです、フリード師匠！」

　隣に並ぶ少年が、俺に微笑んだ。

　金髪碧眼に、爽やかな笑顔。

　四十二歳の俺とは父と息子ほど歳が離れたこいつの名前はライル。一緒にこの魔王城の最上階まで来た、俺の相棒にして愛弟子だ。

「俺は右。お前は左からだ。いけるな？」

「はい、今こそ僕の力を――」

「我が闇の魔力にて消えるがいい！」

　俺たちの打ち合わせをさえぎり、魔王が叫んだ。

「『ラグナボム』！」

　突き出した剣の切っ先から、漆黒のエネルギーボールが放たれる。

「ちっ、最上級呪文を無詠唱で――」

　さすがに魔王だけあって、とんでもない魔力だ。

「奇蹟兵装きせきへいそう『グラム』――魔力妨害干渉ジャミング最大展開！」

　すかさず俺は手にした長剣を掲げる。

　奇蹟兵装。神から授かった聖なる宝具である。

　俺の『グラム』はあらゆる魔法に干渉し、『妨害』する能力を持つ。

　黒いエネルギーボールは俺の手前で溶け消えた。

「我が魔法が……不発だと……!?」

　戸惑う魔王。

「ならば、直接叩くまで！」

　と、剣を抜いて斬りかかって来る。

　俺も『グラム』を構えて応戦した。

　腕は、ほぼ互角。

　速く重い斬撃を、俺は長剣で受け続ける。

　――今だ、ライル！

　逆方向から回りこんできた愛弟子に視線で合図を送った。

「吠えろ、『レーヴァテイン』！」

　ライルは真紅の刀身を持つ大剣を掲げ、振り下ろした。ほとばしる炎の渦。

「そんな炎など――『ルーンシールド』！」

　振り向いた魔王の前面に青く輝く防御フィールドが出現する。

「魔力妨害干渉ジャミング最大展開」

　が、俺がふたたび起動させた奇蹟兵装によって、そのフィールドは跡形もなく霧散した。魔王の魔法効果を妨害したのだ。

「し、しまっ……」

　無防備になった魔王に、ライルの火炎が炸裂した。

「ぐあ……ああぁぁぁ……っ！」

　最強クラスの攻撃力を誇る『レーヴァテイン』の炎をまともに受け、さすがのユリーシャも大きなダメージを負ったようだ。弱々しくよろめき、その場に崩れ落ちる。

「今だ――」

　俺はすかさず追撃をかけた。長剣でその首を刎ね飛ばし、残った胴体に銃弾の雨をばらまく。

「ライル、もう一撃だ。放っておけば、魔王は再生する。その前に『レーヴァテイン』の炎で完全に消滅させ――」




　――ずぶり。




　突然、胸元に熱い衝撃が走った。

「えっ……!?」

　一瞬、何が起きたか分からなかった。

　振り返った俺の視界に映ったのは、にいっ、と笑った顔。

　ライルの、禍々しい笑み。

「お前……!?」

　ライルが、大剣を俺の背中に突き刺している……!?

「このまま戦いが終わるとさぁ、勇者フリードとその弟子が魔王を討った、ってことになるでしょ？」

　炎を背に笑うライルは、まるで悪鬼のように見えた。

「師匠は末永く語り継がれる勇者の中の勇者、僕はそのおまけ――だけど、違うシナリオもあると思うんだ」

「違う……シナリオ……？」

　たずねた俺の口から、ごぼり、と血の塊が吹き出た。

　意識が急速に薄れて行く。

「勇者フリードは非業の死を遂げ、その仇を弟子のライルが取った――こっちの方が、大衆は喜ぶんじゃないかな？　ドラマチックでしょ？」

「お、お前……何を……？」

　理解が追いつかない。

　十年間、手塩にかけて育てた愛弟子だった。

　俺は結婚していないし、子もいない。だけど、ライルのことは実の息子のように思っていた。

　ライルも、俺のことを父のように慕ってくれていた。

　そう信じていたのに。

　どうしてだ。どうしてお前は、俺を裏切った――？

「さあ、すべてを吹き飛ばせ、『レーヴァテイン』。魔王も、我が師も」

　冷然と告げたライルが、真紅の剣を掲げた。

　そこからほとばしった炎が俺と魔王をまとめて包みこむ。

　次の瞬間、俺の意識は霧散した――。
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　俺の最初の記憶は、一面の炎だった。

　幼少の頃、故郷の村を魔族が襲ったときの記憶だ。

　両親や身近な人はみんな殺された。駆けつけた勇者によって、俺はかろうじて生き延びた。一人になった俺は必死で生き延び、やがて勇者の素質に目覚めた。

　国の養成機関で勇者としての戦い方を学び、めきめきと頭角を現した俺は、最高ランクの勇者の一人として、数々の魔族と戦ってきた。

　最初は誇らしかった。人々を守る正義の勇者であることが。

　だけど、それはすぐに間違いだと気付く。

　勇者たちの間には、醜い嫉妬や権力争いが渦巻いていた。

　自分より戦績がいい他の勇者の足を引っ張る勇者。

　国の上層部と癒着し、賄賂を受け取る勇者。

　人を助けることなど二の次で、地位を求め、欲望を満たすだけの勇者。

　勇者同士での――あるいは、その周辺にいる者たちの、実に醜い争いの数々。

　策謀と、裏切りの数々。

　その唯一の例外がライルだった。

　十年前――当時まだ六歳だったライルは、勇者としての戦い方を学びたい、と俺に弟子入りしてきた。

　素直でひたむきなライルが、人間不信になりかけていた俺の心を少しずつ溶かしていった。友人であり、相棒であり、愛弟子であり、そして息子のように思っていた。

　だけど、結局ライルは俺を裏切った。

　信じられる人間なんて、誰もいないのか。

　無念のままに、俺の生は終わり――。




「……ここは？」

　目が覚めると、大きな広間にいた。

　敷き詰められた赤い絨毯や豪奢な調度品の数々。さっきまで戦っていた場所とは違うが、魔王城のどこかだろうか。

「なんで、こんな場所にいるんだ……？」

　胸にずきんと痛みが走る。

「そうだ、ライルが俺を……」

「お目覚めですか、魔王様」

　振り返ると、一人の少女が立っていた。

　細身の体に軍服のような黒い衣装を着ている。

　腰まで届く流麗な銀色の髪。神秘的な輝きを宿す紫色の瞳。

　息が詰まるほどの、絶世の美少女――。

「お初にお目にかかります。ステラ・ディー・アーゼルヴァインと申します」

　彼女が俺の足元に跪いた。

「ステラ、とお呼びください。魔王様のいかなるご命令にも従う、忠実なるしもべです」

「さっきから俺のことを魔王とか呼んでるけど、なんの話だ？」

　俺は戸惑いながら、自分の体を見下ろした。

　ライルの炎に包まれたはずなのに、傷一つない。

　しかも服装が変わっていた。革鎧の代わりに漆黒のローブをまとっている。傍らには、紫色の長大な杖がたてかけられていた。

「まだ人間の頃の感覚が残っているのですね。蘇生して間もないですから、無理もありません」
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　ステラが微笑んだ。

　絶世と言っていい美少女に真正面から見つめられ、ドキッとなる。

　ええい、年甲斐もなく何を照れてるんだ、俺は。

　しかも相手は人間じゃない。魔族だっていうのに。

「いずれ魔王としての力にも馴染むでしょう」

「話が見えないんだが。さっきからお前は何を言っている？」

　戸惑う俺。

「先代魔王――ユリーシャ様は蘇生能力をお持ちでした」

　蘇生能力――つまりは死んでも生き返れるってことか。さすがは魔王様、とんでもない力をお持ちだ。

「どうやら、あなたの持つ奇蹟兵装がユリーシャ様の力と干渉し、誤作動を起こしたようです」

「……グラムの魔法妨害能力か」

「結果、ユリーシャ様ではなくあなたに魔王の力が宿り、蘇生されました」

「俺に、魔王の力が……？」

　ふいに右手が熱くなった。

　見ると、手の甲に六芒星に似た赤い紋章が浮かんでいる。

「その紋章こそ魔王の証です」

　ステラが告げる。

　本来ならユリーシャが蘇生するところを、俺が代わりに甦ってしまった、ってことか？

　しかも魔王の力を得て――。

「まだ信じられませんか？　では、これをご覧ください――『ステータス表示』」

　ステラの呪文とともに、空中に光り輝く文字と数字の羅列が浮かび上がった。

―――――――――――――――――――――――――――


　名　　前：フリード

　階　　級：魔王

　総合ＬＶ：４７０２

　Ｈ　　Ｐ：３５５６６

　Ｍ　　Ｐ：９１００５

　攻　　撃：７０３３０

　防　　御：４５２００

　回　　避：３１７８５

　命　　中：５５５３９







　装　　備




　　　　　：覇者のローブ

　　　　　：魔王の杖







　スキル




　　　　　：威圧　　　（ＬＶ２５０）

　　　　　：瘴気の波動（ＬＶ５３６）

　　　　　：魔軍服従　（ＬＶ１）







　呪文




　　　　　：……………………………



―――――――――――――――――――――――――――

　その後も、ずらりと文字列が並んでいる。

「こ、これは――すごいです」

　ステラが驚いた顔だ。

「一般的な魔族のレベルが５０程度、私たち幹部クラスが２００前後、そして歴代の魔王様はおおよそ５００から７００ほどです。ですが、あなたさまのレベルは４０００をはるかに超えています……！」

　文字通りけた違いらしい。

「どうか、そのお力を持って、私たちを救ってくださいませ、魔王様」

「救うだと？」

「魔界は今、滅亡寸前です。勇者たちの大攻勢に、幹部である魔軍長たちが対抗していますが押され気味。要である魔王城も、今にも攻め落とされかねない状況です」

　なるほど、魔界に侵攻した勇者たちは、それぞれ活躍しているんだな。

「俺は勇者だぞ。魔族を救う義理はない」

「魔王様……」

「俺を魔王なんて呼ぶんじゃない。俺は勇者だ。魔族から人の世界を救う勇者フリードだ」

　ごうんっ……！

　ふいに遠くから爆音が響いた。

「なんだ……？」

「――どうやら人間どもの攻撃のようですね」

　ステラが表情を引き締めた。

「人間の？」

「今、千里眼で戦況を確認します」

　告げたステラの額に瞳が――第三の目が出現した。

「先ほどの戦いで魔王様を討ったつもりでいるのでしょう。残りの軍勢が魔王城の近くまで攻めこんできたようです」

　どうやらステラは城の外の様子を察知できるらしい。

「魔王城の結界もすでに機能していません。城の守備兵が迎え撃っていますが、どこまで持ちこたえられるか。私も先日の戦いで魔力を限界まで消耗し、戦える状態まで回復していません」

　彼女は俺をまっすぐに見つめ、言った。

「現状で人間どもに立ち向かえるのはあなただけ――今一度お願いいたします。どうか我々を救ってください、魔王フリード様」

「さっきも言っただろ。俺は魔族を救うつもりは」

「このままでは皆殺しにされます。どうか――」

　俺は言葉を失った。

　涙を浮かべたその瞳があまりにも悲しげで、切なげで、儚げで――。

　一瞬、魅入られてしまったのだ。

　我々を救ってください――か。

　俺は気持ちを落ち着かせるために大きく息を吐き出した。

　魔王として蘇生した、ってことは……今の俺は『魔族』なんだよな？

　とはいえ、意識は人間のままだ。もちろん感情や倫理観だって。

　人の世界を守るために勇者として戦ってきたのに、今度はその人間たちと戦えなんて言われても、戸惑いしかなかった。

　そう、俺は人々を守る勇者なんだ。

　――裏切られ続けてきたのに？

　ふいに、内心から湧き上がる、昏くらい言葉。

「俺は、勇者だ」

　自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

　――同じ勇者に裏切られたのに？

　また、心の内から言葉が湧き上がる。

　くそ、俺は何を考えて……。

「魔王様、これを」

　そんな内心の葛藤を中断させたのは、ステラの声だった。

　彼女が俺に向かって手をかざす。虚空から、禍々しい紋様の刻まれた仮面が出現した。

　空中を滑るように進み、俺の顔にすっぽりとはまる。

「これは――」

「あなたの正体が元人間であることは隠した方がいいでしょう。今のままでは人間からも魔族からも敵とみなされます」

　ステラが言った。

「人間からは『魔界に寝返った勇者』として。魔族からは『先代魔王を討った人間』として」

「……それはそうかもしれないが」

　勇者だった俺が、魔王の仮面をかぶるなんて。

「この仮面は単純な力では絶対に外せません。あなたの意志でのみ脱着可能な魔法をかけてあります」

　と、ステラ。

「今のところ、この事実を知るのは私一人。もちろん、私も他言はいたしません」

　切れ長の目が俺をまっすぐに見つめていた。

「ここにいたか、魔王！」

　そのとき、数人の戦士たちが広間に入ってきた。

　――もしかしてライルもいるんだろうか。

　愛弟子であり、親友であり、相棒であり、そして息子同然だった男。

　俺を、殺した男。

「俺は勇者アレク！」

「同じくフレッド！」

「我が名はジェレミー！　覚悟しろ、魔王！」

　順番に名乗る勇者たち。

「……ライルはいない、か」

　俺は仮面の下でため息をついた。
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　百の勇者による魔王討伐のための決死行――それが実行されたのは三日ほど前だ。

　俺やライルもそのメンバーだった。多くの仲間が魔族に討たれ、あるいは離れ離れになり、魔王城にたどり着いた頃には俺とライルだけになっていた。

　そして最上階まで進み、魔王と戦い――。

　今、こうして俺自身が魔王になっている。

　ライルはあの後、どうしたんだろう？

　別の場所で戦っているんだろうか。それとも――。

「魔王様には指一本触れさせんぞ！」

　今度は魔族の兵たちがやって来た。

「あ、あれ？　ユリーシャ様じゃない……誰なの？」

　先頭の女魔族が戸惑いの様子を見せる。赤い髪をポニーテールにした若い娘だ。

「控えよ、リリム隊長。この方は、ユリーシャ様に代わり新たな魔王様となられた」

　厳かに告げるステラ。

「新たな魔王様……!?」

「混乱するのは分かるが、今は非常時。己の責務を全うせよ」

　驚く彼女――リリムにステラが告げる。

「た、確かに魔王様の紋章がありますね……ならば、あたしたちがお守りいたします」

「ふん、魔王の前にまずは貴様らから蹴散らしてくれよう」

　勇者たちと魔族兵たちが対峙する。

「さあ、お下がりください」

　ステラに促され、俺は後ろに下がった。

　まだ気持ちの整理がつかないままだ。

　理屈で言えば、俺は勇者として、人間側に味方するべきなんだろうと思う。

　なのに、俺の中の何かがそれを押しとどめる。

　この感じは……なんだ？

　ライルに裏切られたからか？　ステラや魔族たちに情でも移ったか？

　あるいは――。

　戸惑う俺の前で、勇者たちと魔族たちの戦いが始まった。




　三人の勇者はそれぞれ同じデザインの槍を構えていた。

　奇蹟兵装きせきへいそう。神が人間に与えた、魔を打ち倒すための聖なる武具だ。それを扱う素質を持つ者たちは、こう呼ばれる。

　勇者、と。

「吹っ飛べ！」

　勇者の一人が槍を突き出す。

「うなれ、『ウンディーネ』！」

「ぐあっ」

「ぎゃあっ」

　その穂先から飛び出した水流は、鋭い刃となって数体の魔族を切り刻んだ。

「そーら、また死んだぁ！　これで俺がトップだな」

　そいつの腰に、魔族の首らしきものがいくつも吊り下げられていた。

　見れば、他の二人も同じだ。

「まだ魔族どもはいくらでもいるだろ」

「見てろ、ここから逆転してやる！」

　勇者たちがニヤニヤと笑っていた。

　こいつら、魔族を狩る『ゲーム』をしてやがる……！

　嫌な気分だった。

　俺だって幾多の魔族を討ってきた。戦いにおいて、命のやり取りは当然だ。

　だけど、それをゲーム感覚で楽しむのは、違う。

　敵に対する最低限の敬意さえ忘れてしまったら、それはもう勇者でも戦士でもない。

　あいつらのやっていることは戦いじゃない。ただの、殺戮だ。

　まるで、あいつらこそが悪魔のようだ。

「みんな、下がって！　ここはあたしが！」

　リリムが前に出た。その体が半透明に薄れたかと思うと、みるみるうちに軟体化して伸び広がる。あいつ、スライムの眷属なのか。

「あたしが盾になるから、みんなは陣形を立て直して――きゃあっ！」

　悲鳴を上げるスライム女。

　勇者たちの放つ水流が槍と化し、粘体ボディを貫いたのだ。

「リリム隊長！」

「だめだ、強すぎる――」

　部下の魔族たちが絶望と恐怖の声を上げた。

　通常、スライムには物理攻撃が効きづらい。だが、さすがは奇蹟兵装というべきか、あの水流はスライムにもダメージを与えられるらしい。

　それでも彼女は、仲間を守ろうと懸命に立ちはだかった。

「ああっ……くあ、あ……ぁぁぁっ……！」

　全身を貫かれ、苦痛の声をもらしながら、一歩も下がらない。

　――俺は勇者の一人として、魔族と戦ってきた。

　魔族は、人の世界を脅かす敵だった。倒すべき、敵だった。

「だけど……」

　ぎりっと奥歯を噛みしめる。

　リリムが何度となく貫かれ、それでもなお仲間をかばって立ち続ける姿を見つめて。

「相手が人間だろうと、魔族だろうと……関係あるかよ」

　こんな場面を見過ごせない！

「やめろっ！」

　俺は怒りの声を上げて、進み出た。

「へっ、魔王様が直々に相手をしてくれるのかよ」

「やったぜ、こいつを倒せば大手柄じゃん」

　勇者たちが歓声を上げた。

　相手は勇者三人。魔王城まで来たなら、選ばれた精鋭のはず。

　生前の俺ではかろうじて渡り合えるかどうか、といったところだ。

　だけど、『魔王としての俺』ならどうだろう？

　彼らに視線を向けると、空中に無数の文字が浮かび上がった。

―――――――――――――――――――――――――――


　名　　前：アレク

　階　　級：騎士型勇者

　総合ＬＶ：１１０

　Ｈ　　Ｐ：５６０

　Ｍ　　Ｐ：１７０

　攻　　撃：３０２

　防　　御：４４０

　回　　避：４１５

　命　　中：７００







　装　　備：奇蹟兵装『ウンディーネ』







　スキル　：水流槍撃（ＬＶ７）

　　　　　：水の障壁（ＬＶ４）



―――――――――――――――――――――――――――

「これは……さっきステラに見せてもらった『ステータス表示』か？」

　どうやら俺にも同じようなことができるらしい。

　今のは先頭の勇者の表示だけど、他の二人も似たような数値だった。

　俺の総合レベルは４７０２で、相手はいずれもレベル１００台。単純な数字上では圧倒している。

「何をボーっとしている！」

「隙だらけだぞ！」

「魔王を貫け、『ウンディーネ』！」

　三本の槍型奇蹟兵装が、いっせいに水流の刃を放ってきた。

　――相手が水なら、炎で対抗するか。

　考えたとたん、眼前に別の表示が現れた。

―――――――――――――――――――――――――――


　ファイア　　　：最下級の火炎魔法。威力は低いが、発動速度が速い。

　バーストボム　：広範囲に爆発を起こす。術者のレベルに応じて範囲と威力が拡大。

　メテオブレード：炎の斬撃を繰り出す。基本リーチは約三メートル。



―――――――――――――――――――――――――――

　他にも、数百単位の呪文名がずらりと並ぶ。たぶん、俺が使用可能な魔法のリストだ。

「魔法なんて使ったことないな。とりあえず『ファイア』でいいか」

　練習がてら、最下級魔法を選んだ。

　――炎よ。

　豆粒くらいの小さな火球が生まれた。

　ゆっくりと空中を進んだ火球は、三つの水流とぶつかり――、




　すさまじい大爆発を巻き起こした。




「え、あれ……？」

　三つの水流は一瞬で蒸発し、三人の勇者は悲鳴すら上げられずに消滅した。

　さらに床が、壁が、ドロドロに溶け、焼き尽くされる。なおも突き進んだ火球は、城の外へ飛び出し、数キロ先の山脈にまで達し、いくつかの山をまとめて消し飛ばした。

「俺が撃ったのって、最下級魔法……だよな？」

　ちょっと想像していたよりも、はるかに――とんでもない威力だ。

「い、一撃……!?　しかも、山を消し飛ばすほどの威力とは――」

　ステラが隣で呆然とつぶやく。

　幸い、魔族たちには被害が及んでいないようだった。

　勇者たちがいた辺りは、床も壁も天井もごっそりえぐれている。狙いがずれていたら、魔族たちまで消し飛ばしていただろう。

「最上級火炎呪文の『メガファイア』を無詠唱で撃つなんて――さすがです、魔王様」

「あー、ちょっと違う」

　俺はぽりぽりと頬をかき、ステラの言葉を訂正した。

「今のは『メガファイア』じゃない。ただの『ファイア』だ」

　あらためて説明を見てみる。

―――――――――――――――――――――――――――


　ファイア：最下級の火炎魔法。威力は低いが、発動速度が速い。



―――――――――――――――――――――――――――

　……やっぱり最下級って書いてあるな。それでさえ、この威力――。

　歴代魔王をはるかにしのぐというレベル４０００オーバーは伊達じゃない。

「えっ？　えっ？　い、今のが『ファイア』……？　魔王様、ご冗談を……」

　ステラもさすがにクールビューティな表情を保てないのか、目を丸くしている。

　勇者たちを殺すつもりはなかった。ただ追い払おうと思っただけだ。

　だけど――目の前で惨殺される魔族たちを守ることができて、ほっとした気持ちがある。

　勇者たちへの同情は湧かなかった。もしかしたら、ライルに裏切られたことで、俺自身が人間不信に陥っていたせいかもしれない。

「魔王様！」

「我々を救ってくださったのですね！」

　魔族兵たちが、俺の元に駆け寄ってきた。

　人間型や獣型、鳥型にアンデッドや竜――いずれも化け物然とした連中だ。

　ただ、俺は怖いとも不気味だとも思わなかった。

　彼らの表情が、一様に俺への感謝に満ちていたから。

　心が癒されていくような感覚だった。ライルに裏切られ、さっきの勇者たちの蛮行を見て、ささくれ立った心が――今は、不思議なくらいに温かい。

　誰かを助けたり、力になったりして、感謝してもらうっていうのは、嬉しいことなんだよな。

　勇者になった頃の気持ちがよみがえる。忘れかけていた思いをはっきりと思い出す。

　皮肉なことに、魔王になったことで。

　俺は勇者としての気持ちを、取り戻したのかもしれない。




　その後、敵襲はなく、俺は私室で休むことになった。

　やたらと広いベッドで横になると、たちまち眠気が訪れる。

「今日一日で色々なことがあったな……」

　しみじみとつぶやく。

　魔王ユリーシャとの最終決戦。信じていたライルの裏切り。一度死に、新たな魔王として復活したこと。

　そして勇者たちから魔族を守るために戦ったこと。

「これからどうしたらいいんだろうな、俺は……」

　魔王として生きるということは、人間の敵になるということだ。仮にも勇者だった俺が、選べる道じゃない。

　だけど、このまま魔族を見捨てることもできそうになかった。他にも勇者たちが攻めて来るかもしれない。また――さっきみたいな殺戮が行われるかもしれない。

「あんな非道が行われていたなんて、な」

　人格的に問題のある勇者が少なからずいるのは、知っている。

　ただ、今まで一緒に戦った勇者たちは、ああいう戦い方をする者はいなかった。

　栄誉や権力を求めても、戦いの場では最低限の武人の礼儀を心得ていた。

　俺はライル以外の勇者と組んで戦う機会があまりなかったから、さっきみたいな連中を見ることがなかっただけかもしれないが……。

　あいつらは敵をいたぶり、苦しませ、それを楽しんでいた。

　思い出すだけで胸がムカムカする。他にも、あんなことをする勇者がいるんだろうか。

　……などと考えているうちに、いつの間にか眠っていたらしい。

　目が覚めると、もう朝だった。

「たぶん、だけどな」

　というのも、窓から外を見ると、朝のはずなのに夜みたいに真っ暗なのだ。

「朝も夜もほとんど変わらないな……」

　言い伝えでは、魔界にはいっさい日の光が差さないそうだ。暗黒に包まれた、闇の世界。

　それが魔界。

　暗いのに景色がはっきりと見えるのは、魔王としての能力なんだろうか。

　俺はベッドから降りると、部屋を出た。これからどうするのか、考えはまるでまとまらない。とりあえず現状把握と眠気覚ましがてらに、外の空気を吸ってこよう。




「ボロボロだな……」

　俺は城を見上げた。

　巨大な塔がいくつも連なった形をした魔王城は、半分ほど崩れている。俺とライルは地下の坑道を通ってきたから、城を破壊したのは、昨日の勇者たちだろうか。

　あるいは別の勇者たちだろうか。

「犠牲になった魔族もいるだろうな」

　……反射的にそんなことを考えた自分自身に驚く。

　考え方が、完全に魔族寄りになっている。

「歩くか」

　頭の中がもやもやした。それを振り払いたくて、散歩がてら城の周りを歩き出す。

　……そして二十分後。

「完璧に迷ったな、こりゃ」

　俺はぽりぽりと頭をかいた。魔王城の外は、とにかく広い。歩いているうちに、元の入り口が分からなくなってしまった。

「ステラに案内を頼むべきだったか……」

「あ、魔王様。おはようございまーす！」

　やたらと明るい声がして、一人の魔族が駆け寄ってきた。

　赤い髪をポニーテールにした、快活そうな娘だ。

　身に着けているのは、簡素な革鎧。剥き出しの二の腕や太ももが白く、まぶしい。

　……年甲斐もなくドギマギしてしまった。

「ああ、昨日の――」

　勇者軍と戦っていた魔族兵たちの隊長である。

「あたし、リリム・バルガムーグっていいます。城内警備部隊の隊長を務めておりますっ」

　びしっと敬礼するリリム。

「あ、魔王様だ！」

「魔王様、おはようございますっ」

　と、他の兵たちまでやって来た。

「みんな、怪我は大丈夫なのか？　人間の軍は追い払ったし、しばらく休んだらどうだ？」

　実際、明らかに傷が治りきっていない様子の兵もいる。

　心配になって来る。

「魔王様、我らのような者にまでお情けを……」

「なんという寛大な王だ」

「我らが魔王様！」

「我らが魔王様！」

　いきなり、みんなで俺を称えはじめた。

　いやいや、ちょっと待て。俺はただお前らのことを心配しただけだぞ。

　反応が大げさすぎないか……？

「うう、今度の魔王様はいいお方ね……もう捨て駒として扱われなくてもすむんだ……」

　リリムなんて涙ぐんでいる。

　先代魔王はけっこう兵たちにひどい扱いをしていたんだろうか。

「捨て駒――か」

　ため息交じりにつぶやく。

　俺も、たいがいひどい死に方をしたんだよな。愛弟子であり、息子のようにさえ感じていた男に――裏切られ、殺された。

「……ん？」

　そのとき、背筋に火照るような感覚が走り抜けた。

　何か、がいる。

　……ような気がする。

　俺は使用可能な呪文リストを表示させた。

―――――――――――――――――――――――――――


　ホーミングレイ：追尾型の魔法弾。術者が敵と認識したものだけを自動的に追いかけて攻撃する。



―――――――――――――――――――――――――――

　その中に、ちょうどよさそうなのが見つかる。

「『ホーミングレイ』」

　呪文を唱えてみた。

　俺の手から飛び出した白い光球は、背後へと飛んでいき、

　ドゴー……ン！

　大爆発を起こす。

　振り返ると、全長五メートルほどの獣が倒れていた。

　いや、よく見れば獣じゃない。機械のような四足歩行獣。

「自律型の奇蹟兵装か」

　奇蹟兵装にはいくつかの種類がある。

　武器として使用する『武具型』や、所有者と融合して力を与えてくれる『装着型』。そして、この『自律型』は所有者の命令に従って、独自の意志で活動するタイプだ。

　あまり複雑な命令はこなせないはずだから、おおかた『魔族を見つけ次第殺せ』とでも命じられているんだろう。

「この前の勇者が放った奇蹟兵装か……？　それとも新手でもいるのか」

　どちらにせよ、放置しておくと再生するかもしれない。

　俺は念のために『ファイア』を放ち、完全に消滅させておいた。

「誰か、怪我した奴はいないか」

　と、周囲を見回す。

「大丈夫です！」

「魔王様が守ってくださいましたから！」

　兵たちが元気な声を上げた。

　ホッと一安心だ。

「この迅速な対応力、そして俺たちへの気遣いを忘れない寛大なるお心……さすが魔王様だ！　さすまお！」

「さすまお！　さすまお！」

「さすまお！　さすまお！」

　たちまち湧きおこる『さすまお』コール。

「お、おう……」

　とにかく俺が何かするたびに称えられている気がする。

「他にも自律型の奇蹟兵装がいるかもしれないし、掃討しておくか――」

　俺はふたたび呪文リストを呼び出した。

　必要な作業はおおまかに二つ。

　周辺の奇蹟兵装を探し出すこと。そして、それらを破壊すること。

「お、これがいいな」

―――――――――――――――――――――――――――


　サーチ：術者の周辺を探知する。探知できる種類、範囲は術者のレベルに応じて変化。



―――――――――――――――――――――――――――

「『サーチ』」

　自律型の奇蹟兵装を見つけたい、と念じてみた。

　たちまち、頭の中に城を中心とした周辺映像が浮かび上がる。広がる荒野のあちこちに、さっきのやつと同じ機械仕掛けの獣が動き回っていた。

　その数、おおよそ百体。

「……思ったより多いな」

　中には魔族を襲っているやつもいる。

「『ホーミングレイ』×１００！」

　さっきと同じく追尾式の魔法弾を百発ほど生み出した。

「標的は自律型の奇蹟兵装だ。いけ」

　命令すると、百発の魔法弾は四方に飛んでいった。

「後は勝手に奇蹟兵装を片付けてくれるはずだ」

　たぶん、だけど。

「すごいです、魔王様！」

　解説すると、リリムたちが歓声を上げた。

「もしも討ちもらした個体があったら教えてくれ。それと新手が現れた場合も、俺に連絡を。戦力的にけっこう押されてるんだろ？」

　その辺りのことはステラに確認した方がいいな。

「謁見の間はどっちの方角だ？」

　俺は道をたずねることにした。

「その……少し迷ってしまった」

　魔王が魔王城で迷子になるなんて格好悪いが、仕方がない。このまま、いつまでもさまようわけにはいかないからな。こいつらを守るためにも、魔界の防衛体制を整えないと。

　……って、完全に魔族を守る思考になっているけど、もういい。

　勇者だとか魔王とかそういう立場じゃなく、今は自分の素直な気持ちに従いたい。

「まだ不慣れですもんね。謁見の間なら、この外壁沿いにまっすぐ行って、噴水のところで左に曲がれば入り口がありますので」

　リリムが道順を教えてくれた。

「それと……よかったら、これをどうぞ」

　差し出してきたのは、携帯用の糧食だ。

　ぐう、と腹が鳴った。そういえば、昨日から何も食べてなかったな。

「もしかしたら、お腹空いてるんじゃないかと」

　それを見抜いたような、リリムの言葉。

「隊長～、魔王様はいつも最上級のごちそうを食べてるんですよ？　俺たちの糧食なんて口に合わないですって」

「あ、それもそうか……ごめんなさい、魔王様。やっぱり今のはなしで！」

　部下の言葉にリリムはハッとした顔になった。申し訳なさそうに頭を下げる。

「いや、せっかくだからいただくよ。ありがとう」

「魔王様、なんてお優しい……」

　目をウルウルさせるリリムや兵たち。

　うーん、やっぱりリアクションが大袈裟だなぁ。

　まあ、悪い気はしない。こいつらといると、心が温かくなる。ライルに裏切られた心の傷まで癒えていくようだ。
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　俺は糧食を受け取り、物陰に移動した。

「魔王様？」

「いや、その仮面を外さないと食べられないからな」

　仮面を取ったら、俺が人間だとバレる恐れがある。

「魔王様って、まさか――」

　ハッとした顔のリリム。

　こいつ、俺が人間だと感づいているのか。思わず身構える。

「素顔を見られたくないなんて、恥ずかしがり屋さんですね。かわいいですっ」

「お、おう……」

　ただの天然だった。

　俺は彼らに背を向け、仮面を外して糧食を平らげた。

「――よし、決めたぞ」

　ふたたび仮面をつけ、リリムたちに向き直る。

「決めた？　何をですか？」

「これからのことだ」

　たずねるリリムに笑う俺。

　やっぱり、こいつらを死なせたくない。

　もちろん人間界を侵略しようなんて思わない。降りかかる火の粉は払うにせよ――誰も傷ついたり苦しんだりしない方法を探してみよう。

　こいつらが安心して暮らせるように。
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「おはようございます、魔王様」

　城内に戻ると、ステラが歩み寄ってきた。

「外に出てらしたのですか？」

「ああ、ちょっと城の周りを散歩しようかと……」

「兵たちが喜んでいましたね。人間どもの残した兵器から守ってくださったのですね」

「ん、なんで知ってるんだ？」

「私には千里眼がありますので。魔王様が近くに見当たらないので探しておりました」

「……そっか、悪かった」

「いえ。リリム隊長たちも喜んでいましたね」

「ま、まあな」

　さっきの彼らの褒めっぷりを思い出し、俺は面映ゆかった。

「城の中にも活気が戻ってきたように思います。あなたが次代の魔王として転生されて、本当によかった」

「ステラ……」

「ただし、あなたが元人間だということはくれぐれも……」

「分かってる」

　隠し事をしているようで気が引けるけれど。

　でも、人間と魔族は敵対関係にあるんだ。

　魔族の王が、よりによって元人間だなんて知られれば、悪感情を抱く者も少なくないだろう。

　――って、すっかり魔族側の事情を中心に考えるようになってるな、俺。

　思った以上に『魔王である自分』に心が馴染んでいる気がする。

　今まで、さまざまな人間に裏切られてきた。

　もっとも信頼していたライルにまで。

　それらが、俺を人間不信にさせているのかもしれないな。

　ひきかえ、ここの魔族たちは温かい。

　俺が王だから敬意を払っているとか、それだけじゃない気がするんだ。

　奇妙なことだけど、魔界に来てから、俺は逆に人間らしくなれた気がする。

　他人を思いやり、ともに笑い、喜び、あるいは仲間を傷付けられて怒り、戦う――。

　栄誉や権力を争い、他者を出し抜き、あげく誰かを犠牲にしてでも戦果を求める――そんな勇者軍よりも。

「……どうかなさいましたか、魔王様」

「いや、なんでもない」

　首を振ってから、俺はたずねる。

「そういえば、魔王って何をすればいいんだ？」

　尋ねながら、まっさきに思いついたのは防衛面だ。

　さっきの自律型奇蹟兵装は、ホーミングレイを撃っておいたから、そのうち掃討されるだろう。

　討ちもらしに備えて定期的に撃ったり、あるいは俺自身が見回った方がいいかもしれない。

　後は――、

「今の状況だと、城をなんとかした方がいいよな」

「そうですね。魔王城は魔界の中心。魔王様の威光の象徴でもあり、同時にこの世界の最終防衛拠点でもあります」

　と、ステラ。

「勇者軍が魔界各地に侵攻している今、半壊状態のこの状況は好ましくありません。修復と、できれば防備の強化が望ましいかと」

　そういえば、魔王の呪文にそういうのはないんだろうか？

　建物を修復したり、強化するような呪文は――。

　俺はリストを見てみた。

「お、これかな……『リペア』！」

　物質修復の魔法を城全体にかける。

　たちまち亀裂がふさがり、砕けたり大穴が空いた壁が元に戻っていく。

　これは便利だ。

　ただ、完全に元通りってわけにはいかなかった、七割がた修復された程度である。

「『リペア』」

　もう一回唱えてみる。

「……あれ、だめか？」

　城の修復はそれ以上進まなかった。

「この呪文は重ね掛け無効ってことか」

　その辺の細かい説明は、リストには載っていなかった。

　実地で試すしかないわけだ。

　まあ、後は工兵を動員して修理してもらえばいいか。

「わずか数秒でここまで修復できるなんて……すごいです」

　ステラが驚いたように俺を見ている。

「……まさか、お前まで『さすまお』とか言いださないだろうな」

「はい？　さすまお？」

　キョトンと小首をかしげるステラ。

「いや、なんでもない」

「さすがです、魔王様」

　ステラが微笑んだ。

　……言ってるじゃないか。




　俺はステラとともに城内の一室にいた。

「周りには誰もいないな、ステラ？」

「はい、千里眼で探査しましたが、怪しい者はいませんでした。安心してお話しください、魔王様」

　と、頷くステラ。

　今から彼女と相談するのは、魔界の防衛計画について。

　俺の勇者としての知識も交えた話になるから、他の魔族に聞かれるのはまずい。

「状況を整理するぞ……と、その前に仮面を取っていいか？　これつけてると息苦しくて」

「はい。ただし誰かが来たときは、すぐにつけてくださいね」

「わかった」

　ステラに頷き、俺は仮面を外した。

　魔王として――魔族として蘇生したとはいえ、俺の姿は人間だった頃と同じだ。

　牙や爪が伸びたり、あるいは角や翼が生えたり……といったことはない。

　ステラの瞳に映る俺は、四十二歳の中年男そのもの。

　無精ひげ、剃らないとな……なんて思ってしまった。

「魔王様？」

「いや、なんでもない。始めようか」

　怪訝そうなステラに、俺は言った。

「あらためて状況確認だ」

　まず始まりは、数日前に選ばれた百人の勇者が魔界に攻め入ったことだった。

　その百人の中には、俺やライルもいた。

　人間界と魔界を隔てる結界に五つの穴を空け、そこから俺たちは五つの隊に分かれて魔界に侵入した。

「それぞれが魔王城を目指して進んだわけだが、俺がいた隊は俺とライルをのぞいて全滅した。魔王城に直行するルートだったからな」

　そのライルも、今は行方知れずだ。

　魔王ユリーシャとの戦いの後、どうなったんだろうか。

　だが、今はライルのことよりも現状について考えなくてはならない。

「他の四隊はどうなっている？」

「こちらも兵を出して迎撃しましたが、すでに三人の魔軍長が討たれたようです」

　魔軍長――魔王直属の側近たちである。

　その数はステラを含めて七人。

　つまり、現在生き残っている側近は全部で四人ということになる。

「私以外の三人ですが、まず獣帝ギガントロアゼガートと不死王ロードアンデッドリーガルは、人間界への侵攻中です。残る夢魔姫デッドチャームフェリアは勇者たちの迎撃に向かいましたが、敗走して行方不明です」

　と、ステラ。

「私も先の戦いで負傷し、未だ魔力が戻っておりません」

　そういえば、昨日の戦いの前にそんなことを言ってたな。

　つまり、現時点で戦える魔軍長は一人もいない、ってことか。

「俺が出向いて、一隊ずつ追い払うか」

　作戦とすら呼べない、シンプルな方針だった。

　だが、魔王の圧倒的なステータスを考えれば、四つの戦場を順番に俺が制圧して行くのが一番手っ取り早い。

　何よりも――余計な死人を出さずに済むだろう。

　魔族側にも。

　……そして、人間側にも。

　この前の『ホーミングレイ』を使ってもいいんだが、あれだと確実に殺すことになりそうだからな。

　そもそも、単純な意志しか持たない自律型奇蹟兵装と違い、勇者相手に『ホーミングレイ』が通用するかどうかは未知数だ。

　やはり直接、現場に行くべきだろう。

「魔王様直々に、ですか」

　驚いたようなステラ。

「兵たちを向かわせたら、一方的に虐殺されるかもしれない」

　そう、昨日の戦いのように。

「ですが、危険です」

「俺のレベルは知ってるだろ？　可能なら、人間たちも傷つけずに元の世界に送り返す。それから――いや、後は現場に行ってからだな」

「では、せめて私を連れて行ってください」

　ステラが立ち上がった。

「戦闘能力は戻っていませんが、いざとなればあなた様の盾くらいにはなれますから」

「駄目だ。自分を犠牲にすることは許さない」

　俺は毅然と言い放った。

「すべての魔族は、魔王様にとって道具も同然。道具を思いやる必要などございません」

　ステラが悲しげに首を振った。

「お前たちは道具じゃない」

　俺は力を込めて、言った。

「だから、俺のために命を粗末にすることは許可しない」

「魔王様……！」

　ステラがハッと息を飲む。

「命令だ」

「……分かりました」

　うつむきつつ、頷くステラ。

「ですが、魔界はあなた様にとって不案内な場所です。先導役として、私に同行させてください」

　ステラが俺を見据える。

　さすがにこれは譲れない、といった様子だ。

　実際、俺一人で行っても道に迷うかもしれないしな。

　……魔王城内ですら迷ったんだし。

「分かった。じゃあ一緒に来てくれ」

「はい」

　ステラの口元にかすかな笑みが浮かんだ。

「さっそく出発だ。勇者たちと戦いに、な」

　とはいえ、皆殺しっていうのはな。

　昨日の連中はともかくとして、勇者の中には立派な者も――、

「……いや、あんまりいないか」

　俺はこれまでの勇者生活を思い返し、小さく肩をすくめた。

　勇者とは、神の武具に選ばれた特別な存在だ。

　世界を救う存在として、あらゆる面で優遇されているし、多くの人から称えられている。

　それを鼻にかけ、偉ぶる奴。

　立場を利用し、弱い者を虐げる奴。

　そして、その絶大な力を使い、魔族をいたぶるように殺す奴も。

「とにかく、現場に行ってから考えるさ……」

　俺はため息交じりに立ち上がり、仮面をつけた。

　やはり、敵が勇者というのは楽しい気分になれないな。
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　俺はステラとともに魔竜に乗って空中を進んだ。

　本来なら、魔王用の乗騎である選ばれた魔竜がいるそうだが、先の戦いの混乱で逃げ出してしまったんだとか。

　だから今乗っているのは、予備の魔竜である。

　それでもかなりのスピードで空を翔け、一時間ほどで戦場に到着した。

　魔界、西部方面。

　荒野が一面に広がっており、中空には赤黒い亀裂が走っていた。魔界を守る結界に、穴が開いているのだ。

　眼下では、魔族の兵たちと数人の勇者が戦っている。

「そら、吹っ飛べ魔族っ！」

　中でも一番体格のよい大男の勇者が巨大な斧を振り下ろす。

「砕け、『ベフィモス』！」

　斧を叩きつけた地面に巨大な地割れができた。

　深さ十メートル以上はあろうかという、大きな亀裂。

　すさまじいまでのパワーである。

「う、うわぁぁぁぁぁっ……！」

　十数人の魔族兵が悲鳴を上げ、地割れの中に落ちて行く。

「『エネルギーハンド』」

　俺は竜に乗ったまま呪文を唱えた。

　虚空から魔力エネルギーでできた腕が伸びる。落下して行く魔族たちをその指でつまみ、引っ張り上げた。

「降りるぞ、ステラ」

「はい」

　ステラが竜を操り、俺たちは降下する。

　地面に降り立った俺とステラを、さっき助けた魔族兵たちが驚いた顔で見ていた。

「あ、あなたは……」

「魔王様が直々に勇者どもを討つ。お前たちは下がっていろ」

　俺の側に控えるステラが、兵たちに言った。

「ま、魔王様……？」

「俺が奴らを追い払う」

　言って、俺は前に進み出た。

　大男の勇者を見据え、『ステータス表示』を行う。

―――――――――――――――――――――――――――


　名　　前：ジェイド

　階　　級：戦士型勇者

　総合ＬＶ：１２１

　Ｈ　　Ｐ：８６０

　Ｍ　　Ｐ：０００

　攻　　撃：６７２

　防　　御：５４０

　回　　避：２１５

　命　　中：５７３







　装　　備：奇蹟兵装『ベフィモス』







　スキル　：地裂の一撃（ＬＶ１３）

　　　　　：大　格　闘（ＬＶ１１）

　　　　　：頑　　　強（ＬＶ１５）



―――――――――――――――――――――――――――

　戦士型勇者っていうのは、特殊能力を持たない代わりに、パワーやスピードなどの白兵戦能力に優れたタイプだ。

「見た目通りのパワーファイターか」

「確かにとんでもない魔法力を持っているみたいだがよぉ！　接近戦ならどうだっ！」

　勇者ジェイドは巨大な斧を担ぎ、すさまじいスピードで突っこんで来る。

　速い――。

「砕け散れ、魔王！」

　気合とともに振り下ろされた斧を、俺は片手で受け止めた。

　確かに、重く強烈な一撃だ。

　俺が人間だった頃なら、受け止めることも受け流すこともできなかっただろう。

　だが、今は。

「う、動かない……!?」

　顔を真っ赤にしてうなるジェイド。

　太い両腕に筋肉が盛り上がるものの、俺が受け止めた斧は微動だにしない。

「あいにくだが、俺とお前ではレベルそのものが違う」

　俺は冷然と告げた。

　そもそもレベルが桁違いということは、パワーもスピードもすべての数値がケタ違いなのだ。魔王としての俺が、どちらかというと魔法能力に秀でたタイプだとか、そういう次元の問題じゃなかった。

「ジェイド！」

「仲間を離せ！」

　他の勇者たちが剣や槍を手に突っこんできた。

　しかし彼らが放つ攻撃は、俺が展開した魔力の障壁があっさりと吹き散らす。

「『ハリケーン』」

　カウンターで発動させた風魔法が、勇者たちをまとめて吹き飛ばした。

　たとえ勇者の精鋭といえど、魔王である俺の前では無力だ。

「おのれ、魔王……！」

「邪悪の化身め、我らが貴様を討つ……！」

　弱々しく立ち上がる勇者たち。

　台詞こそ立派だが、こいつらの本心は別のところにあるんだろう。

「で、魔王殺しの称号でも得て、栄耀栄華を極めようということか」

　雰囲気で、なんとなく分かるぞ。

　同じような連中を、人間の頃に何人も見てきたからな。

「な、何……!?」

　勇者たちの顔がこわばる。

　やっぱり、図星か。

「欲にまみれた愚か者ども。貴様らのどこが勇者だというのか」

　仮面の下で、俺はどんな表情を浮かべていたんだろう。

　怒りか、悲しみか。

　自分でも分からない。

「去れ」

　俺は地面に向けて手をかざした。

　手からほとばしった魔力エネルギーが地面を割る。

「こ、これは――」

「穴の底が見えん……なんという一撃……！」

　勇者たちがたじろぐ。

　さっきのジェイドの攻撃など比較にならないほど深い亀裂だ。

「でなければ、一人残らず消し飛ばす」

「ぐっ……！」

「お、覚えていろ！」

「まだこっちには最強の四天聖剣セイクリッドエッジが控えている！　奴らが必ずお前を殺しに来るぞ……！」

　四天聖剣セイクリッドエッジ。

　熾天使セラフ級奇蹟兵装を操る四人の最強勇者たち。

　その噂は俺も聞いたことがある。

　長い勇者生活の中で、実際に会ったのは一人だけだ。

　人間だった頃は最高ランクの勇者の一人だった俺だが、彼らは完全に次元が違う戦闘能力を持っていた。

　なぜか、今回の『百の勇者』には選ばれていないのだが――、

「誰が来ようと、我が力の前では塵芥じんかいも同じ」

　傲然と言い放つ。

　できるだけ威厳がこもるように。

「魔界に侵攻し、民を傷付ける者は許さぬ。それが勇者であろうと――たとえ、神であろうと」

「魔王め……！」

「神をも畏れぬ大逆者が！」

　ののしる勇者たちを仮面越しに見据え、俺はふたたび『エネルギーハンド』を発動した。魔力の手で彼らをまとめてつまみあげ、結界の穴から放り出す。

「人間界へ追放だ。もう二度と来るなよ」

「見事でした、魔王様」

　ステラが俺に寄り添った。

「しかも、魔王様らしさに磨きがかかっています。とても元人間とは思えない邪悪な雰囲気です」

「それ、褒め言葉……だよな？」

「当然です」

　怜悧な美貌に微笑を浮かべ、頷くステラ。

　まあ、いいか……。

「じゃあ、後は結界の修復だな」

　俺は中空の赤黒い亀裂を見つめた。

　呪文のリストを呼び出す。

　目論見通り、この状況に合った呪文が表示された。

―――――――――――――――――――――――――――


　ルーンリペア：魔力で構成された物質を修復する。



―――――――――――――――――――――――――――

「名前からして魔王城に使ったリペアのバリエーション魔法か」

　俺は空に向かって右手をかざした。

「『ルーンリペア』」

　呪文とともに、赤黒い亀裂がすうっと薄れ、やがて完全に消える。

「これで結界の穴は塞がったかな？」

「今、探知します」

　ステラの額に第三の瞳が出現した。

「問題ありません。結界の破損分は完全に修復されました」

「じゃあ、これでしばらくは持つな。少なくとも三カ月程度は」

「三カ月……ですか？」

「百の勇者が魔界に侵入するとき、とある奇蹟兵装の使い手が結界を破ったんだ。次にその力を使えるのはおおよそ三カ月後。一度『結界破り』を使うと、力をふたたび補充するのにそれくらいかかるらしい」

　訝いぶかるステラに説明する俺。

「三カ月経ったら、また勇者たちが侵攻して来る」

「……また、多くの魔族が戦いに巻きこまれるのですね」

「今回の侵攻は手始めに過ぎない。次は結界にもっと多くの穴を空けて、大々的に勇者軍を送りこむ予定なんだ」

　そう、百の勇者どころか、千の、あるいは万の――世界中の勇者たちを。

　それだけの軍勢が押し寄せれば、今度こそ魔界は滅亡するだろう。

　今まで人間と魔族の戦いが拮抗していたのは、魔族側には魔界という絶対的な安全地帯があったからだ。

　魔族は人間界に自由にやって来られるが、人間は魔界に入ることさえできない。戦いは魔族側の一方的な侵攻である。

　――つい先日までは。

　人間側は魔界の結界を破る方法を編み出し、勇者たちを送りこむことに成功した。

　自分たちが侵攻を受けることなど想定していなかったのだろう、魔族の迎撃は後手後手だった。

　だから俺を含めた勇者たちは勝利を重ね、魔族軍は大ダメージを受けた。

　しかも今回は、あくまでもテストケース。次は、もっと強力な軍勢が押し寄せるはずだ。

「それまでに防衛体制を整えておかないとな」

「承知いたしました。損耗した兵や武装の整備は私の方で進めておきます」

「頼む」

　言いながら、俺は仮面の下で小さなため息をついた。

　三カ月後にまた攻めて来るであろう勇者たちを迎撃する――。

　魔王としての立場で思考を巡らせる自分に、心理的な違和感があまりない。

　今の俺の心は人間のそれなのか。

　あるいは、すでに完全な魔族の――？

　まあ、悩むのは後だ。

「行くぞ、次の戦場に」

　勇者たちの侵攻ルートはあと四つだ。

「次に向かう東部地方は風の強い場所です。振り落とされないように、しっかり掴まっていてください」

「あ、ああ」

　俺はステラの腰に腕を回す。

　……あらためて考えると、少し照れくさいな、この格好は。

　さすがに十代の若者のようにドギマギすることはないが。

「私……魔王様に抱きつかれてる……」

　ステラのつぶやき声が聞こえた。

「ん、どうしたステラ？」

「っ……！　も、申し訳ありませんっ。その、私……男の人と、こんなにくっつくのは初めてで……」

　ステラの声がうわずっていた。

「そうなのか……？」

「臣下の分をわきまえず、このような発言を……本当に申し訳ありません」

「いや、そこまでかしこまらなくてもいいぞ。臣下っていっても、俺はどっちかっていうと相棒みたいな気持ちだし」

　相棒――その言葉を告げたとたん、胸がずきんと痛んだ。

　かつての相棒であり、愛弟子でもあったライルのことを思い出して。

「身に余るお言葉です、魔王様」

　ステラが声を震わせた。
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「私ごときに」

「ほら、またかしこまってるじゃないか」

　俺は苦笑した。

　ステラと言葉を交わすと、それだけでさっきの胸の痛みが薄れる。癒されるようだ。

「よし、手始めに俺のことはフリードと呼べ」

「えっ？　ええっ……!?」

　ステラの堅苦しさをほぐすために、なんの気なしに提案したんだが、彼女は妙に動揺している。

「ああ、みんなの前だと示しがつかないか。じゃあ、二人のとき限定でどうだ？」

「……お名前で、お呼びするのですか」

「ステラさえよければ、な」

「で、では……」

　振り返ったステラが俺を見つめる。

「フリード、さま……」

　なぜかその顔が赤らんでいた。
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　東部地方は草原地帯だ。

　といっても、人間界みたいに牧歌的な風景じゃない。ねじくれた奇怪な植物があちこちから生えていて、不気味この上ない感じである。

　数十メートル前方に、一人の巨漢が立っていた。

　その周囲には、無数の屍。

　死屍累々の、魔族たちだ。

「あいつは――」

　俺は仮面の下で表情をこわばらせた。

「フリード様？」

「下がっていろ、ステラ」

　俺は一歩前に出た。

　風が、ローブの裾をはためかせる。

「知ってる奴だ」

　顔を見たことがある程度だが、その勇名はよく知っていた。

「勇者クラウディオ――別名を『血まみれのブラッディクラウディオ』。魔族撃破数は歴代勇者の中で五指に入る」

　歴戦の猛者、というやつだ。

「ふん、その紋章は――魔王か。話に聞いていたのと、少し姿が違うが」

　クラウディオが俺を見て、にいっと口の端を吊り上げた。

　その視線が俺の手の辺りにある。

　正確には、手の甲に浮かぶ魔王の紋章に。

「こいつらでは歯ごたえがないと思っていたのだ」

　クラウディオは牙のような犬歯をむき出しにして笑った。

　足元の頭蓋骨を踏み砕く。

「お前――」

　死者をないがしろにする行為に、俺は拳を握りしめた。

「魔王、貴様ならワシの相手が務まりそうだな。戦士として一騎打ちを所望する」

「……戦士なら、戦った相手への敬意はないのか」

「敬意？　魔族相手にか？　笑止な」

「魔王……様……がはっ」

　クラウディオが手近の魔族に――まだ、かろうじて息があったそいつに――剣を突き立てた。

　ぴく、ぴく、と震え、その魔族は動かなくなる。

「虫けら相手に敬意を払う必要などなし」

「お前……！」

　ぎりっと奥歯が鳴った。

「今の奴はどのみち致命傷を受けていた。楽にしてやっただけだぞ？」

「いたぶっただけだろう」

「魔王ともあろう者が、部下の死を悲しんでいるのか？　ふん、だがワシとて多くの仲間を失った」

　クラウディオは身の丈を超える大剣を正眼に構える。

「ここまで来るのに、他の勇者はすべて死んだ」

　ヴ……ンと羽虫が羽を震わせるような音が鳴った。

「奇蹟兵装『アロンダイト』、か」

　クラウディオの奇蹟兵装は刃先を細かく振動させ、触れるものすべてを切り裂く機能を持っている、と聞いたことがある。

「兵士たちを全滅させ、次は貴様の城に攻めこもうと思っていたのだが――その手間も省けた。いざ尋常に勝負！」

　クラウディオが大剣を掲げ、突進して来る。

「おおおおおおおおおおおおっ！」

　裂帛れっぱくの気合とともに『アロンダイト』が振り下ろされた。

「『ダークブレイカー』」

　呪文とともに、俺の前面に黒い輝きが生まれる。

　刃となったそれはまっすぐ飛び出し、『アロンダイト』を迎撃した。

　ぱきぃん、と。

　甲高い音を立て、アロンダイトが真ん中からへし折れる。

「ば、馬鹿な……奇蹟兵装が折れた、だと……!?」

　愕然とした顔のクラウディオ。

　今、俺が唱えた呪文『ダークブレイカー』は武器破壊用の魔法だ。初めて試したが、なかなか使い勝手がよさそうだった。

「化け物が……！」

「虫けら相手に敬意は必要ない、だったな」

　俺は奴の眼前に手をかざした。

「ならば俺も……貴様には敬意など払わず、ただ消し飛ばしてやろう」

　心が、ドス黒く塗りつぶされて行くのを感じる。

　胸の奥に何かが澱むような感覚だ。

「ま、待て……」

　クラウディオの顔が恐怖に歪む。

「助け……て……」

　かすれた声で懇願するそいつの顔には、もはや歴戦の猛者の面影はない。

「お前はそうやって命乞いをした者を何人殺した？」

　告げて、俺は魔力弾を放つ。

　黒い閃光に包まれたクラウディオは、悲鳴を上げるいとまもなく――消滅した。




　――俺はここの結界も修復すると、ステラとともに次の戦線へ向かった。

　そこにも数人の勇者がいたが、俺の敵ではなかった。

　一掃し、結界の穴を塞ぐ。さらに残りの二カ所でも同じように勇者を追い払い、結界の穴を修復する。

　こうして結界に空いた五つの穴は全部塞がった。

　とりあえず、応急処置くらいにはなるだろう。

　短い魔界防衛戦は終わり、俺とステラは魔王城に戻った。
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　そこには一面の闇が広がっていた。

「出口はどこだ――」

　彼は途方にくれながら、歩き続ける。

　金髪碧眼、秀麗な美貌の少年だ。

　まだ記憶が混濁していた。

　自分が何者なのか。なぜここにいるのか。

　頭がぼんやりとして思い出せない。

「そうだ、僕は師匠を……」

　ふいに、記憶の一部がよみがえる。

「いや、フリードを殺して、それから……」

　少しずつ鮮明になる記憶とともに、彼は――勇者ライルは歩みを進めた。
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　魔王城まで戻った俺は、ステラとともに魔竜から降りた。

　正門の前だ。

「魔王様、凱旋ですねっ」

　ポニーテールにした赤い髪を揺らしながら、一人の少女が駆け寄ってきた。

　城内警備兵の隊長を務めるリリムだ。

「お帰りなさい、魔王様！」

「よくぞご無事で！」

　その後ろに続く兵たちもみんな笑顔だった。

「ありがとう」

　俺もそんな彼らに手を振って応える。仮面のせいで笑顔を向けられないのが、もどかしいくらいだ。

　リリムや兵たちが嬉しそうな顔で俺を囲んだ。

「戦いはどうでしたか、魔王様」

「問題なく勝ってきたぞ。結界に空いた穴も全部塞いだ」

「さすが、魔王様です！」

「さすまお、さすまお！」

　この前みたいな謎コールではしゃぐリリムたち。

「控えよ、魔王様の御前だ」

　ステラがクールに告げた。

「魔王様をお慕いするのは分かるが、節度をわきまえよ」

「まあ、いいじゃないか。俺も堅苦しいのより、これくらいの雰囲気の方が好きだ」

「ですが、魔王様の威厳が」

　生真面目だよな、ステラって。

「えーっと、魔王から直々に、それも親しげに声をかけてもらえる――兵たちの士気を上げるにはとても効果的じゃないかと思うんだが」

　ちょっと苦しい理屈だろうか。

「なるほど。一理ありますね」

　あっさり説得できた。

「魔王様の許可が出た。先ほどの言葉は撤回させてもらう。すまない」

　ぺこり、とリリムたちに頭を下げるステラ。

　うん、やっぱり生真面目だ。そして、何よりも素直だ。

　魔王の側近ってことは、ステラの地位は魔界トップクラスのはず。

　それが、兵たちにストレートに謝罪するなんてな。

　人間の世界で、俺が知っているお偉いさんでこういう人物はいなかった。自分より身分が下の人間を見下すような奴ばかりだった。

「やったー！　前の魔王様はそういうの厳しかったんですよねー」

　リリムが嬉しそうに両手を上げた。

「そうそう、勤務中に私語があったって理由で、罰として魔王城の周りを千周走らされたり」

「三カ月間、俸給減額もあったよな」

「俺なんて手当を全カットされたぞ。あれは厳しかった……」

　他の兵たちも話しながら、涙ぐんでいる者もいた。

　先代魔王ユリーシャは下の者に厳しかったんだな……。




　三十分後、俺はステラとともに魔王城の一室にいた。

　前に、二人で今後のことを相談した場所だ。

「結界の修復も終わったし、次の行動に移りたいと思う」

「あと三カ月ほどは勇者たちの侵攻もなさそうだ、ということでしたね。その間に魔界の防衛体制をできるだけ整えましょう」

　俺の言葉に頷くステラ。

　ちなみに、二人きりなので俺は仮面を外していた。

　やっぱり、仮面があると息苦しいからな。こっちの方が楽だ。

「ああ。まず、こっちの戦力を把握しておきたい。ええと、魔王の下に七大魔軍長がいて、そいつらがそれぞれ配下の軍団を統括している――ってことでいいんだよな」

　ほとんどが勇者としての知識だから、誤解もあるかもしれない。

「基本的にその認識で問題ありません」

　ステラが頷く。

「ただし、以前にも申し上げたように魔軍長は三人が戦死しています。残る四人のうち、私をのぞいて二人は人間界におり、残る一人は勇者たちとの戦いの末、行方知れずです」

　要は、俺の側にいる魔軍長はステラ一人ということだ。

　そのステラも、まだ戦闘能力が戻っていない。

「そもそも、根本的な話だけど――」

　ふと思いついたことがあった。

「三カ月後に勇者たちが魔界に侵入してきたら、俺が一人で戦って、片っ端から追い払う……っていう策はどうだろう？」

「千単位、あるいは万単位の襲来が予想される、ということですよね？　いくら魔王様――いえ、フリード様といえど」

　お、さっきの話通り、二人のときは名前で呼んでくれてるな。

「……その、えっと」

「どうした、ステラ？」

「いえ、お名前で呼ぶのはまだ慣れていないので。少し気恥ずかしいというか」

　ステラは頬を赤らめ、もじもじしていた。

　外見がクールなだけに、そのギャップが可愛らしい。

「……し、失礼いたしました。話を続けますね」

「ああ」

「確かにフリード様は、歴代魔王と比べても抜きん出た能力をお持ちです。桁違いと言ってもいいでしょう」

　と、ステラ。

「ですが……いくらフリード様といえど、それだけの数の勇者をたった一人で対処するのは限度があります」

「うーん……それもそうだな」

　広い魔界全土を、俺一人でカバーするのはさすがに不可能だ。

　俺が戦っている間に、別の場所から侵攻してきた勇者が魔族たちを大量虐殺――なんてことも十分あり得る。

「やっぱり強い奴を一人でも多くそろえて、盤石の防衛体制を敷くのが一番いいか」

　俺一人が最強無敵って状態じゃなく、魔界全体で強固な防衛力を備える。

　そうなれば、人間側も簡単には攻めこめないだろう。

　そのまま戦いが起きなければ、一番いいんだけどな。俺は別に人間界を征服したいわけじゃないし。

　ただ、現状では魔界はこれからも侵攻を受けるだろう。

　人間の、魔族に対する憎悪や忌避は根深い。

　俺自身も、そうだ。

　……いや、そうだったというべきか。

　戦いを終わらせるなんてことは、容易なことじゃない。夢物語といってもよかった。

「フリード様？」

「……なんでもない」

　まず、できることを一つ一つ、だな。

　とりあえずは、自分の目の届く範囲で、守りたいと思う者を守ろうと思う。

　それが魔族であれ、あるいは人間であれ――。




　その後も俺とステラは数時間、魔界の防衛体制について話し合った。

「――とりあえず、基本方針はそんなところか。他に俺がやるべきことはあるか？」

「魔王様の平常業務もありますが……どうしましょうか」

「平常業務？」

「今お持ちします」

　ステラはいったん部屋から出て行き、すぐに戻ってきた。

　机の上に大量の書類を乗せる。

「……なんだ、これ」

　顔を引きつらせる俺。

　高さ三メートル以上ある書類の山だ。

「勇者たちとの戦いで先王の仕事が遅延気味でしたので……」

　申し訳なさそうな顔で説明するステラ。

「少し決裁待ちの書類が溜まってきています」

「少し……か？　これ……」

　俺は一番の上の書類を手に取った。

「……さっぱり分からん」

　確かに何が書いてあるかは、分かる。

　だけど公的事業の申請やら、各省庁の予算決議やら、俺には何が何だか分からなかった。

　そもそも、十代の頃から勇者として魔族と戦い続けてきたんだ。書類仕事そのものをやったことがない。

「突然、魔王になられたのですから、最初からすべてを理解するのは難しいかと思います」

　ステラが助け船を出してくれた。

「慣れるまでの間はとりあえず印だけ押していただく、というのはどうでしょう。これらの書類は私が一通りチェック済みです」

　おお、ステラ有能！　いつの間にそんな仕事をしていたんだ。

「要は玉璽ハンコを押しまくればいいってことだな」

　一安心だ。

「ありがとう、ステラ」

「はい？」

「正直、これを見ても何が何だか全然分からないからな。ステラが側にいてくれてよかったよ」

　苦笑する俺。

「これからもよろしく頼む」

「私のすべてを懸けて魔王様に尽くします」

　ステラは深々と頭を下げた。

　というわけで、魔王の平常業務開始だ。

　とりあえず書類にひたすらハンコを押す作業である。

　……内容にも一応目を配ったけど、やっぱりよく分からなかった。

「まあ、おいおい覚えていけばいいか」

　それにしても、書類の量が多い。

「ステラはこれを全部見たのか……」

　すごいの一言だ。

「悪いな。大変だったんじゃないか？」

「魔王様……？」

「本当は全部俺の仕事だろ。ステラだって忙しいだろうに……」

　ステラに頭を下げる俺。

「こういう仕事は苦手だけど、できるだけ早く覚えられるように頑張るよ」

「フリード様は魔王に就任されたばかりです。それに、すべてにおいて得手である必要などありません。不得手な分野があれば、私たち臣下が補います」

　ステラが微笑む。

「あなたは私たちを思い、護り、戦ってくださった――王としてもっとも大切で尊い責務を果たしてくれました」

「俺は……」

　ただ目の前で傷つけられている者を見過ごせなかった。

　相手が人であれ、魔族であれ、強者が弱者を踏みにじるような光景は見たくなかった。

　それだけなんだ。

「私はあなたにお仕いできることを嬉しく思います。最大限の助力をさせていただきますね」

　王の責務、か。

　正直、未だにピンとこないけれど……。

　そして――これから先も魔王として生きて行くのか、結論はまだ出ていないけれど。

　ステラたちのために、頑張ってみよう。
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　るおおおおおおぉぉぉぉぉぉんっ！

　村の広場に咆哮が響き渡る。

　俺の前方に、黒いメタリックな装甲に覆われた竜がいた。装甲の隙間から、ぷしゅーっ、と音を立てて、断続的な排熱が行われている。

　機械仕掛けの竜――自律型の奇蹟兵装きせきへいそうが魔王城の外れの村を襲っている、と知らせを受け、俺はここまでやって来たのだった。

「追尾型魔法ホーミングレイから逃れた個体がいたとはな」

　前にホーミングレイを百発くらい撃って、自律型の奇蹟兵装を一掃した。

　だけど討ちもらした個体がいたらしい。

　前に見た奴と姿が違うのは、自己進化でもしたのか。あるいは、この前の奴とは別の自律型なのかもしれない。

「フリード様、村人の避難を完了しました」

　ステラが俺の側までやって来た。

「ご苦労だった。下がっていてくれ」

　告げて、俺は竜に向かって歩みを進めた。

「後はこいつを片付けるだけだ」

「ギイィィ……魔族、消エロ……コノ世界カラ……」

　竜は鉄が軋むような声で告げる。

　この前の奇蹟兵装に会話をする機能はなかったし、やっぱり自己進化した個体かな。

「消えるのはお前だ」

　雷撃魔法を放つ。

　まばゆい黄金の光球は黒い竜の巨体を飲みこみ――。

　一瞬で消滅させた。

　大爆発とともに、半径数十メートルはあろうかというクレーターができあがる。

「威力を抑えたつもりだけど、けっこう派手にえぐれたな……」

　あんまり村の建物を壊したくなかったんだが。

「おお、魔王様が村を救ってくださった！」

「魔王様、ありがとうございます！」

　歓喜の声とともに、村人たちが避難場所から走ってきた。

「す、すごい、これが魔王様の上級魔法……！」

「なんて威力の雷撃だ」

　クレーターを見て、村人たちがどよめいている。

　……ちなみに今のは『メガサンダー』じゃない、ただの『サンダー』だ。

　上級でもなんでもない基本呪文なんだけど、俺の魔力で放てば奇蹟兵装すら瞬殺する威力と化す。

「お見事です、魔王様」

　村人たちが戻ってきたので、ステラの呼びかけは『フリード様』から『魔王様』になっていた。

「討伐完了だ。戻るぞ、ステラ」

　俺は村人たちに背を向けた。

「残った書類を片付けるか」

「恐れながら、一つよろしいでしょうか」

　ステラが俺の傍に寄り、言った。

「なんだ？」

「魔王様は先日から働きづめです。少し休息を取られてはいかがでしょう」

「休息か……」

　確かに、魔王に生まれ変わって以来、連日出歩いている気がする。

　人間だった頃より体力がけた違いに上がっているせいか、疲労感は特にないんだが。

「パーティを開催するのはどうでしょうか？」

　提案するステラ。

「パーティ？」

「魔王様の慰労と、勇者たちとの戦いに勝利した祝いを兼ねて、ということで」

「なるほど、いいかもしれないな」

「では、細かな手配は私の方ですべてやっておきます」

「頼む」
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　――ステラは、あっという間に会場の設営や料理、余興の手配、招待者の選別などを手際よく済ませてしまった。

　俺じゃ、とてもこうはいかないだろう。

「本当に有能だな」

「恐れ入ります」

　俺の言葉に、ステラは恭しく頭を下げた。

　で、三日後、魔王城で祝宴を行った。

　パーティといっても、人間の世界ほど格式ばったものじゃない。町の酒場で気の合う仲間たちと飲んでいるような、気楽なノリだった。

　大臣や貴族、親衛隊に守備兵に近隣の住人まで様々な魔族が集まり、あちこちで酒を酌み交わしている。

「魔王様、今後ともよろしくお願いいたします」

「魔王様の就任をあらためてお祝い申し上げます」

　と、財務や司法などの各大臣、何人もの貴族たちが代わる代わる挨拶に来た。

　さらに、それが一通り終わると、

「魔王様、さ、一杯ぐーっと」

　城内警備隊長のリリムがやって来て、俺に酒を注いでくれた。

「おお、ありがとう」

　魔界の酒を飲むのは初めてだな。

　髑髏型の杯がちょっと不気味だけど。

　なみなみと注がれた紫色の酒もかなり不気味だ。

　俺は仮面の口元だけを外した。祝宴に合わせて、ステラが仮面を改造してくれたのだ。

　本当に気が利く側近ぶりである。

「どれ……」

　俺は盃をあおった。

「いける！」

　飲み口は甘く、それでいてコクがある。

　体に心地よく染み渡り、甘美な高揚感が訪れる。

　魔界の酒もいいじゃないか。人間界でも一級の名酒として通用するぞ。

「ふひひ、魔王様のために用意された最高級品ですよ」

「じゃあ、俺もお返しに」

　今度は俺がリリムに注いだ。

「あ、どーもです……ういー」

　もう酔ってるな、こいつ。

「魔王様ぁ～、この間のご活躍、本当に素敵でしたよ～。あたし、感動しちゃいまひたぁ……」

「しかも呂律が怪しいし」

「無礼講とはいえ、相手は魔王様だ。節度を持て、リリム」

　ステラがやって来て注意した。

「あ、すみません、ステラ様ぁ～」

「まったく……ほら、足元に気を付けろ」

　ため息をつきつつ、ふらついたリリムを支えてやるステラ。

「気分が悪いなら、水でも持ってこようか？」

「あはは、気分はサイコーですよぉ。ステラ様も、さ、ぐーっと」

　リリムがステラに酒を注いだ。

「ん。では、ありがたくいただくか……ふう」

　盃をあおり、軽く息をつくステラが艶っぽい。

「ささ、もう一杯」

「ん……ふぁ」

　小さく喘いだステラは、さらに艶っぽかった。

　目じりがわずかに下がり、頬はほんのりと色づいて――。

「ふふ、魔王様ぁ」

　普段の彼女らしからぬ、どこか甘えた口調で擦り寄ってきた。

「ステラ……？」

「酒の席で、こんな恐ろしい仮面をつけることはありませんよ……うふふふ」

　と、俺の仮面を手で撫でる。

「これはお前がつけさせたんだろ」

「素顔を見せてくださいませ」

「いや、それはまずい……って、ずれるずれる。仮面がずれる……っ」

「うふふふふふ」

　ステラは悪戯っぽく俺の仮面の端をつかんで引っ張って来る。

　普段のクールな態度とはまるで違う。年ごろの女の子みたいな無邪気さだ。

「……お前、もしかして酔ってる？」

「酔ってないですよ？」

　うふふふふふ、と笑いながら、ステラが俺にしなだれかかる。

「あたし酔わせたら大したもんだ」

「口調まで変になってるぞ!?」

「一番、リリムいきまーすっ。まずは軟体芸～！」

「隊長、それスライムならできて当たり前でしょ」

「いつもより余計に曲がっております～！」

　あっちではリリムがスライム状態になって、くねくねと体を変形させていた。宴会芸らしい。

　にぎやかで楽しいな。

　と、

「――突然就任していい気なものだ、魔王め」

　ふいに刺々しい口調のつぶやきが聞こえた。

「なんだ……？」

　周囲を見回す。

　会場の一角に、獣人系の魔族が数人集まっていた。俺の方をチラチラと見るその表情は、やけに険しい。

「『アビリティギア』」

　俺はこっそり呪文を唱えた。

　こいつは五感や運動能力全般を増幅する効果がある。その効果を限定し、聴力だけを数倍に引き上げた。

　すると聞こえてきたのは――、

「おい、よせ。誰に聞かれているとも分からん」

「ふん、酒の席でのこと。それに獣帝ギガントロアゼガート様の懐刀たる俺たちに、新米の魔王が強く出られると思うか」

「苛烈だった先王ユリーシャと違い、今度の魔王は穏健なようだからな」

「だが、戦闘能力は高いそうだぞ」

「ふん、大事なのは戦力ではなく胆力よ。ふぬけ魔王など――」

　……めちゃくちゃ悪口を言われまくっていた。

　うーん、まあ酒の席は無礼講だしな。

　俺だって血気盛んな十代の若者じゃない。いい気はしないが、スルーしておこう。

　……やっぱり、ちょっとムカつくけど。

「だいたい、実力からすれば、次期魔王はどう考えても我らが盟主――ゼガート様ではないか」

「なぜ、あんな出自も不明な魔族に」

「だが、奴の手には魔王の紋章がある」

「ふん、ふさわしくない者の手にある紋章など、いずれ……」

「計画通り……ゼガート様が新たな……王……」

「後は……例の会合で……」

　彼らの声はさらに小さくなり、やがて強化された聴力でさえ聞き取れなくなった。

　いや、会話自体を終えたようだ。

「……気になるな」

　別に、俺への悪口くらいならいい。

　ただ、あいつらの最後の言葉は――。

　陰謀の、匂いがした。




　彼らを問いただした方がいいか。それとも、いったん泳がせるか。

「魔王様～、どうかなさいましたぁ？」

　ステラが俺の腕にぎゅうっとしがみついた。

「ステラ、ちょっと待ってくれ。今は――」

「あ、こんなところにいたんですか～」

　離れようとしたところで、さらにリリムが駆け寄ってきた。

「えへへ、あたしふにゃふにゃ～」

　ほとんど人の姿をとどめないアメーバ状になって、俺に絡みつく。

　こいつ、ますます酔ってないか……？

「魔王様～、ぷにぷに弾力スライム肌だよ～。気持ちいいでしょ～」

　確かに心地いい感触だ。

　――って、そうじゃなくて。

「魔王様、私の相手もしてくださいな～」

　ステラもますます強く、俺の腕にしがみつく。

「いつもは側近としてサポートしなければ、って抑えてますけど、本当はもっと……魔王様のことを知りたいんですよ？」

　トロンとした目で俺を見つめるステラ。

　酔ってる……こいつも絶対酔ってる……。

「悪いけど、二人ともちょっと離れてもらっていいか？」

　チラリとさっきの連中を見ると、別の場所へ移動しようとしていた。

「魔王様、見て見て～。あたしの体、こんなに伸びるよ～」

「魔王様、リリムとばかりくっついちゃ嫌です……」

　リリムとステラに挟まれて身動きを封じられる。

　その間に、彼らは出口へ消えていった。

　ちらりと一瞬こちらを振り返り、俺に強烈な眼光を向ける。

　明らかな敵意のこもった眼光を――。
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　数日後、魔王の執務室。

「ご命令通り、彼らの素性を調べました、魔王様」

　ステラが報告した。

　渡してもらったリストには、三人の魔族の名前や官位が書かれている。

　彼らは獣人系の魔族で、いずれも獣帝ギガントロアゼガートの配下だった。

「ゼガートってどういう奴なんだ？」

　俺はステラにたずねた。

「確か今は人間界に侵攻しているんだよな？」

「はい、現在は南方大陸で獣人系魔族の軍団を率いて戦っているはずです。ここ一月ほど連絡が滞りがちですが」

　と、ステラ。

「彼は魔王様の側近――七大魔軍長の一人であり、またかつての魔王候補者でもあります」

「魔王……候補者？」

「魔界の王が代替わりするのは、大きく分けて二通りの理由があります。一つは力の衰えにより、新たな者に王の座を渡す場合。もう一つは王の死により、次の王が選ばれる場合です」

「俺の場合は後者か」

「はい。この場合は前王の持つ魔王の紋章が、次の王にふさわしい者へ自動的に移ります。対して前者の場合は――先王の意志により、複数の候補者の中から選ばれた者が紋章を引き継ぐことになります」

　ステラが説明する。

「二代前の王は老齢に差しかかり、新たな魔王を選ぶことになりました。その際、候補者になったのが当時魔軍長だったユリーシャ様とゼガートなのです」

「じゃあ、そのときにゼガートは落選したわけだ」

「ええ。その後も、ゼガートは魔王の座にかなり執着していた様子で……」

　――なのに、今回も奴は魔王に選ばれなかった。




『ふん、ふさわしくない者の手にある紋章など、いずれ……』

『計画通り……ゼガート様が新たな……王……』

『後は……例の会合で……』




　なるほど、パーティでの奴らの思わせぶりな会話とつながるかもしれないな。

「ゼガートが俺の魔王の座を狙っている、ってことは？」

「それは……」

　ステラは一瞬言いよどみ、

「あり得る、と思います」

　険しい顔で告げた。

「以前から、彼には色々と怪しい策動がありましたので」

　……魔族たちも一枚岩じゃないってことか。

　まあ、それは人間の世界も一緒だが。

「勇者たちとの戦いで魔界そのものが危機に陥っていたときは、そういった策動をする余裕もなかったのでしょう。ですが、結界の修復が終わり、ある程度の安定が訪れた今――ゼガートは新たな策動を始めたのかもしれません」

「あいつらの動きを探った方がいいな」

「では、彼らをつけさせておきましょう。怪しい動きがあり次第、お知らせします」

「頼む」
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　――そして週末の夜。

　彼らが動き出したという知らせをステラから受け、俺は城を出た。

　ステラや少数の兵を引きつれ、彼らの元へ向かう。

　彼らの会合場所は、城下の都市部外縁にあるさびれた屋敷。いかにも人目を忍んで会っているという感じだ。

「ステラや兵たちはここで待機だ。合図をしたら来てくれ」

　屋敷の近くで彼女たちを待たせ、俺は一人で近づいた。

　俺の力なら、たとえ不意打ちを受けたところでどうということはない。逆に、大人数で近づいては感づかれるかもしれない。

　第一の目的は、まず彼らの狙いを知ることだからな。

「『アビリティギア』」

　俺は屋敷の前まで来たところで物陰に身をひそめ、聴力をアップさせた。

　すると、彼らの声が聞こえて来る――。

「……ゼガート様はまだ戻られないのか」

「今しばらく魔王の動向を探れということだ」

「そうそう、我らのことを褒めていたぞ。結界の穴から勇者たちが攻めてきた際、魔王城までの侵入路をわざと手薄にしたことをな」

「目論見通り、勇者の一人が先王を倒したまではよかったのだが……」

「ああ、次の王に選ばれたのがゼガート様ではなく、どこの者とも分からぬ魔族というのは誤算だった」

「ゼガート様は魔界最強の戦士。ユリーシャが消えれば、必ずや次はゼガート様が魔王になると踏んでいたものを……」

「そうなれば、ゼガート様が人間界から魔界に凱旋。勇者たちをまとめて片付け、魔界を救う――我らも重臣に取り立てられていたはずが」

「ふん、今の魔王も遠からず退任するだろう。『不慮の事故死』か、『原因不明の病死』か……そんなところだ」

「くくく、それもそうだな」

「そして、今度こそ魔王の座はゼガート様のものに――」

　――って、随分と穏やかじゃない話をしているな。

　この話が本当なら、俺やライル、そして他の勇者たちが魔王城までたどり着いたのは、こいつらの工作ってことじゃないか。

　確かに、魔王の元まで続く道にあまり守備兵がいなくて、妙だとは思っていたが……。

「まあ、後はゼガート様が戻ってきてからだ」

「幸い、新米魔王が結界をすべて修復してくれたからな。勇者たちが魔界まで攻めこんで来ることは当分ない」

「今のうちに動き、次の大きな戦いまでに我らが盟主ゼガート様を新たな王に――」

　そうはいかない。

　ここまで話を聞けば、嫌疑は十分すぎるほど。パーティの話だけでは、酔った勢いの戯言と開き直られるかもしれないが、これはさすがに言い逃れできないレベルだろう。

　後は捕らえて尋問だ。

「『サンダー』」

　俺は威力をギリギリまで絞った雷撃を撃つ。

　大きな爆発とともに、扉は粉々に吹き飛んだ。ついでに周辺の壁までボロボロに崩れる。

　極小まで威力を抑えたけど、扉だけを吹っ飛ばすというのは難しいな。

　俺の攻撃魔法は威力が高すぎて、コントロールしづらいのが欠点だ。

　……まあ、屋敷ごと消滅したり、周囲が荒野になるほどの威力になっては大惨事だから、これくらいなら上出来か。

　俺は瓦礫を踏み越えて、屋敷の中に入った。

　今の爆発を合図に、ステラたちもここを包囲するはずだ。

「何事だ！」

　驚いたように奥の部屋から出て来る彼ら。

「ま、魔王……!?」

「なぜ、ここに……!?」

「ひ、ひい……」

「お前たちの企み、確かに聞いたぞ」

　俺は重々しく告げて、三人を順番に見回す。

　彼らはいずれも青ざめた顔だ。陰では俺を見くびっていても、こうして相対すればやはり怖いのだろう。

「思い知らせてやろう。お前たちが誰を相手にしているのか」

　俺はローブの裾をひるがえし、傲然と言い放った、

「魔界の王たる我が実力を――な」

　……ちょっと芝居がかった台詞だったかもしれない。

「魔王様！」

　背後からステラがやって来た。

「屋敷の包囲、完了しています」

「ご苦労だった」

　さすがステラ、いい手際だ。

「投降しろ。お前たちには聞きたいことがある」

　俺はあらためて宣告する。

「この魔王に刃向かっても無駄なことは理解しているだろう？　そして逃げ場も封じた」

　この状況で彼らにできるのは降伏だけだろう。

「こ、こうなったら――実力行使だ」

　彼らの一人が震える声でうめいた。

「血路を切り開くしかあるまい……」

「だ、だが、相手は魔王と魔軍長だぞ……」

「こっちは三人。魔法を使う隙さえ与えなければ、獣人である俺たちの方が白兵戦能力は高いはずだ……」

　などと、不穏な相談をする三人。

　次の瞬間、彼らの体が内側からぼこりと膨らんだ。

　一人は狼の、一人は虎の、残る一人は鷹の獣人に変身する。彼らは正面と左右に分かれ、三方向から俺に近づいてきた。

「『パラライズ』」

　麻痺の呪文を唱える俺。

「ううっ、か、体が痺れる……!?」

　一瞬にして、彼らはその場に倒れ伏した。

「お前たちの企てをすべて明かせ」

　俺は三人を見据える。

「さもなくば――お前たち自身の命で罪をあがなうことになる」

　できるだけ魔王らしい威厳を込めて。

「ひ、ひいっ……」

「お、お助けを、魔王様……」

　さすがにどうにもならないことを悟ったのか、三人は怯えた顔だった。

「ご慈悲を……」

「言えば、殺されます……」

「我らが盟主は残忍なお方、どうかお助けを……」

　俺を恐れている以上に、彼らは獣帝ギガントロアゼガートを恐れているのかもしれない。

　さて、どうやって話を聞き出すか。

　――思案した、そのときだった。

　突然、視界の端にまぶしい白光があふれる。

「何……？」

「これは……？」

　驚く俺とステラの目の前で、

「ぎゃあああぁぁぁ……っ」

　魔族たちは絶叫とともに干からびていく。

　またたく間に三人とも灰になって消滅した。

「エナジードレイン……!?　この力は――」

　ステラがうめく。




「失礼いたしました、魔王様」




　突然の声に、振り返る。

　そこにたたずんでいたのは、古めかしい銀の甲冑をまとった武人だった。

　身長は二メートル近くあるだろうか。兜の下からのぞく顔は、髑髏そのものだ。

「どういうつもりだ、リーガル魔軍長」

　ステラが髑髏の剣士をにらんだ。

　……リーガル？　じゃあ、こいつが魔王の側近の一人――『不死王ロードアンデッド』リーガルなのか。

「尋問する前に殺してしまうとは」

「どんな武器を隠しているやもしれぬ」

　リーガルが淡々と告げた。

「ゆえに、万が一を考え――魔王様に危害が及ぶ前に誅殺した」

「……本当にそれだけか」

　ステラはますます表情を硬くした。

　俺と話すときの口調とも、リリムたちへのそれとも違う。

　まるで敵と相対するような険しい雰囲気だった。

「どういう意味かな、ステラ魔軍長？」

「そいつらが生きていては、まずいことでもあるのか、と聞いている」

　ステラの視線はどこまでも冷たい。

「たとえば、ゼガートと結託して何かを企んでいる――とかな」

「おい、ステラ」

　この骸骨魔族まで陰謀に加担してるってにらんでいるのか。

　……それじゃ、周りが敵だらけってことじゃないか。

　俺は緊張感を高めながら、ステラとリーガルを交互に見る。

「何を言っているのか分からんな。俺は魔王様の身を第一に案じたにすぎぬ」

　そのリーガルは平然と告げ、俺に向き直った。

「お初にお目にかかります、魔王様。七大魔軍長の一人、リーガル・ヴァナ・セントーラと申します。人間界への侵攻から帰還いたしました」

　兜を脱いで一礼するリーガル。

「……お前の帰還を嬉しく思う、リーガル。以後、よろしく頼むぞ」

　俺は気を取り直し、泰然と告げた。




　七大魔軍長――。

　それは魔界最強の力を持ち、魔王の側近を務める七人の魔族のことだ。

　そのうちの三人は、先の勇者たちの侵攻で討たれた。

　残る四人のうち、ステラは俺の側に、『獣帝ギガントロア』ゼガートと『不死王ロードアンデッド』リーガルは人間界へ、残る『夢魔姫デッドチャーム』フェリアは勇者との戦いで消息不明ということだった。

　そのリーガルが、人間界から戻ってきた……ということか。

「私は配下である不死の眷属を率い、人間どもが東部大陸と呼ぶ場所を攻めていました」

　リーガルが報告する。

「人間どもの中にもそれなりの戦士がおり、配下にも少なくない犠牲が出ました。が、最終的に我が軍は奴らを蹴散らし、三つの王国を攻め落としてございます」

「三つの王国を……」

　ほとんど無意識に拳を握りしめる。

　きっと大勢の人が犠牲になったはずだ。勇者だけじゃなく、たぶん他の兵や一般人までが――。

「そこには我が側近たちを配置し、戦況も安定したため、私は魔界に戻ってきたのです。状況報告のためと、もう一つ――先代魔王であるユリーシャ様が討たれたと聞き」

　骸骨の眼窩がんかに赤い光が宿った。

　リーガルの眼光が、俺を鋭く捉える。

「新たな魔王となった方を見定めさせていただこうかと」

「見定める……？」

「恐れながら、王にふさわしい器かどうかを、直接確かめたかったのです」

　口調こそ丁寧だが、リーガルの言葉には強烈な威圧感がこもっていた。

　こいつ、俺を値踏みしている――のか？

「無礼な！」

　ステラが怒りの声を上げた。

「第一、魔王様には継承者の証たる魔王紋があるだろう」

「それがどうした」

　リーガルはステラに対して顎をしゃくった。

「何……！」

「紋の有無など些末なこと。俺は、仕えるに値する主でなければ認めん」

　言って、髑髏の剣士は俺に向き直る。

「先王ユリーシャ様にはそれがありました。苛烈で、ときには残忍――それは王としての強さにもつながっていました。あなたはどうですかな、フリード様」

「リーガル……？」

「どうやら臣下に慕われておいでのようだ。ステラ魔軍長のそのような表情、少なくとも私は初めて目にします。氷のようだった彼女が、まるで今は年ごろの少女のように」

「な、何を言っている……っ！」

　ステラが顔を赤くした。

「わ、わ、私は、別にっ……魔王様のことを、その……」

　なぜか、ちょっとモジモジしている。

　……さっきまでの怒気はどこに行ったんだ？

「これはフリード様の徳によるものでしょう」

　そんな彼女を一瞥し、リーガルは淡々と告げた。

「太平の世であれば、それも良し。ですが、今は戦乱の世。王に必要な資質は優しさではなく強さだと、私は考えます」

　吹きつける威圧感が、さらに増した。

　こいつ――！

「ゆえに、恐れながら……あなたを試させていただこう。不遜ながら、見極めさせていただく」

　リーガルは腰の剣を、抜く。無数の骨を組み合わせたような、いびつなデザインの長剣だ。

「それを罪というなら、私を死罪に処すなり好きになさいませ、フリード様」

　吹きつけて来る殺気は、本物だった。
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　なるほど、言葉より剣で語る武人タイプか。

　なら、やるべきことは一つだった。

「――いいだろう、リーガル」

　俺は静かに告げて、身構える。

「お前自身の目で見極めろ。俺の、王としての力を。そして資質を」

　剣を抜いたリーガルと向き合う俺。

　互いの間の空気がピンと張り詰める。

「リーガル、何をやっている！　魔王様に対して！」

「貴公が驚くことではあるまい？　俺はいつでもこうしてきた。大切なものは――いつでも俺自身の剣で確かめる。それだけだ」

　声を上げるステラに、リーガルが言い放った。

　根っからの武人、ってことか。

　人間界で三つの王国を滅ぼしたという話には、複雑な気持ちがあるが――。

　今は、こいつとの戦いに集中しよう。

「ステラ、いいんだ。下がっていてくれ」

「ですが、魔王様」

「これがリーガルなりの『対話』ってことだろ」

「さようです。私はあなたを殺す気で打ちかかりますゆえ」

　リーガルは無数の骨を組み合わせたようなデザインの長剣を構えた。

　隙のない構えは、さすがだ。

「来い」

「参る！」

　告げて、床を蹴るリーガル。

　重い金属鎧をまとっているとは思えない、すさまじい速度だ。魔法主体で戦う俺に対し、まず間合いを詰めようというんだろう。

「『エナジードレイン』」

　――と思いきや、リーガルの全身から淡い白光がもれだした。

　その光に触れたとたん、体から力が抜ける。

　これがエナジードレインか。

　不死者アンデッド系の魔物が使う、生命力吸収呪文。

「まともに食らうとは。無防備すぎますぞ――むっ!?」

「食らっても問題はないからな」

　俺は魔力障壁を張り巡らせ、告げた。

　しょせんは呪文。俺の魔法防御を突き破ることなどできない。

　ただ、思ったよりは体力を奪われたな。

「ならば、これで――」

　リーガルはさらに加速し、俺に向かって骨剣を叩きつけた。

　がいんっ、と金属音が鳴って、リーガルの斬撃をあっさりと跳ね返す。

「無駄だ。物理も魔法も、俺の障壁は通さない」

　俺は防御しつつ、牽制代わりの攻撃呪文を放つ。

　が、リーガルの反応は鋭い。

　炎も、雷も、水流も、土槍も――剣一本ですべて吹き散らす。

「今の台詞はそのまま返しましょう。我が剣の前にはいかなる魔法も無駄だ、と」

「強いな……」

　俺は思わず感嘆の声をもらした。

　さすがは魔軍長というべきか。剣さばきや今の反応に加え、エナジードレインのような呪文も操る、敵に回せば厄介極まりない戦士だ。

　単純な戦闘力だけなら、先王ユリーシャを超えているかもしれない。

　そんなリーガルが、なぜユリーシャを認めていたのか。こいつのいう『強さ』とは、単なる一個人としての戦闘能力を指すわけじゃないんだろう。

　――なら俺は、どんな『強さ』を示せばいい？

　ユリーシャとは違う、俺の強さ。

　それを認めさせれば、リーガルは忠実な魔王の配下となるんだろうか。

　魔界を防衛するための、要の一人に――。

「なぜ攻撃してこないのですか、フリード様」

　リーガルの斬撃に鋭さが増した。

　俺の魔力障壁を破ることはできないものの、剣を振り回すたびに衝撃波が吹き荒れる。屋敷の壁が粉々になって吹き飛んだ。

「側近を傷つける理由などない。俺はただお前の力を見定めたいだけだ。お前が俺を見極めようとするのと同じように」

「傷つけたくはない、ということですな。お優しい」

　リーガルの声に、わずかな嘲笑が混じった。

「ユリーシャ様であれば、私を殺す気で攻撃してきたでしょうな」

「……俺は前の王とは違う」

「ええ、あまりにも――ぬるい！」

　リーガルの両腕が、突然消失した。

　――いや、違う。

　背後に殺気が出現する。

　振り返ると、そこには骨だけの腕と長剣があった。

　骸骨の体を活かし、両腕を分離して俺の背後まで飛ばしたのか！

「『ヘルブレード』！」

　魔力の輝きを宿した長剣が打ちこまれる。

　びきっ、と音がして、魔力障壁に亀裂が走った。

「『ファイア』」

　俺は振り返りざま、障壁を解いて火球を放つ。

　両腕も、骨の剣も、一瞬で焼け溶けた。

　さらにもう一発――今度は腕を失ったリーガルへ放つ。

「ちいっ」

　髑髏の剣士はバックステップしつつ、瞬時に両腕と骨の剣を再生した。迫り来る火球をあっさりと両断する。

「なぜ最下級呪文などを。もっと強力な呪文を放てば、私を屠れたはず」

　そう言われても、魔王の力は強大すぎるからな。

　さっきの『ファイア』だって、コントロールを失敗したら周囲に被害が出かねないし。

「手加減するとは……愚弄するおつもりか、フリード様！」

　だけど、それがリーガルの怒りに火をつけたようだった。

　武人らしい性格なのか、俺が力をセーブしていることが気に食わないようだ。

「あなたは強い……ですが、あまりにも甘い」

　リーガルがふたたび突進して剣を振るった。

　俺は、どう戦えばいいんだろう？

　迷いつつも、ふたたび魔力障壁を展開。

　斬撃をあっさりと弾き返す。

「戦いの鉄則は、殺される前に殺すこと――私はそんな戦場で幾千年も生きてきました」

　リーガルはひるまない。何度攻撃を弾かれても、諦めずに向かって来る。

　力の差は理解しているだろうに、大した闘志だ。

「魔界の現状もそうです。あなたには絶大な戦闘能力がある。気配だけで分かります。おそらくはユリーシャ様や歴代の魔王に比べても、隔絶した力が――はああああっ！」

　ほとんど剣先が分身したように見える六連撃。

　魔力障壁にまた亀裂が入った。

　やるな、こいつ――。

「なのに、なぜ人間界に攻めこまないのです。あなた一人でも人間どもを滅ぼせましょう！」

「殺し合いの連鎖を生むだけだ。俺はそれを止めたいと思う」

　魔王の力は強すぎる。今、人間界で戦いを起こせば、和平や停戦まで行く前に大きな被害が出るだろう。

　制御しきれない力で、人間界を大きく破壊してしまうだろう。

「それが甘いと申し上げているのです！」

　リーガルが長剣を振りかぶった。骨を組み合わせたようないびつな刀身が、紫色の魔力でコーティングされていく。

　全力の一撃を放つつもりか。

「『エネルギーハンド』」

　その瞬間の隙を狙い、魔力の手を生み出してリーガルを捕まえる。

「くっ、これは……」

　屋敷の屋根を突き破り、上空二十メートルほどまで引っ張り上げた。

「『ファイアアロー』」

　そして炎の矢を放つ。

　最下級呪文――といっても、その威力は山を消し飛ばすほどだが――の一つ上のランクにある火炎呪文だ。

「があ……ぁぁっ……！」

　苦鳴とともにリーガルの体が爆散した。地面に無数の骨が落下して散らばる。

　それでもなお髑髏の剣士は元通りに再生した。

「甘いと申し上げたはず……アンデッドである私は、完全に消滅しないかぎり……こうして何度でも再生する」

　ああ、分かっている。再生できるように、威力を絞って撃ったからな。

「なら、その甘さをお前に補ってほしい」

　俺はリーガルを見据えた。仮面越しの俺の視線と、髑髏の眼窩にまたたく赤い眼光がぶつかり、小さな火花を散らす。

「俺の元で戦え、リーガル」

　告げて、右手を上空に向かって掲げる。

　さっきのやり取りで空いた穴から、黒い空が見えた。

　日の光がまったく差さない、魔界の空が。

　魔界全体にたちこめる、暗い不安を象徴するような、空。

「『メガファイア』！」

　天に向かって、俺は放つ。

　魔王の、最強火炎呪文を。

「これは――」

　リーガルが、息を飲むのが分かった。

　黒い空を、真紅の光が埋め尽くす。太陽の光など存在しない魔界を、太陽以上にまばゆい輝きが満たす。

「これがフリード様の……力。ここまでの魔力を――」

　赤く輝く空を見上げ、リーガルがつぶやいた。

「……私には未だあなたの器が見えません」

　俺に向き直った髑髏の剣士は、小さく息をついた。

「確かに隔絶した能力は認めましょう。意志の強さも伝わってきました。ですが、その考えはやはり甘く――」

「なら、これからは俺の側で尽くしてくれ。とりあえず判断保留でもいいだろう？」

「……王よ、あなたは」

「やっぱり俺が王にふさわしくない、と思ったなら、そのときにもう一度挑んでこい。受けて立ってやる」

　リーガルはしばし黙考し、

「では今は……我が剣をあなたに捧げます、魔王フリード様」

　俺の足元に跪いて、深々とこうべを垂れた。

　少しは認めてもらえたらしい。

　暫定的に――だけれど。




「お前の働きに期待しているぞ。リーガル」

　忠誠を誓ったリーガルに対し、俺は鷹揚に頷いた。

「勇者たちが侵入してきた結界の穴はすべて修復した。しばらくは侵攻もないだろうし、ステラとともに軍の再編を頼みたい」

「王の御心のままに」

　跪いたまま、もう一度頭を下げるリーガル。

「勇者の中には魔族をいたぶるように殺す者もいる。先の戦いでも多くの被害が出た。今度こそ彼らを守りたい」

　魔族を殺すことをまるでゲームのように楽しんでいた連中のことを思い出す。あんな光景はもう見たくなかった。

「お優しいことですな、魔王様は」

「俺は、誰かが苦しんだり悲しんだりするのを防ぎたいだけだ」

　それは勇者だったときも、魔王になった今も――変わらない俺の願いだ。

「王の勅命とあらば、このリーガル、命を懸けて守りましょう」

「頼む」

「では、私はこれで――その前に、一つよろしいでしょうか」

　立ち上がったリーガルは、俺をまっすぐに見据えた。

「なんだ」

「魔界に侵入した勇者どもですが……未だ潜伏している者もいるやもしれません。配下を率いて、彼らを狩り出してもよろしいでしょうか」

　先日の戦いで、目についた勇者たちは俺が倒すか、人間界まで追い払った。

　だが、確かにそれが全員じゃないかもしれない。

「……分かった」

「先王ユリーシャ様を討った者も、その中にいるかもしれませぬな。その首をユリーシャ様の墓前に捧げ、手向けといたしましょう」

　髑髏の眼光が、仮面を通して俺に突き刺さるような錯覚を受けた。




　――リーガルが去り、事後処理はステラが引き受けてくれた。

　彼らの策動を探りたかったが、全員消滅してしまったからな。

　獣帝ギガントロアゼガートが何かを企んでいるのか。

　それは、これから探りを入れて行くしかないだろう。

　リーガルに関しても、いちおう忠誠を誓ってくれたものの暫定的なものに過ぎない。

　……あらためて考えると、信頼できる側近ってステラだけだな。

　魔王の道は、前途多難だ。

　いや、そもそも――。

　俺は、魔王としての道を歩いて行くのか。このまま進んでいけばいいのか。

　自分の中で確固たる答えが出るのは、まだもう少し先かもしれない。
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　翌日の朝、俺は荒野を進んでいた。

　隣に、赤い髪をポニーテールにした女戦士が歩いている。城内の警備隊長を務めるリリムだ。

　ここは、魔王城を中心にした魔界の王都――その外側に広がる荒野地帯。

　他にも森林地帯があったり、灼熱や極寒の地域があったりする。

　都市部の外は、けっこう自然が厳しいようだ。

　魔界の地理については、俺も詳しいわけじゃない。魔王の仕事の合間にステラに教わったりしているものの、彼女も忙しいからな。今日もリリムについてきてもらったのは、多忙な彼女の負担を増やしたくなかったからだ。

「思った以上に広いな。ここなら存分に魔法を試せそうだ」

　周囲一面に広がる赤い荒野を見渡し、俺は立ち止まった。

「この先に都市部はないのか？」

　リリムにたずねる。

「向こう側は絶望の山脈と奈落の滝があるくらいですね。自然ばっかりです」

　俺の問いに答えるリリム。

　地名がいちいちおどろおどろしい。さすが魔界だ……。

「じゃあ、始めるか。リリム、俺の側から離れるなよ。巻き添えを食わないように」

「はい」

「それと……いちおう敵襲には備えてくれ」

「りょーかいですっ。警備隊長の力、見せてやりますよ～」

　拳を振り上げ、元気よく叫ぶリリム。

　まあ、実際に敵が来た場合は、俺が瞬殺するんだが。

　――ここまで来た目的は、魔王の力を一通りテストすることだった。

　何せ生まれ変わってすぐに勇者たちと戦ったり、魔王としての仕事をこなしたり、陰謀を暴いたり、リーガルと一戦交えたり――と、落ち着く間もなかったからな。

　いずれは結界が破られ、人間たちの侵攻が再開されるだろう。

　その前に、自分の能力について色々と知っておきたかった。ひと気のない荒野まで来たのは、王都でやると被害が出かねないからだ。魔王の破壊魔法は強力すぎる。

「『マジックウォール』」

　まずは魔力の防壁を数キロ四方にわたって、張り巡らせた。これでテストした魔法が想定以上に強力だったとしても、結界の外にまで威力がもれることはない。

「というわけで、まずは――『ファイア』」

　おさらい代わりの基本魔法。

　荒野に炸裂した火球が大爆発とともに、巨大なクレーターを作り出す。

「すっごい……」

　リリムが息を飲んだ。

「さすまおです」

　単なる基本魔法も、魔王の絶大な魔力によって放てば、最上級魔法すら上回る威力と化す――。

「次は、その最上級魔法を試してみるか」

　ふうっと息を吐き出し、俺は魔力を集中した。

　リーガルとの戦いでは空に向かって放った、火炎系の最上級魔法。

　最大威力で放つのは危険なので、とりあえず威力を一割程度に抑えることにする。

「『メガファイア』！」

　先ほどとは比較にならない規模の爆炎と爆光が視界を埋めつくした。

　土くれが猛烈な勢いで弾け、吹き飛ぶ。

　それらは俺が張った『マジックウォール』にぶつかり、土の雨となって降り注いだ。

　そして俺とリリムの周囲は――。

　数キロ四方にわたって地面が深くえぐれ、陥没し、地形が完全に変わってしまっていた。

　いや、違う。それだけじゃない――。

「なんだ、これ？」

　地形だけじゃない、辺り一帯が黒いモヤみたいなものに覆われていた。

　この前は空に向かって撃ったからよく分からなかったが、『メガファイア』ってこんな現象を起こすのか？

「もしかして……これ、空間ごと削り取られてる……？」

　黒いモヤに触れてみるが、消える気配はない。

「ひ、ひえっ……魔王様、何が起きたんですか……？　さすまおだと思いますけど……」

「たぶん空間レベルで焼却消去したんだろうな」

　震えているリリムに答える俺。

「威力はとんでもないけど、こういう場所じゃないと味方にまで被害が出そうだ……」

　広範囲大火力魔法は、使いどころに気を付けないとな。

　俺は固く心に誓った。

「とりあえず、王都内でも使えそうな攻撃魔法を探すか」

　威力が高く、かつ効果範囲が狭いものがいい。

　俺はしばらくの間、習得している呪文リストとにらめっこした。いちおう俺の希望に即した呪文がピックアップされてるんだが、どれも一長一短がある。

　と、

「お、これなんていいかも」

　とある呪文を見つけ、俺はつぶやいた。

「『グラビティナイフ』……強大な重力を作り出して敵を圧殺、か。効果範囲は名前の通り、ナイフで切りつけた部分のみ」

　これなら味方を巻き添えにしないだろう。さっそく試してみよう。

「『グラビティナイフ』！」

　呪文とともに、俺の右手に黒いナイフが出現した。

　これで切りつけると、そこに超重力が発生するらしい。

　足元を軽く斬ってみた。

　ずおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　轟音とともに、そこが真っ黒に染まる。

「うーん……？」

　今一つ何が起きているか分からないな。

「さすまお……？」

　リリムも首をかしげていた。

　実際に敵を斬らないと、効果のほどはなんとも言えない。これは保留にしよう。

　――その後も、俺はいくつかの呪文を試した。

　が、威力が高いやつは総じて広範囲であり、逆に限定空間に作用するタイプは破壊力が今一つ（それでも並の敵なら瞬殺できるだろうけど）という感じ。

　なかなかこれといった呪文が見つからない。

「毎日、地道に探して行くしかないか」

　今日の呪文テストを終了し、俺は魔王城に戻った。
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「お帰りなさいませ、魔王様」

　執務室に戻ると、ステラが出迎えてくれた。

「留守中、変わったことはないか」

「一つ、お耳に入れたいことが」

　と、俺に顔を寄せる。

　甘い石鹸みたいな香りが漂ってきて、一瞬ドキンとした。

「……なんだ？」

　平静を装い、たずねる。

「魔王城に不審な者が侵入しました」




　そして。

　俺の運命は動き出し――加速を、始めた。
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「侵入者？」

「はい、魔王城の最上階に突然、妙な気配が現れたのです」

　説明するステラ。

「警備兵を向かわせましたが、まるで歯が立たない様子」

「……何者なんだ、そいつは？」

「黒い霧のような姿をした魔族のようですが……私の千里眼でも完全に見通すことはできませんでした。かなりの魔法能力を持っていると思われます」

「侵入者なら、あたしの出番だねっ」

　と、元気よく叫ぶリリム。

「警備隊長として、やっつけてきます～」

「いや、待て。ステラの千里眼が効かないほどの相手なら危険かもしれない」

　俺はリリムを止めた。

「俺も行こう」

「ならば、私もお供します」

　ステラが進み出る。

　……というわけで、俺たちは三人で魔王城の最上階までやって来た。

　ゆるやかなカーブを描く回廊を進んで行く。

　と、




　――ぞくり。




　ふいに、背筋が凍りつくような気配がした。

「なんだ、この感じは……」

　手が、熱い。

　見ると、手の甲に浮かぶ魔王の紋様が淡く発光していた。

　これは――!?

「魔王様……？」

　ステラが訝しげに俺を見る。

「……いや、大丈夫だ」

　俺はきっぱりと言った。

「二人とも俺の後ろにいろ」

「だめです。あたしはこの城と魔王様を守るのが仕事ですからっ」

「私も、いざとなればあなた様の盾になるつもりです」

「気持ちだけありがたくもらっておく」

　俺は二人に頷き、

「だけど、俺もお前たちを守りたい。だから、ここは従ってくれ」

「魔王様――」

「それにステラは俺の能力ステータスを知ってるだろ？　なんといっても歴代最強魔王だからな、俺は」

　仮面の下でにやりと笑う俺。

「……分かりました」

「……です」

　ステラとリリムはどうにか納得してくれたようだ。

　なおも進んで行くと、前方に倒れている人影が見えた。警備兵の魔族たちだ。

「おい、大丈夫か？」

　彼らに呼びかける。

　見たところ外傷はなさそうだが――。

「んー……むにゃむにゃ」

「すぴー……すぴー……」

「――って、寝てるだけか」

　俺は小さく息をついた。

　とりあえず命に別状はなさそうでホッとする。

「あと五分あと五分……」

「起きろ、全員」

　苦笑交じりに言う俺。

「あ、あれ、いつの間に俺……？」

「こ、これは魔王様っ……！」

　兵たちは寝ぼけ眼で目を覚ました。俺を見ると、全員が直立不動になる。

「何があったんだ？」

　たずねつつ、身構える。

　前方の部屋――扉の向こうに妙な気配があった。

　誰かが、いる。

　強い力を持つ、誰かが。

「侵入者を撃退するためにここまで来たのですが……」

　兵の一人が答えた。

「扉の前まで来ると、急に意識が遠のいて……」

「そうなんです、気づいたら眠っていたようで……」

　他の兵も頷いている。

「分かった。後は俺がやる」

　扉に向かって進んだ。

「っ……!?」

　と、ふいに意識がフッと遠のき、眠気が込み上げて来る。

　なるほど、兵士たちを眠らせたのはこれか。

「『レジストウォール』」

　呪いや麻痺、毒、精神攻撃などあらゆる状態異常魔法を防ぐ呪文だ。

　眠気は瞬時に吹き飛んだ。

「さて……と。出てきてもらうぞ」

　扉に手をかける俺。




　――次の瞬間、周囲の景色が一変した。




「なんだ……!?」

　驚いて辺りを見回す。

　城の中じゃない。周囲には、墨を流したような闇がどこまでも広がっていた。

　黒一色の空間だ。

　前方には、周囲に比べてもよりいっそう暗い何かがいる。霧のような何かが澱んでいる。

「待っていた……」

　黒い霧からくぐもった声が聞こえた。

　男とも女とも判別がつかない、不明瞭な声。

「お前は……？」

　ふたたび手の甲の魔王紋が発光していた。

　俺はこいつを……どこかで見たような気がする。

　俺の中の何かが言っている。

　こいつを知っている、と。

「ついて……来るがいい……」

　俺は訝しみながら、そいつの後をついていった。

　霧に先導されて、闇の中を進む。進み続ける。

　そうやって何十分も歩いただろうか。

「また会えたな、勇者――いや、魔王フリード」

　ふいに目の前が明るくなった。

　黒い霧が収束し、弾け散る。

「ここは現世とはわずかにズレた空間。お主と二人きりで話すために作り上げた空間だ」

「俺と話す……？」

　だけど、声の主は見当たらない。

「ここじゃ、ここ」

「ん、どこだ？」

　俺はもう一度きょろきょろとした。

「ええい、ここだと言っておろうに！」

　やけに可愛らしい、小さな女の子みたいな声。

　その声は俺の足元から聞こえる。

「……あ、いたのか」

　ちょうど俺の腰あたりまでしかない身長の少女だった。

　背が低すぎて視界に入っていなかっただけらしい。

　足元まで届く黒髪に、神秘的な輝きを宿す薄緑の瞳。そして、人形のように愛らしい容姿。身に着けた黒いローブは、丈が余りまくっていてダボダボだ。

「聞け！　驚け！　畏おそれ敬え！　我が名は――ユリーシャである！」

「……はい？」

「まさか、お主……わらわを忘れたわけではなかろうな？」

「どう考えても初対面なんだが……ん、ユリーシャ？」

　俺はしげしげと少女を見つめる。

「先代の魔王と同じ名前だな」

「当たり前だ。わらわこそ先代魔王ユリーシャ。かつてこの魔界を統べていた者である」

　ぺったんこの胸を反らして宣言する少女。

「いや、全然姿が違うじゃないか」

　俺とライルが戦った魔王ユリーシャは妖艶な美女だった。

　強大な魔法を操る手ごわい相手だった。

「こんなちっこい女の子じゃなかったぞ」
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「ち、ちっこいって言うな！」

　ユリーシャ（？）がキレた。

「で、その先代魔王様がなんの用なんだ？」

　自称、先代魔王様だが。

「むむ、反応が軽いな」

　不満げに眉をひそめるユリーシャ。

「先代に対する敬意がまったく感じられん……不遜なやつめ」

　外見がただの女の子だからな……魔王の威厳なんてカケラもない。

　それに出会いが唐突すぎて、まだ理解が追いつかない。

「で、俺に話したいことっていうのは？」

　とりあえず本題に戻す。

「うむ」

　彼女は頷き、語った。

「お主に継承しようと思ったのだ。真の――魔王の力を、な」

「真の魔王の力……」

　彼女の言葉を繰り返す俺。

　つまり今の俺の力は、不完全ってことなんだろうか。

　いや、そもそもそんな話の前に――。

「どう見ても、あの魔王ユリーシャとは別人なんだが」

　まあ、面影があるといえば、あるような気もするけど……。

「『メガファイア』！」

「うおっ!?」

　いきなり最上級火炎呪文を撃ってきた彼女に、俺は慌てて防御呪文を展開した。

「いきなり何するんだよ」

「ほう、今のを防ぐとは」

「俺以外だったら死んでるぞ、今の」

「お主がわらわを愚弄したからだ。魔王に対する非礼――万死に値する」

　むーっと口を尖らせる少女。拗ねてるんだろうか。

　そんなことで『メガファイア』を撃ってこないでほしい。

「だいたい、お主はわらわを殺そうとしたではないか。実際に殺したのは、もう一人の方だが」

　……ライルのことか。

　それを知っているなら、やっぱりこいつはユリーシャなのか？

「でも、俺が戦ったユリーシャはもうちょっと魔王としてのカリスマみたいなものがあったからなぁ。お前はただのちびっ子にしか見えないし」

「『ラグナボム』！」

「って、だからいきなり攻撃呪文撃つのはやめろ!?」

　今度も防御呪文を唱えて、彼女の魔法をやり過ごす。

「……ん？　それ――魔王紋か」

　彼女の手の甲に浮かぶ紋様に気づいた。俺の魔王紋と同じデザインだ。

「じゃあ、やっぱりお前がユリーシャ……？」

「ふん、ようやく信じたか」

　小さなユリーシャは偉そうに腕組みをして鼻を鳴らした。

「まあ、わらわも本来なら大人の姿で精神体アストラルを構築したかったのだが、な。なぜかこの姿で固定されてしまったのだ。あるいは、お主が使っていた奇蹟兵装の影響かもしれぬ」

「『グラム』のことか」

　魔法効果を妨害する機能を持つ奇蹟兵装『グラム』。俺が勇者だった頃に愛用していた武器だ。

　ユリーシャとの戦いの後、グラムを探したが見つからなかった。

　もう一つの愛用武器である拳銃は見つかったんだが……。

「わらわの蘇生魔法に干渉して、代わりにお主を魔王として生き返らせてしまったし、な。まったく災難な武器を持ちこみおって」

　ユリーシャが俺をにらむ。

　恨みのこもった眼光に、思わずたじろいでしまった。

「そういえば、お前って死んだんじゃないのか？」

　話題を逸らしてみる。

「肉体は滅びた。だが魂は不滅だ。この姿は精神体アストラル――まあ、精神エネルギーで作った仮初めの体だと思ってくれればいい」

　ユリーシャは、えっへんと胸を張った。

「今のわらわが現世に影響を及ぼすことは叶わぬ。お主には魔王として頑張ってもらわねばならん」

「魔王として……」

「元人間だから魔族のために戦うのは嫌か？」

「俺はその人間に裏切られて死んだ」

　別にすべての人間を憎む、ってわけじゃないけれど。

「それに――魔族だから守りたくないとは思わない」

　まだ出会って日は浅いけど、俺はステラやリリムたちに出会って、温かい気持ちになれた。守りたい、という思いが自然に湧いた。

「ふむ、まだ迷いは見えるものの――気持ちは本物のようじゃの。では始めるか」

　ユリーシャがニヤリとする。

「先代から今代への――魔王継承の儀式を。魔王の力が不完全では、戦いにも支障が出よう」

「そうでもないぞ？　勇者たちの侵攻も余裕で食い止められたし」

「な、何、お主そんなに強いのか？　ちょっとステータスを見せてみよ」

　言いながら、ユリーシャは『ステータス表示』と唱えた。




―――――――――――――――――――――――――――


　名　　前：フリード

　階　　級：魔王

　総合ＬＶ：４７４２

　Ｈ　　Ｐ：３５７６６

　Ｍ　　Ｐ：９１２０５

　攻　　撃：７０５３０

　防　　御：４５４００

　回　　避：３１９８５

　命　　中：５５７３９







　装　　備




　　　　　：覇者のローブ

　　　　　：魔王の杖

　　　　　：魔王の仮面







　ス　キ　ル




　　　　　：威圧　　　（ＬＶ２６１）

　　　　　：瘴気の波動（ＬＶ５５３）

　　　　　：魔軍服従　（ＬＶ１９）

　　　　　：魔王の紋章（ＬＶ２）







　呪　　文




　　　　　：……………………………



―――――――――――――――――――――――――――

　ん？　前に見たときより、少しレベルアップしてるな。

「な、な、ななななななんじゃこれはっ!?」

　ユリーシャが驚きの声を上げた。

「あり得ん……あり得なさすぎる……歴代魔王の誰よりも圧倒的な数字ではないか！　このわらわだってレベル６３１だぞ。なぜ人間の蘇生体にすぎないお主が……!?」

「そう言われても」

　俺にも分からない。

「あるいは、これもお主の奇蹟兵装の影響か？　蘇生の際、能力値を転写するときにエラーが出たのか……いや、それにしても数値が大きすぎる……」

　ユリーシャがうなる。

「まあ、それは今考えることでもないか。今は――お主に魔王の真の力を渡すのが先決」

「真の力、か。でも、今の状態でも楽勝なんだけど」

「力と言っても単純な戦闘能力の話ではない」

　首を振るユリーシャ。

「『真の力を渡す』とは『魔王としての資格を得る』という意味じゃ」

「資格……？」

「たとえば、魔王の力の精髄たる剣『煉獄魔王剣ラーディス』を手にする資格。あるいは魔王の乗騎たる『冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダ』を従える権利。そして、魔界の最終防衛機構である魔王城の起動能力の取得――他にもいくつかある」

　どれも初めて聞く話ばかりだ。ステラが説明を忘れるとも考えづらいし、もしかしたら歴代魔王しか知らない情報なのかもしれないな。

「さっそく渡して行くぞ。手を出せ」

「こうか」

　差し出した手の上に、小さな鍵が現れた。

「魔王城の起動キーじゃ。なくすなよ」

「起動キー……？」

「他にも渡すものがいくつかある。説明はまとめてしてやろう」

　ユリーシャは両手を高々と掲げた。

「次は『煉獄魔王剣ラーディス』の授与じゃ」

　こうしてユリーシャから俺への、魔王引き継ぎ業務が始まった。
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「出口はどこなんだ……？」

　勇者ライルは闇の中をひたすら進んでいた。

　もはや時間の感覚も、日にちの感覚もない。どれだけ歩いても、眼前に広がるのは闇。

　闇、闇、また闇――。

「まさか、ここは地獄……？」

　ふと、そんなことを思った。

　師匠を殺した罪なのか。

　恩を忘れ、栄誉のためにフリードを裏切った罰なのか。

「……それが、どうした……っ！」

　ぎりっと奥歯を噛みしめる。

　ライルは自分の行動に、なんら後悔はしていなかった。

　フリードに拾われた頃から、彼が求めるものは『人の上に立つこと』。

　それだけだった。

　野心と支配欲が、ライルのすべてだった。

　なのにフリードは勇者としての正義や、人を救う慈愛――そんなものを説いてばかりだった。

　くだらない、と内心では嘲笑していた。

　だが、フリードの実力は本物だし、師匠として優秀だった。だから、表面上は従順な弟子を装い、従ったのだ。

　やがてライルは成長し――魔界に決死行をかけた百の勇者に選ばれた。

　魔王の元までたどり着き、あと一歩で打ち倒せるところまで来た。

　そのとき、気づいた。

　このまま魔王を倒しても、手柄の大半はフリードのものになる、と。

　同時に、閃いた。

　今こそ、幼い頃からの野心や支配欲を叶えるチャンスだと。

　ここでフリードを魔王もろとも殺せば、自分こそが魔王殺しの勇者になれる――と。

　そして――ライルは奇蹟兵装『レーヴァテイン』を振るい、魔王とフリードを一気に焼き払った。

　これで人間界に戻れば、自分が魔王殺しの英雄として賞賛されるだろう。

　世界一の勇者として、未来永劫に名を残すだろう。




　――だが、次の瞬間、彼は闇の中にいた。




　意識すらあいまいな中で、何日もさまよい、やがて少しずつ自分を取り戻していった。

　今では記憶は完全に戻ったものの、未だここから出ることが叶わない。

「戻ら……ないと……」

　ライルは半ば無意識につぶやいた。ふらふらと歩き続ける。

「僕はこんな場所で終われない……勇者として……栄光をつかむんだ……もっと……もっと……！」

　胸の奥でたぎるものがあった。

　野心。権力欲。支配欲。

　それらへの渇望が――。

「っ……!?」

　ふいに、右手に痺れが走った。

　なんだ――訝しんだ次の瞬間、目の前に光が見えて来る。

「出口だ……！」

　直感した。

　ライルは足早に進む。

　光はまばゆさを増し、そして――。




　気が付けば、大通りの真ん中に立っていた。




「戻れた……のか？」

　周囲を見回す。

　レムフィール王国――その王都。

　ライルがフリードとともに拠点にしていた場所だ。

「ライル……くん？」

　大通りを進んでいると、声をかけられた。

　振り返ると、快活そうな顔立ちの美少女が立っている。

　ツインテールにした青い髪に黄色いリボン。スラリとした長身に銀の軽装甲冑をまとい、翡翠色をした長弓を背負っていた。

「ルドミラ――」

　ライルは息を飲んだ。

　ルドミラ・ディール。勇者たちの中で最強と呼ばれる『四天聖剣セイクリッドエッジ』の一人である。

　ライルより一つ年上の十七歳。

　勇者としての任務で一緒になったことがある。そのときに、年齢が近いこともあって仲良くなったのだ。

「久しぶりね。ラムドの森以来じゃない？」

「ええ、半年ぶりですね」

　師匠のフリードとは別行動で参加した、大規模魔族討伐戦だ。

　魔王すら凌ぐと言われる、ルドミラのすさまじい戦いぶりを思い出す。

　彼女が操る熾天使セラフ級奇蹟兵装『ラファエル』が数百の魔族を一瞬で消し飛ばす場面は圧巻だった。

　どんなときでも強く、凛々しく、まっすぐで――そして、美しい。

「また会えて、嬉しいです」

　ライルは微笑みを浮かべた。

　気持ちが自然と高揚する。胸が甘く高鳴った。




　ライルはルドミラとともに勇者ギルドの王都支部へ向かった。

　ギルドは、各国の勇者を束ねる世界規模の組織だ。ライルは魔界での戦いのことを報告に、ルドミラはギルドから新たな任務を受けるそうだ。

「百の勇者による魔界への決死行――そのメンバーに君も選ばれたって聞いていたけど、無事に戻ってこられたのね」

「ええ、なんとか……」

　言葉を濁すライル。

　魔王とフリードはどうしたのだろう。あの一撃で殺すことができたんだろうか。

　もし仮にフリードが生存して人間界に戻っていたら――自分は裏切り者の勇者として厳罰は免れない。

　極刑も十分にあり得るだろう。

「その、勇者フリードは戻っていますか？」

「フリード――っていうと、君の師匠ね。いえ、こっちには戻っていないわ」

　首を振るルドミラ。

　ホッと安堵した。

「君と一緒じゃなかったの？」

「実は、師匠は魔王の手にかかって……」

　ライルがうつむく。

「僕をかばって瀕死の重傷を負ったんです。ただ、その最期は確認できず……もしかしたら、こっちに戻ってきているんじゃないかと思ったんですが……」

　事実と嘘を交えた答えを返しておいた。体を震わせ、唇を噛みしめる。

『師匠を失って悲しみに暮れる弟子』の態度としては、これくらいでいいだろうか。

　あまりにも過剰だと演技くさく、だからといって淡々としすぎるのも情がないように見えるかもしれない。

「……そう」

　ルドミラは短く頷いた。

「他の勇者は何人か戻ってきているけど、大半は殺されたそうよ」

「師匠の仇は、僕が討ちます。そして師匠のように魔族から大勢の人を救ってみせる――」

「そうね。残された者は散っていった者の意志を継がなければ」

　ルドミラが神妙な顔で頷いた。

「でも、あまり気張らないでね。悲しいときは素直に悲しみなさい」

「……ありがとうございます」
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「帰還したか、勇者ライル。よく無事で戻って来てくれた。四天聖剣セイクリッドエッジのルドミラも、呼び出してすまない」

　ギルドの支部長――恰幅のよい壮年の男が笑顔でライルたちを迎えた。

　ライルは魔界でのことを報告する。

　ギルドからも情報を教えてもらった。

　ライル以外にも数名の勇者が魔界から戻っていて、彼らによると、魔王はまだ生きているらしい。ただ、その魔王はユリーシャとは姿が違うそうだ。

　あの戦いで傷を負って代役でも立てているのか。あるいは、すでに新たな魔王に代替わりしたのか。

　どちらにせよ『魔王殺しの英雄として帰還する』というライルの野望は叶わなかった格好だ。

（ちっ、英雄になりそこねたか）

　小さく舌打ちする。

「……どうかしたか、ライル？」

「い、いえ、なんでもありません」

　訝しげな支部長に、ライルは慌てて首を振った。

「それから――君が魔界にいる間に、この東部大陸で三つの王国が相次いで攻め滅ぼされた」

「三つも、ですか」

「ああ、魔王の側近――『不死王ロードアンデッド』リーガルによってな」

　苦々しく顔をしかめる支部長。

「現在はリーガル配下の『霊魔衆れいましゅう』たちが各王国を支配しているそうよ。アンデッドの軍団によって三つの国はさながら地獄絵図だとか」

　ルドミラが険しい表情で告げた。

「君を呼び出したのは、まさにそれが理由だ。勇者ルドミラ」

　支部長が彼女を見つめる。

「どうか三つの王国を魔族の手から救ってほしい」

「討伐任務なら望むところよ。あたしの手で魔族を一人残らず滅ぼしてやる――」

　ルドミラが闘志をむき出しにして言い放った。




　――どくん。




　ふいに、ライルの胸の芯で何かが鳴動した。

　それが何かは、彼にも分からなかった。

（僕も、行かなきゃ）

　突然湧き上がった不思議な衝動に突き動かされ、ライルは告げた。

「その討伐任務に、僕も連れていってもらえませんか？　きっと役に立ってみせます」

「ふむ、君が来てくれるなら心強いが……大丈夫なのか？　魔界から戻ったばかりなのだろう？」

「大勢の人々が苦しめられている。それを見過ごすことなどできません」

　ライルが告げる。

「さっきルドミラに言った通りです。師匠の意志を継ぐためにも。僕が魔族を倒す――これは僕の、勇者としての意志であり誓いです」

「よく言った。それでこそ勇者だ」

「じゃあ、一緒に頑張りましょう。ライルくん」

「はい」

　ルドミラに言われ、気持ちが高揚する。

「……？」

　ふと右手に違和感を覚えた。

　闇の中から出る直前にも感じた、妙な痺れ――。

（なんだ……？）

　握りしめた手をゆっくりと開く。手の中に、黒い金属片があった。

「いつの間にこんなものを……」

　バチッ、と金属片から紫色の火花が散った。
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　ユリーシャが両手を高々と掲げると、中空に一本の剣が浮かび上がった。

　闇を映し出したような漆黒の刀身。金の装飾がされた美しい鍔つばと柄。

「これが煉獄魔王剣ラーディス。魔王の象徴であり、すべての魔族を服従させる魔具でもある」

「魔族を服従……？」

「お主のステータスを見ると『魔軍服従』のレベルが低いじゃろう？　それは煉獄魔王剣ラーディスを継承していないからじゃ」

　つまりこの剣を受け継ぐことで、魔族たちを従える能力が増すってことか？

　俺はあらためて宙に浮かぶ剣を見た。

「……しかし、随分とボロボロだな。魔王の象徴にしては」

　あらためて見ると、刀身にあちこち亀裂が入っている。

　刃こぼれしている箇所もいくつかあった。

「かつての神々との戦いで壊れたそうじゃからのう」

　ユリーシャはため息をついた。

「……ん、傷が一つ増えておるの」

「えっ」

「この剣が欠けた部分は全部で六つ。今までの戦いの中で剣の一部が砕け、その破片は魔界や人間界、あるいは天界に散ったようじゃが――」

　ユリーシャが眉根を寄せてうなる。

「その損傷部が七つに増えておる。新たな欠片が敵対者の手に渡っていなければよいが……」

「誰かの手に渡ったらどうなるんだ？」

「欠片とはいえ、魔王の剣じゃからな。それを持つ者に強大な力を与える……」

　なるほど、魔族に敵対する者が持てば脅威になるわけか。

「欠片の場所は探知できないのか？」

「無理じゃ。魔王の剣はあらゆる魔法探知を受け付けぬ。ゆえに、これまでの六つの欠片も探せなかった……」

「探す？」

「欠片をすべて集めて、煉獄魔王剣ラーディスを完全な形に修復する――それは歴代魔王の悲願の一つだからな」

　説明するユリーシャ。

「ちなみに、わらわは三百年探したが一つも見つけられなかったぞ」

　なんでドヤ顔なんだ。

「修復できたら、どうなるんだ？」

　俺はユリーシャにたずねた。

「煉獄魔王剣ラーディスの真の能力を使えば、神が魔族にかけた弱体化の呪いも解け、勇者など問題にならぬほどの力を得られるじゃろう」

「弱体化の呪い……？」

　魔族が、昔は今よりも強かったっていう話は知っている。

　伝説に残る魔族たちは、人間がどうあがいても勝てる相手じゃなかった。

　やがて人間は神様から聖なる武具『奇蹟兵装』を授かり、同時に魔族たちも以前ほど強くなくなったことで、今のパワーバランスに移行していったはずだ。

　ただ弱体化の呪いというのは、初めて聞く話だった。

　魔王だけが知る情報なのか。他の魔族には――ステラたち魔軍長にすら伏せられた事実なのか。それとも……。

　ただ、一つ分かったことがある。

　魔族が強大化すれば、人間たちにやすやすと侵攻を許すことはないだろう。魔界の防備も万全になるかもしれない。

　その一方で――力を増した魔族が、そのまま人間界を滅ぼしてしまうかもしれないが。

「どうした、フリード？」

「今までの戦いで勇者たちと魔族の戦いは、それなりに拮抗していた気がする。魔界に乗りこんできた勇者たちに至っては、魔族を圧倒していた場面もある。それは魔族が弱体化しているからなのか？」

「無論。魔族が真の力を取り戻せば、いかに人間どもが神の武具『奇蹟兵装』を持っていようと敵ではない」

　ユリーシャが傲然と告げる。

「まあ、人間どもの中にも突然変異的な強さを持つ者はおる。数人は、真の力を持つ魔族相手でも戦えるだろうが……」

「力を取り戻せば、魔界が勇者たちに制圧されるような事態は防げる、と？」

「当然じゃ」

　頷くユリーシャ。

「わらわの代では叶わなかったが、規格外のステータスを持つお主ならばあるいは――欠片を見つけられるかもしれんな」

「俺が……」

「頼むぞ。魔族の行く末を……肉体を失ったわらわは、もはや現世に介入できん。こうして精神体でかろうじて魔界に留まっているが、それもいつまでもつか。魔族たちのことが心配でたまらぬ……」

　ユリーシャって、もっと冷酷な性格だと思っていた。

　あるいは俺が魔王になったから、こういう接し方をしてくれているのか？

「どうした？」

「いや、その、もしかしてお前って……けっこういい奴だったりするのか？」

　いろいろ親切に教えてくれたし。

「何を言うかと思えば」

　ユリーシャが口の端を吊り上げて笑った。

「わらわは魔王ぞ。善なる者だと思うたか、たわけ」

　全身が凍りつくような威圧感だった。

　さっきまでの平穏な空気は一瞬にして吹き飛んだ。

　そうだ、可愛らしい外見に惑わされてはいけない。こいつは俺やライルと死闘を繰り広げた先代魔王。

　魔族を統べ、人間界に攻勢をかけた世界の敵――なんだよな。




　……その後も、俺はユリーシャから魔王が持つ様々な能力について聞いた。いくつかの魔王用のアイテムも渡してもらった。

　とりあえず、引き継ぎ完了というところか。

「いろいろ教えてもらって助かったよ。ありがとう」

「ふん。わらわを殺そうとした男に礼を言われてもな」

「いや、まあ……あのときとは立場も状況も違うし」

　ばつが悪くて、頬をぽりぽりとかく俺。

「そうだ、お前ってこれからどうするんだ？　今みたいに幽霊状態で魔王城に留まれるのか？」

「幽霊って言うな。無礼者」

　言いながら、唐突に『ファイア』を撃ってくるユリーシャ。

　防御魔法でブロックしておいた。

「精神体なんだし、幽霊みたいなもんだろ」

「むむ……そうかも」

「じゃあ、ここをユリーシャの部屋にするか。やっぱり魔王城が一番落ち着くんじゃないか、お前も」

「ほう、お主なかなかいい奴じゃな」

　ユリーシャの顔がパッと輝いた。

「わらわもこの城から出たくないと思っておった。ここをわらわだけの楽園としよう」

　ほくほく顔だ。

「許可なく近づく者は殲滅するからな」

「物騒だな。せめて、さっきの兵たちみたいに眠らせるだけに留めてくれ」

「……まあ、お主の頼みならいいだろう」

「分からないことがあったら、また聞きに来ていいか？」

　知識は身に付いたが、実地で分からないことが出て来るかもしれない。

「魔界を守りたいのは、わらわも同じ。いつでも来い」

「ありがとう」

　礼を言ってから、俺はふと思いついたことがあってたずねた。

「最後に一つ聞きたい。あいつは――ライルは、本当に俺を裏切ったのか」

「どういう意味じゃ？」

「お前が、その……魔法で洗脳した、ってことはないのか？」

　言葉にしただけで気持ちが乱れる。

　心の中で、あいつを信じたい気持ちが捨てきれないんだ。

　だってあいつは、俺にとってこの世でもっとも信頼していた――。

「ふん、まだ執着があるのか。人間とは業の深い生き物よの」

　ユリーシャが笑う。

「教えてくれ、ユリーシャ」

　俺は先代魔王を見つめる。

　心のどこかで、期待していた。

　彼女がライルを操り、俺を攻撃させたんだ、と。

　本当のあいつは純粋で、優しくて、仲間想いで。手柄のために俺を裏切るような奴じゃない、って。

「――洗脳などしておらん」

　だが、答えは非情だった。

「考えてもみよ。わらわは奴の奇蹟兵装によって焼き尽くされたのだ。本当に洗脳していたなら、お主だけを殺していたはずであろう？」

　正論だ。残酷なまでに。

　じゃあ、やっぱり――そういうことなのか？　ライル、お前は俺を裏切ったのか？

「人としての情か。業か」

　ユリーシャが笑う。

「その甘さがお主の命取りにならぬよう、祈っておるぞ」




　俺はユリーシャの力で異空間から元の場所に戻してもらった。

　扉の前にステラやリリム、兵たちがいる。

「魔王様、ご無事で――」

「心配しました～」

　まっさきにステラとリリムが駆け寄ってきた。

「ああ、大丈夫だ」

　俺は二人に頷き、

「色々と有益な情報を知ることができたよ。その辺のことは後で説明する」

　少なくともステラには話しておきたいからな。

「それと、この場所は立ち入り禁止にする」

「立ち入り禁止ですか？」

「ええと、どう説明すればいいかな……」

　しばし考え、

「ここは俺の私室にする」

　思いついたことをそのまま言った。

「私室なら、別に用意してありますが」

「いや、いいんだ。ここが気に入った。むしろ、ここじゃなきゃ駄目だ」

　力説する俺。ユリーシャは近づく者を手当たり次第に眠らせそうだし、誰もここに来ないようにしておくのがいいだろう。

「そこまで仰るなら」

　ステラが恭しく頷いた。

「魔王様にも一人でゆっくりできる場所が必要ですね。ここが気に入ったということであれば、私室になさってくださいませ。事務的な手続きは私の方でしておきますので」

「頼む」
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　――人間界で不死王ロードアンデッドリーガルの側近たちが討たれた、という報告が入ったのは、三日後のことだった。

「霊魔衆が討たれました」

　謁見の間でステラが報告する。

「リーガルの側近たちが、か？」

　確か、東部大陸の三つの王国をリーガルの軍団が征服して、その統治を配下に任せたということだったが……。

「勇者によって三王国はいずれも奪還されたようです」

　ステラの額に第三の瞳が現れる。

　そこから放射された光が、中空に映像を映し出した。

「リーガルの配下が持ち帰った映像です」

　銀の鎧をまとった一人の少女が、魔族の軍団と戦っている。

　手にした翡翠色の長弓は奇蹟兵装だろう。そこから放たれた数百の矢が、魔族たちを次々と消し飛ばしていった。

　強い――。

　あの弓の使い手は、普通の勇者とは戦闘能力の次元が違う。

　俺も人間だった頃は最強ランクの勇者の一人だったが――彼女はそのレベルをもはるかに超えている。

「四天聖剣セイクリッドエッジ……か」

　勇者たちの中で、最強の中の最強と称される四人のことだ。

　さらに、その隣にいる勇者を見て、俺は呆然となった。

「あいつは――」

　声が震える。

　体中の血が沸騰しそうだ。

　そこに映っていたのは、金髪碧眼の爽やかな少年。

　手にした剣が炎を発している。奇蹟兵装『レーヴァテイン』に間違いない。

「ライル……」

　仮面の下で、俺は呆然とつぶやいた。
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「我ら不死王ロードアンデッドリーガル様の側近を務める霊魔衆！」

「たった一人で我らの軍団に挑むとは笑止！」

「斬り殺し、撃ち殺し、刻み殺し、犯し殺してやろう、女！」

　前方から、数百という数のアンデッドが押し寄せて来る。

「邪悪な魔族め……一人残らず駆逐してあげる」

　美貌の少女勇者――ルドミラが微笑み混じりに言い放った。

　ツインテールにした青い髪の先端が、黄色いリボンが、風で揺れる。

「あたしが薙ぎ払うわ。あなたたちは討ちもらした魔族の対処をお願い」

「いくらなんでも数が多すぎる……無茶だ！」

「しょせん数だけよ」

　ライルの警告に平然と答えるルドミラ。

（本当に、一人でやる気か……!?）

　魔族軍によって征服された東部大陸の三王国を奪還する――その任務に同行したまではよかったのだが。

　まさか、ルドミラが大軍を相手に正面突破を試みるとは。

　ライル以外に同行した勇者は全部で二十人。さらに同盟各国の兵が千人ほど。

　だが、ルドミラはそのいずれにも頼るつもりはなさそうだった。

　以前、一緒に戦ったときはここまでの無茶をする少女ではなかったが――。

　すでに魔族軍は十メートルほどの距離まで迫っている。

「さあ、殺戮の音色を奏でなさい――奇蹟兵装『ラファエル』」

　ルドミラが美しい翡翠色の弓を構えた。

　二本の弓がＸ字型に交差したようなフォルム。熾天使セラフ級奇蹟兵装『ラファエル』だ。

　あらゆる奇蹟兵装の中で最高位の聖武具だった。

「『ラファエル』の最大装弾数は７７７。この一射で――」

　無数の光の矢がいっせいに放たれる。竜巻を起こしながら突き進んだ矢群が、すべての魔族を同時に貫いた。
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　血しぶきで辺りが真紅に染まり、それを風が吹き散らしていく。

「お前たちの命運は、尽きる」

　静かに告げたルドミラの声に答える魔族は、もはや一人もいなかった。

　不滅の肉体を持つアンデッドたちの弱点――コアを正確に砕いたのだ。圧倒的な連射力と精密性だった。

「一瞬で……」

　ライルは呆然と立ち尽くした。

　以前に見たときよりも、さらに強くなっている。

　ライルがフリードと二人がかりでなんとか追いこんだ魔王ユリーシャも、ルドミラならば瞬時に倒せるかもしれない。

　ただ、一つ疑問があった。

　これほどの強さの持ち主なら、なぜ先の魔界決死行でメンバーに選ばれなかったのか。

　ルドミラや他の四天聖剣セイクリッドエッジが加わっていれば、確実に魔王を討ち取れただろう。今までの戦いも、もっと楽に勝てただろうに――。

「どうかしたの、ライルくん？」

　ルドミラが振り返った。

　凄惨な戦場でなお、彼女の周囲には華やかな空気が流れている。

　心を甘くときめかせ、見とれてしまうほどに。

「……いえ」

　ライルは首を左右に振った。

　見とれるのは、後だ。疑問も、後だ。

「さあ、後は残党を蹴散らし、王国を奪還しましょう。勇者たち、そして王国の兵たちよ、進め！」

　ルドミラが凛々しく言い放つ。

　歓声と鬨ときの声が上がった。

「よし、僕も――」

　真紅の大剣『レーヴァテイン』を手に、ライルは走り出す。

　今はとにかく戦果を挙げることを考えよう。

　ライルが目指す栄光のために――。
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「三王国を奪還され、我が側近たちも殺されました――王よ、私に出撃許可を」

　謁見の間に現れたリーガルは、開口一番にそう言った。

「勇者どもを皆殺しにして、必ずや王の元にその首を捧げましょうぞ……！」

　顔が髑髏どくろだから分かりにくいけど、口調や態度からして激怒しているんだろう。

　確かにリーガルは強い。並の勇者が相手なら、言葉通り皆殺しにしてしまうかもしれない。

　だが、今回の相手は四天聖剣セイクリッドエッジである。

　それに、何よりも……。

「いや、俺が出る」

　玉座から立ち上がった俺は首を左右に振った。

「魔王様、自らが……？」

　驚いたようなリーガル。

　玉座の側で控えるステラも、同じように驚いた様子だ。

「お前には留守を頼みたい。結界があるから勇者たちが攻めて来る可能性は低いが、備えは必要だ」

「恐れながら……今回の件は、配下に任せて人間界を離れた私の失態。それを挽回する機会をいただきたい」

　リーガルも引かない。

「魔軍長の誇りにかけて、必ずやもう一度王国を征服してみせましょう」

「その心意気は嬉しく思う。だが、相手は最強と呼ばれる四天聖剣セイクリッドエッジの一人だ」

「誰であろうと、我が剣で打ち砕くのみです」

「お前の実力は分かっている。頼りにもしている」

　とにかくリーガルのプライドを無駄に刺激しないよう、言葉を選ぶ俺。

「だからこそ無意味な消耗は避けたいんだ。いかにお前といえども、四天聖剣セイクリッドエッジを相手に無傷というわけにはいかないかもしれない」

「む……」

「傷を負ったところで、他の勇者たちに追撃を受ければどうなる？　万が一、ということも考えてほしい」

　本音を言えば、今言ったことがすべてじゃない。

　戦略的な理由としては、その通りだけれど。

　リーガルを派遣すれば、多くの人死にが出るだろう。

　俺はそれが嫌だった。

　甘いのは分かっていても、やっぱり嫌だった。

　それに――目的の場所にはライルがいる。あいつとは、俺が決着を付けなきゃいけない。

　これから先、魔王として――そして人として。

　どんな道を歩んで行くのか。

　それを見定めるために。

「だから、俺はステラと二人だけで行くつもりだ」

　宣言した。

「生半可な力を持つ魔族を連れていっても犠牲が増えるだけだろう」

「ですが、護衛一人というのは……」

「ステラは索敵能力に優れている。俺のサポートにはうってつけだ」

　リーガルに説明する俺。

「魔王様のために全力を尽くします」

　ステラの方を見ると、彼女は静かに頷いた。

「それに――俺の力は知っているだろう？　直接剣を交えたお前なら。四天聖剣セイクリッドエッジであろうと、俺の敵ではない」

　強気に言い放つ。

　以前に戦ったときのことを思い出したのか、リーガルは押し黙った。

「ただ……万が一俺が討たれたときには、お前に後を託したい。現状、俺の周囲にいる魔族ではお前が最強だ。ステラもまだ万全じゃない」

「魔王様――」

「俺が討たれれば、新たな魔王が生まれるんだろう？　それがステラやリーガルなのか、別の魔族なのかは分からないが……もしお前以外の者が新魔王になったときには、支えてやってくれ。頼む」

「……そこまでの覚悟であれば、私はもはや何も申しません。ご武運を、王よ」

　リーガルは俺に向かって深々と頭を下げた。
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　――というわけで、俺はステラとともに人間界へ行くことになった。

　二人で一緒に魔王城を出る。

「では、私が通り道を作りますね。『ディメンションロード』」

　ステラが呪文を唱えると、目の前の空間にぽっかりと黒い穴が開いた。結界の一部を開いたのだ。

　俺がまだ人間だった頃、結界に空いた穴を通って人間界から魔界まで来たことはある。

　だけど魔界から人間界への移動は初めてだ。

　俺はステラとともに黒い穴を通った。そこから先は真っ黒な空間が広がっていた。

「フリード様はまだ結界内を進むことに慣れていないでしょう。どうか、私の手につかまってくださいませ」

　ステラが俺の手を握った。

　柔らかくて温かな手だ。

　彼女に連れられて、俺は結界の中を進んで行く。

「この結界って、人間界から魔界へも、その逆も自由に行き来できるんだよな？」

「ええ、魔族ならば問題なく通過できます。ただし、人間は通ることができません」

　俺の問いに答えるステラ。

　人間側は結界を破らないかぎり魔界に侵攻できないが、魔族側は魔界と人間界を自由に往来できる――。

　もし人間側が自由に魔界へ侵攻できるようになれば、戦いのパワーバランスは一気に変わってしまうだろう。

　……などと考えながら、さらに進む。

　やがて前方に光が見えてきた。

　出口だろうか――と思ったときには、もう外に出ていた。

　周囲には青々とした森林が広がっている。ひさしぶりの陽光が目にまぶしい。

　魔界では太陽が照っていないからな。

「勇者たちは数キロ先にいる模様です」

　額に第三の目を生み出し、告げるステラ。

「分かった。まっすぐに進もう。ステラは千里眼で索敵を頼む」

　俺はステラとともに歩き出した。

　進む先には勇者たちがいる。

　その中には――きっと、ライルもいるはずだ。
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　俺はステラとともに森林を進んでいた。

「フリード様、今回の戦いはどう見ていますか？」

　隣を歩くステラがたずねる。いつも通りのクールな表情だ。

　だがよく見ると、心配そうな雰囲気がわずかに混じっている気がした。

「リーガルに対して、ご自身が討たれるかもしれないというようなことを……」

「別に弱気になっているわけじゃない」

　俺は仮面の下で苦笑を浮かべた。

「四天聖剣セイクリッドエッジは確かに強い。あの弓使いとは実際に会ったことはないし、さっきの映像で見ただけだが……人間だった頃の俺なら、とても敵わなかっただろう」

「フリード様……」

「だが今の俺は違う。リーガルにああいう言い方をしたのは、説得のための方便も混じっている。気にするな」

「……それを聞いて安心いたしました」

　ステラの口元に微笑が浮かんだ。

「では、私は索敵に全力を尽くします」

「任せる。回復具合はどうだ？　まだ戦闘は無理なんだよな？」

「申し訳ありません」

「いや、責めてるわけじゃないんだ。現状確認のつもりで……俺の方こそすまない」

　俺とステラは歩みを進めた。

「……もう一つ、お聞きしてもよろしいですか」

「なんだ」

「なぜ、そのようなものをお持ちになったのでしょうか？」

　ステラが俺の懐に視線を移す。千里眼を持つ彼女にはお見通しか。

「ああ、これか」

　俺はふたたび苦笑して、ローブの懐に入れたものを取り出した。

　武骨な作りの回転式拳銃リボルバーだ。

　火薬を使って弾丸を打ち出す武器。量産できるほどの技術は確立されていないために、かなりの希少品だが、俺は勇者ということで優先してこの武器を支給されていた。

　……といっても、人間が相手ならともかく、魔族相手にこの武器は決定打になりにくい。

　魔族の強大な魔法や生命力の前に、銃弾で致命傷を与えるのは難しいのだ。

　勇者だった頃、俺は拳銃を牽制用の武器として使っていた。

　魔王の力を得た今、戦闘でこの拳銃を使う意味は薄い。

「……感傷、かもな」

「えっ」

　怪訝そうな顔をしたステラは、すぐに表情を引き締めた。

「前方に奇蹟兵装の気配があります。勇者かと」

「数は？」

「一人です。なぜか他の勇者と離れて行動しているようですが……」

「好都合だな。情報をつかむために生け捕りにしよう」

　俺の力なら難しくはないだろう。

　まっすぐに進む。茂みをかき分けると、前方に人影が見えた。

「お前は――」

　息を飲んで立ち尽くす。

　そいつに会うことは、覚悟していたはずなのに――頭の中が真っ白になる。

　心臓が痛いほどに鼓動を打ち始める。

　知っている顔だ。

　忘れようがない顔だ。

「……また会えたな、ライル」

「その声は……まさか、師匠……!?」

　そいつは――ライルは驚いたような声を上げる。

「ライルゥゥゥゥゥゥゥゥッ！」

　抑えきれない感情が爆発した。

　仮面を外して、投げ捨てる。

　心の奥に澱んでいたものが、一気に噴き出すような感覚だった。

「フリード様……？」

　訝るようなステラにも、今は答える余裕がなかった。

「やっぱり師匠……!?　でも、その格好は――」

　ライルは呆然とした顔だ。

　その視線が俺の手の甲に向けられた。

　正確には、そこに浮かぶ赤い紋様に。

「魔王紋……!?」

「俺が、新たな魔王だ」




　静寂が、場を支配した。

　冷たい風が吹き抜けて行く。

「へえ、魔王……ですか」

　ライルが薄笑いを浮かべた。

「確かにその紋様は魔王ユリーシャと同じもの……でも、なぜ……？」

「生まれ変わったんだよ。お前に一度殺されて、俺は魔王になった」

　最低限の説明をするだけで――言葉を交わすだけで、胸の奥に怒りが煮えたぎる。

　裏切った。信頼を踏みにじられた。ずっと信じていたのに。

　お前は、俺を――！

「魔族の残党狩りのために単独行動していたんですよ、僕」

　俺の怒りを感じているのか、いないのか、ライルは平然とした様子だ。

「手柄のほとんどはルドミラが持っていっちゃいましたからね……なのに、こんな幸運に出くわすなんて」

「幸運だと？」

「大恩ある我が師フリードは、あろうことか新たな魔王としてよみがえった。もはや元に戻る方法がないなら、せめて安らかな最期を。そして世界に平和を――これこそ残された弟子の務めですね」

　満面の笑顔で告げるライル。

「嬉しいのか」

「まさか。悲しいですよ？」

　笑みを浮かべたまま、ライルが真紅の剣を構えた。

「だけど感謝しています。あなたのおかげで、今度こそ僕は魔王殺しの勇者になれる――」

　罪悪感なんてまったく感じていないんだろう。

　後悔などカケラほども抱いていないんだろう。

「……それがお前の答えか」

「言っておきますが、いつまでも弟子だと思って見下さないでくださいよ。その気になれば、僕は師匠にだって勝てる……その自信があります」

　赤い刀身が炎をまとった。

「見せてあげますよ、今――吠えろ、『レーヴァテイン』！」

　渦巻く火炎が俺を包みこんだ。

「さあ、燃え尽きろ！」

　熱い――。

　すさまじい灼熱感が俺の全身を襲う。

「――こんなもの」

　ぎりっと奥歯を噛みしめた。

「さすがに魔王の体だけあって、耐えますねぇ！　だけど僕が解除しないかぎり、『レーヴァテイン』の炎は消えませんよ、絶対に！」

　ライルが哄笑する。

　あのときと、同じだ。

　ライルに裏切られ、『レーヴァテイン』の炎で焼き尽くされたあのときと。

「……ない」

「はい？」

　キョトンとするライルを、俺はまっすぐに見据えた。

「熱くない、と言った」

　すでに灼熱感は消えている。

　もう俺は――あのときとは違う。

　あのときと、決別する。してみせる。

「『ファイア』」

　生み出した豆粒ほどの火球で、決して消えないはずの『レーヴァテイン』の火炎をあっさりと吹き散らした。

「えっ……？」

　ライルは呆然とした声をもらした。

　俺はゆっくりと進んだ。

　立ち尽くすライルの元までたどり着いたところで、無造作に拳を繰り出す。

「ぐ……げぇっ……！」

　腹に痛撃を受けたライルは、端正な顔を歪めて吹っ飛んだ。

「どうした？　その気になれば俺に勝てるんじゃなかったのか？」

　俺はゆっくりと歩み寄り、倒れたライルを見下ろした。

「な、なんだ、このパワーは……はあ、はあ」

　ライルは憎々しげに俺をにらんでいた。

　初めてこいつと出会ったときのことを思い出す。

　すがるように、頼るように俺を見上げていた、子どもの頃のライル。

　あの頃のライルは、もうどこにもいない。

「いや――最初からいなかったのか。どこにも」

　俺が信頼し、息子のように思っていたライルは。

　全部、幻想だった。

　諦念とも虚無感ともつかない気持ちが込み上げる。

　その思いを胸にしまい、俺はライルに向かって手をかざした。

　魔力を集中する。俺の手のひらに淡い輝きが宿った。

「ひ、ひいっ……！」

　ライルがおびえた表情でうめく。

　さあ、過去との決別のときだ。

　ライルに向かってかざした手に、さらに魔力を集中させる。この一撃を放てば、奴は跡形もなく消滅するだろう。

「――フリード様、防御を！」

　ふいに、ステラが声を上げた。

「『ルーンシールド』！」

　とっさに跳びさがり、自分の周囲に青い防御フィールドを生み出す。念のためにステラの周囲にも同じものを生み出した。

　直後、木立の向こうから閃光があふれた。

「これは――!?」

　数百という数の光の矢が、四方から撃ちこまれる。

　魔力による防御壁――『ルーンシールド』を張っているから俺とステラはビクともしないが、辺りの木々が次々となぎ倒され、粉々に吹き飛んで行く。

　……自然は大事にしろよ。

　つい心の中でつぶやいてしまった。

　吹き荒れる破壊の嵐の中、とりあえず『エネルギーハンド』で仮面を拾い、つけておく。

「大丈夫、ライルくん？」

　前方から一人の少女が走ってきた。

　青い髪をツインテールにして、黄色いリボンで結んでいる。身に付けているのは銀色の軽装甲冑。年の頃はライルと同じくらいか、一つ二つ上だろうか。

　前に映像で見た四天聖剣セイクリッドエッジの少女だ。

「助かりました、ルドミラ」

　ふらふらと立ち上がるライル。

「あの紋様は、魔王ね」

　青い髪の少女――ルドミラが俺をにらんだ。

「後はあたしがやるわ」

　翡翠色の弓を構える。

　Ｘ字型をした独特の形状の長弓。熾天使セラフ級奇蹟兵装『ラファエル』か。

　ルドミラが弦を引くと、その手に輝く矢が現れた。

　放たれた矢が、数十に分裂する。

「『ファイア』」

　俺は最下級の火炎呪文で迎撃した。

　中空でぶつかった光の矢群と豆粒ほどの火球が、盛大な爆光をまき散らす。

　威力で勝っていたのは――光の矢群だ。

　火球との激突でほとんどが消滅しながら、なお生き残った数本の光の矢が俺に向かってきた。前面に張った魔力壁で、それらをあっさりと弾き飛ばす俺。

「……『ファイア』を撃ち抜いたか」

　最下級呪文とはいえ、俺の『ファイア』は山をも消し飛ばす威力だ。以前に戦った相手で、これを防いだことがあるのは魔軍長リーガルのみ。

「やはり、他の勇者とは違うな」

　俺はルドミラのステータスを表示した。

―――――――――――――――――――――――――――


　名　　前：ルドミラ

　階　　級：弓兵型勇者

　総合ＬＶ：１９２

　Ｈ　　Ｐ：１４６０

　Ｍ　　Ｐ：２０４１

　攻　　撃：１５１７

　防　　御：１２８０

　回　　避：１６２０

　命　　中：２３３３







　装　　備：奇蹟兵装『ラファエル』







　スキル　：最大装弾一点突破（ＬＶ２７）

　　　　　：最大装弾精密連射（ＬＶ３８）

　　　　　：風天使の羽衣　　（ＬＶ１５）



―――――――――――――――――――――――――――

　今までの勇者と比べると、レベルがはるかに高い。

「『風』の四天聖剣セイクリッドエッジ――ルドミラ・ディールよ」

　ルドミラが凛とした口調で言い放った。

　弓を構え、いつでも次弾を放てる体勢だ。

「邪悪なる魔王、お前の命運は今日尽きる！」

「さ、さすがです、ルドミラ……」

　ライルはおびえたように後ずさり、ルドミラの後ろに引っこんでしまった。

　奴と決着をつける前に、まず彼女をなんとかする必要があるな。

「俺はライルに用がある。そこをどけ」

　俺は静かに告げた。

「我が道を阻むなら、容赦はしない」

　魔王としての、意志を。

　立ちはだかる者が誰であろうと、揺らぐことのない意志を。
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「我が道を阻むなら、容赦はしない」

　傲然と言い放った仮面の魔王を、ルドミラはまっすぐに見据えた。

　守勢に回ったら、やられる。

　それは、先ほどの攻防だけで理解できた。

　おそらくは小手調べ程度の小さな火球を消し去るのに、光の矢を何十も消費させられた。

　もし全力の攻撃魔法を撃たれたら、いかに『ラファエル』でも迎撃できるかどうか。

「先手必勝――やられる前に、やるしかないわね」

　ルドミラは弓に光の矢をつがえる。

　この矢は、彼女の精神力に応じて出現する。

　一度に放てる最大数は７７７。連続して無限に射ることはできず、次の発射間隔までには数秒の時間がかかる。

　とはいえ、その手数は圧倒的といっていい。攻勢のまま押し切れるはずだ――。

「貫け、『ラファエル』！」

　気合の声とともに、百を超える光の矢を放った。

「『ルーンシールド』」

　先ほどと同じく魔王が防御フィールドを展開する。

「だったら、そっちよ！」

　すかさず狙いをもう一人の魔族に変更するルドミラ。

　そちらへも百を超える光の矢を射かけた。

「くっ……」

　銀髪の女魔族は、慌てたように後退する。

　次の瞬間、彼女の全身を青い防御フィールドが覆った。

　魔王が守ったのだ。

「俺じゃなくステラを狙うとは――」

「弱い方から倒すのは、戦いの定石でしょう」

「彼女はやらせない」

　仮面のために表情が分からないが、声音には怒りがにじんでいた。

「……部下思いなのね」

　魔族の中にも、人間のように思いやりを持ったものがいるのか？　それとも手駒を失いたくないだけか？

　どのみち、魔族が倒すべき敵であることに変わりはない。魔王ならば、なおさらだ。

「お前は人類の――世界の、敵」

　ルドミラはふたたび光の矢を放った。

　が、ふたたび魔王が展開した防御フィールドにあっさりと弾き返される。

　やはり、あの『ルーンシールド』を正面から打ち破ることはできないようだ。

（それでも……突破口はあるわ）

　見ているかぎり、展開するまでにわずかなタイムラグがある。

「その隙をつければ――」

　ルドミラは魔王を狙うと見せかけて、女魔族――ステラを狙ったり、あるいはさらにその裏をかいたり、とフェイントを織り交ぜながら、矢を放ち続けた。

　決定打は一矢も与えられない。

　だが、ステラをかばっているために、魔王もなかなか攻勢に出られないようだ。

　ルドミラが、射る。

　魔王が、防ぐ。

　狙いを読み合い、互いの位置を複雑に入れ替え、そんな攻防を何度も繰り返した。

　何十、何百と繰り返した。

　そして――。

　ガラスが砕けるような音を立てて、防御フィールドの一部に小さな穴が開く。いかに硬い防御といえど、一点に攻撃を集中し続ければ、いずれは耐久限界を超えて壊れる。

「さあ、これで終わりよ、魔王！」

　ルドミラは精神力を最大レベルにまで集中し、凛とした声で叫んだ。

「奇蹟兵装『ラファエル』――最大装弾一点突破フルバーストアロー！」

　防御フィールドに空いた穴へ向けて、７７７本の光の矢を同時に放つ。

　それらは空中を突き進みながら融合し、巨大な一本の矢と化した。

　輝く矢が穴を通り、魔王に迫る。

　最大装弾一点突破フルバーストアロー。

『ラファエル』の最大装弾数である７７７本の矢のエネルギーを一点に集中し、膨大な破壊エネルギーでもって対象を破壊、消滅させるルドミラの奥義だ。

　いかに魔王といえど、これを受けてはただでは済むまい。

「貫け！」

　その絶対の自信を持って放った矢を、魔王は――。




　片手で、受け止めた。




「そ、そんな……!?」

「俺だけを狙って来るのを待っていた」

　すべての矢が握りつぶされ、霧散した。

「見切っていた。その矢を一度射ると、次の発射までにタイムラグがある――と。もう一度ステラを狙われる前に、これで終わらせる」

「あ……あぁ……」

　精神力を振り絞った一撃をあっさりと防がれ、ルドミラはその場にガクリと膝をついた。

　ようやく悟る。

　最初から、勝負になどなっていなかったのだ。

　自分と魔王では、戦闘能力の次元そのものが違う。

　あまりにも――違いすぎる。

　魔王はただ女魔族を守るために、より確実に勝てるタイミングを待っていたに過ぎない。

　ルドミラは攻勢に出ていたのではなく、攻めさせられていただけだった――。

「もう一度言う。俺の道は誰にも阻ませない」

「きゃあっ!?」

　どんっ、と強烈な突風を受けて、ルドミラは吹き飛ばされた。

　魔力による衝撃波だろうか。地面に叩きつけられ、倒れるルドミラ。

「くっ……」

　這いつくばったまま、立ち上がれない。

「さあ、続きだ。ライル」

　魔王はもはやルドミラを一瞥すらせず、ライルへと歩み寄った――。
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　俺は、ライルの元へと歩み寄った。

「う……ぐ……」

　他の勇者がやって来る気配はない。今度こそ一対一だ。

　ルドミラはすでに動けないみたいだし、対処は後でいいだろう。

　まずは――ライルとの決着をつける。

「ひ、ひいっ、助けて……」

　ライルが『レーヴァテイン』を手に後ずさった。

「ま、魔が差したんです……！　あれは本心じゃない、信じて……っ」

「今さら命乞いか」

「師匠、お願いします！」

　ライルの顔が歪んだ。

　まるで今にも泣き出しそうな、弱々しい顔。俺に許しを請うような――。

「……駄目だ」

　俺は魔力の衝撃波を放った。

　ライルは十メートル以上吹っ飛び、地面で何度もバウンドした。右腕が妙な方向に曲がっている。

「ぐうう、ぉぉぉ……っ」

「次は左腕だ」

　俺は奴の元まで進み、静かに言い放った。

　ふたたび魔力衝撃波を放つ。

「ぎゃああああっ……！」

　吹っ飛ばされたライルの左腕が、右腕同様に折れ曲がった。その側に『レーヴァテイン』が突き刺さる。もはや奇蹟兵装を持つことさえできまい。

「次は足だ」

「い、嫌だ……嫌だぁぁぁっ！　し、死にたくないぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　ライルは苦痛からか、それとも恐怖からか、涙で顔をグシャグシャにして叫んだ。

「お前は俺を殺した。次は俺がお前を――」

　刹那、黒い輝きが周囲にあふれた。

「なんだ……!?」

「これは……!?」

　訝る声は俺とライルが同時に発したものだった。

　異様なプレッシャーが周囲に立ちこめる。全身からぬるい汗が滴った。

「がああああああああああああああああああああああっ！」

　ライルが吠えた。

　胸元に、黒く輝く何かが浮かび上がる。小さな金属片だった。紫色のスパークを散らす、その欠片からすさまじい魔力が放出されていた。

　奇蹟兵装ではない。

　むしろ魔族が放つものに似た、禍々しい雰囲気。

　どこかで覚えがある、雰囲気。

　そうだ、確か……。

「煉獄魔王剣ラーディスの……!?」

　魔王の象徴たる剣の雰囲気にそっくりだ。

　なぜライルがそれを持っているのか。

「がああああっ……ぁぁぁぁぁっ……！」

　ライルがもう一度咆哮し、手にした『レーヴァテイン』に欠片が吸いこまれた。

「あははははははは！　なんだよ、これ！　力が湧いて来るぞ！」

　ライルが歓喜の叫びを上げて立ち上がる。折れたはずの腕はいつの間にか元通りになり、しっかりと剣を握っていた。

「何がなんだか分からないけど、圧倒的な力だ！　師匠……いや、フリード！　今ならお前にだって負ける気がしない！」

　魔王剣の欠片の力を、手にしたか。

「吠えろ、『レーヴァテイン』――魔王退治に力を貸せ」
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　ライルが剣を振りかぶった。

　真紅の刀身が漆黒に染まり、牙を思わせる小さな刃があちこちから生える。

　聖なる武具というには、あまりにも禍々しい雰囲気を放つ剣だった。

「さあ、燃え尽きろ！　魔王フリード！」

　ほとばしった火炎が渦を巻いて迫る。

「『アクアウォール』」

　俺は水の壁を作り出した。

「……!?」

　そのとき、違和感が生じた。

　魔法を撃つだけで、強烈な脱力感があったのだ。

　火炎の斬撃波はその壁に激突し――やすやすと突き破る。

「この威力は――」

　以前の『レーヴァテイン』とは明らかに違う。

「『ウォーターバレット』」

　火炎斬撃波に向けて水の弾丸を放つ俺。

　突き進んだ水の弾丸は火炎衝撃波とぶつかり、ともに消滅する。

「ちっ、さすがに魔法の発動が早い――」

　ライルは舌打ちすると、剣を手に突進してきた。

「なら、近接戦で！」

「来い、煉獄魔王剣ラーディス！」

　俺は自身の剣を召喚した。

　魔王の剣と、その欠片を宿した奇蹟兵装と――。

　互いの剣がぶつかり合い、激しい火花が散る。

「はあああああああっ！」

　ライルは気合いの声とともに、大剣を振りまわした。パワーやスピードも上がっているのか、その斬撃は今までよりもはるかに鋭い。

　俺は剣で防ぎながら、じりじりと後退していった。

「くっ……!?」

　また、違和感があった。

　打ち合っているだけで体力も魔力もどんどんすり減っていく。

　消耗が、激しすぎる――？

「『サンダーアロー』！」

　俺は斬り結びながら、稲妻の矢を放った。

「無駄ですよ！」

　ライルはそれを斬撃で吹き散らした。

　やはり、威力が落ちている――!?

　奴が魔王の剣の欠片を持っているせいなんだろうか。

「ほらほらほらぁっ！　さっきまでの勢いはどうしました!?」

　ライルが笑いながら剣を振る。

「さっきより弱くなってませんか、魔王？　なら、さっさと討たれてください！　この僕の――正義の剣で！」

　ますます勢いを増す斬撃の嵐に、俺は防戦一方だ。このままでは攻勢に移れず、押し切られる。

　――魔王の力が、奴の前では威力を発揮しない。

　なら、どうするか。

　俺は奴のレーヴァテインを見据える。

　魔王の欠片を宿した、あの剣をなんとかすれば――。

　俺は、大きく跳び下がった。

「逃がしませんよ！」

　ライルが突っこんで来る。

　俺は懐に手を入れた。

「？　何を――」

　怪訝そうな顔をしたライルに向けて、俺は銃を構えた。

　銃声と、轟音。

「ぐっ……!?」

　ライルが小さく苦鳴を上げる。

　これは魔王の力じゃない。物理的な、ただの銃撃だ。

　その銃撃が、ライルの手から『レーヴァテイン』を弾き飛ばす。

「し、しまっ……」

　慌てる奴に向けて、俺は魔力の衝撃波を放った。




『ねえ、師匠。それかっこいいですね』

『銃か？　魔族相手に決定打は与えられないけどな』

『僕も欲しいなー』

『はは、子どもには扱いが難しいからな。もう少し大きくなったら、お前に譲ってやるよ』




「……子どもの頃、お前はこの銃をねだったことがあったな」

　俺は倒れたライルを見下ろした。レーヴァテインがその手から離れたせいか、さっきまでの力が抜けて行くような感覚は消えていた。

「かっこいいじゃないですか、銃って……」

　苦しげな息の下で、わずかに笑うライル。

「あんまり実用的じゃないから、結局もらわなかったんですけどね……」

　あの頃のことを思い出しているのか。

　いや、感傷に浸っているのは俺だけかもしれない。

　こいつと過ごした時間は、俺に多くの安らぎをくれた。

　だけど、それはもう遠い日に過ぎ去った幻想だ。

　俺は感傷を断ち切り、ライルを見下ろした。

「お前に二つの罰を与える」

　呪文リストを呼び出して探す。

　対ライルにもっともふさわしい呪文を。

「ば、罰……？」

　不安げにつぶやくライル。

「『ギルティペイン』」

　ため息交じりに唱えた。

「あっ……!?　ぐあっ、がぁ……ぁぁぁ……っ！　あぁぁぁぁっ！」

　たちまちライルの顔が苦痛に歪んだ。

「い、痛い……痛い痛い痛い痛い痛いいだだだだだいいいいいいいいっ」

　大罪なる痛みギルティペイン。

　これをかけられた者は、絶え間なく続く激痛に襲われる。

　その効果は、一生続く。

　痛みで精神崩壊することすら許されず、命が尽きる瞬間まで――。

「俺の心の痛みを味わわせることはできないが、お前はその痛みを背負って生きて行くんだ。これから先、ずっと……な」

「くそぉぉっ、フリードぉぉぉぉっ……！　痛い、痛いよぉぉぉぉっ……あぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぅっ……ぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ライルが血走った目で俺をにらんだ。

「俺の正体を誰かに話そうとすれば、その痛みは数百倍、数千倍になるよう設定しておいた。紙に書いて伝えるような行為でも同じだ。せいぜい気を付けろ」

「殺す……てめぇ、いつか必ず……僕は、こんなところで終わる男じゃ……」

「終わりだ、すべて。その痛みがあるかぎり、日常生活をまともに送ることすらできない」

　俺は冷ややかに言い放った。

「そして、次の罰でお前の野心を打ち砕く。永遠に――」




　ライルに対する一つ目の罰――それは生涯続く激痛だ。

　寝ても覚めてもその痛みに苛まれ、日常生活を送ることすら困難になるだろう。

　仮に『グラム』のような魔力妨害ジャミング系の奇蹟兵装を使ったとしても、魔王の超魔力による呪いを解除することなど不可能だ。

　そして今から与えるのが、二つ目の罰。

「――『ラストワード』」

「ううっ……ぐっ……!?」

　俺の体からあふれた魔力光がライルにまとわりつき、奴の体がびくんと跳ねた。

「こ、今度はなんの魔法だ……っ！」

　痛みに顔をしかめながらたずねるライル。

「洗脳系魔法の一種だ。『お前は今から勇者ギルドに行き、魔界でやったことをすべて告白する』」

　命令を、与えた。

「……っ！」

「俺を裏切り、魔王退治の栄誉を独り占めにしようとした――その罪を明かすんだ。すべて、な」

「そ、そ、そんなことをしたら……痛い痛い……うぐぐぐぐ……僕は、破滅する……ぐああ、ぁぁぁっ……！」

「お前は勇者としての資格を失い、罪人として投獄されるだろう。今までの功績から考えて、死罪だけは免れるかもしれんが……英雄として再起することは不可能だ。成り上がりたいというお前の野心は潰える。永遠に、な」

　言って、俺は『レーヴァテイン』を持ち上げた。

　奴の手から離れたせいか、俺がこうして触れていても、脱力する感じはしない。

　漆黒の刀身を握りしめる。力を込めると、ばきん、とへし折れた。

　黒い欠片が浮かび上がり、煉獄魔王剣ラーディスに吸いこまれる。刀身の欠損部にぴったりとはまりこんだ。

「欠けた部分は残り六つか」

　おおおお……ん、と鳴動する魔王の剣。

「これからの人生は、その痛みを抱いて生きていけ。何者にも成り上がれず、生涯続く苦痛とともに――」

「ぐあ……ぁぁぁ……っ、痛い……痛い痛い痛いいたいいたいいたいいいいいいっ……」

　涙でぐしゃぐしゃになったライルの顔を、俺は静かに見下ろした。

「い、嫌だ……許して……助けて……お、お願い……お願いします……僕が悪かったんです……ま、魔が差したから……だから、フリード……師匠、許して……ゆるじでぐだざい……痛い痛い痛い……破滅、しだぐない……」

　こいつの言葉は、もう俺の心には響かない。

　何も、感じない。

　心の奥に残っている『人間』の部分がゆっくりと崩れ落ちて行く感覚があった。

　俺を人間として繋ぎ止めていた何かが、薄れ、消えて行く感覚があった。

「嫌だ……僕はこんなところで……もっと成り上がる……誰よりも上に……いずれは、王にだって……くそ、くそぉぉ……ぐあ、痛い痛い痛い……いだいぃぃぃいいいいいいいいいい……くそぉぉ、フリード、許さねぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　怒号と嗚咽と苦悶の声だけを延々ともらすライルから、俺は背を向けた。ステラの元まで歩み寄る。

「待たせたな」

「フリード様、お手が……」

　ステラは悲しげな表情だった。

「ん？　ああ、これか」

　気持ちがたかぶって気づかなかったが、『レーヴァテイン』の刀身を握りつぶした際に、手のひらや指の腹が裂けていたようだ。

　ぽた、ぽた、と血が滴っている。

「問題ない」

　俺は治癒呪文を唱え、傷を塞いでおいた。

「これで俺は……心身ともに魔族になったのかもしれないな」

　人間だった頃、大切にしていた最後のものと決別して。

　本当の意味で――魔王に。

「フリード様……」

「いや、なんでもな……えっ!?」

　言いかけたところで、ステラがいきなり抱きついてきた。

　柔らかくて、しなやかな感触。

　何よりも、温かな感触。

「……ステラ？」

「フリード……様」

　慰めてくれているのか。

　俺は軽く彼女を抱きしめ返し、それから体を離した。

「失礼いたしました。少しでもお心が休まれば……」

　ステラが切なげにつぶやき、頭を下げた。

「出過ぎた真似を……」

「いや、嬉しかった。ありがとう」

　俺は微笑み混じりに頷く。

　と、

「――フリード様、新手が来ます」

　ふいにステラが表情を引き締めた。その額に第三の瞳が出現する。

「数は七。いずれも勇者です。その後ろには五百ほどの兵が」

「これだけ派手に戦っていれば、他の勇者たちにも気づかれるか」

　俺は苦笑気味につぶやいた。

　さて、どうするか。

「魔王らしく、勇者たちを片っ端から打ち倒すのも一興……か」

「恐れながら、いったん離れた方がよいかと」

　ステラが進言した。

「先ほど、魔王様の力が不安定だったことが気にかかります」

「……なるほど」

　あれは煉獄魔王剣ラーディスの欠片の影響だろう。

　欠片はすでに取り戻したし、おそらくは大丈夫だと思う。

　ただ、絶対とは言い切れない。あの脱力感がまた襲ってこないとも限らないし、そんな状態で複数の勇者を相手にするのは危険だ。

　念のために退却しておくか。

「ステラ、安全なルートを見極めてくれ。この場から離脱する」





[image: ]






　吹雪が吹き荒れる山の中に、二つのシルエットがあった。

「……ふむ、この気配は魔王の剣の欠片か。新たな魔王が回収したようだな」

　巨大な影がうなる。

「奴はいかほどの器か……お前はどう見る、シグムンド？」

「今代の魔王フリードは強大な力を持つと噂されています。その器は未知数。仕掛ける時期はまだ先になりましょう」

　シグムンド、と呼ばれた小柄な影が告げた。

「まずは――魔王の力を抑え、打ち勝つために。欠片を集めることが先決かと存じます」

「儂わしが持つ欠片だけでは足りんか？」

　巨大な影の手には、黒い金属片がある。

　バチッ、バチッ、と紫色の火花を散らす欠片だ。

「一つでは、まだ。ですが、もう一つあれば……あるいは」

「慎重だな」

　巨大な影が体を揺する。

　その全身から発する闘気がオーラとなって立ち昇り、大気を焼いた。

「主は豪胆に過ぎますゆえ」

　シグムンドが淡々とした口調で告げる。

「それをいさめるのが臣下の務めと存じます」

「ならば、今しばらくは潜伏するとしよう。行け、シグムンド。儂の元に、さらなる欠片を」

「我が主、獣帝ギガントロアゼガート様の御心のままに」

「『獣帝ギガントロア』ではない」

　巨大な影――ゼガートが笑った。

「遠からず、儂の称号は『魔王』となろう」
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「くそ……嫌だ……嫌だ嫌だ嫌だ……僕は、絶対に罪を告白なんて……痛い痛い痛いいだだだだ……嫌だぁぁぁっ……！」

　ライルは泣きながら歩き始める。痛みのあまり、少し歩いては倒れ、また立ち上がっては歩き出し、そして倒れ――。

　目指す先は、勇者ギルド。

　そこで彼の罪は白日のもとに晒されるだろう。

　彼の野心も、栄光も、すべては終わり、裁きのときが待っている――。
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　俺たちは、ライルやルドミラと交戦した森を抜けた。

　湖のほとりまで到着する。冷たい風が、気持ちよかった。

「かなり引き離しました。この辺りに勇者や人間の兵の気配はありません」

　ステラが報告した。

「じゃあ、少し休むか」

　俺は魔王の仮面を外す。

「そろそろ日も暮れるし、ステラは千里眼をずっと使ってたから疲れてるんじゃないのか？」

「大丈夫です」

　クールに告げるステラ。

　でも、こいつは性格的に無理しそうだからな。消耗していても、顔に出さずに限界まで頑張るタイプだ。

　そのとき、ぐう、と俺の腹が鳴った。

「……腹減ったな。すまん、休ませてくれ」

　こういえば、ステラも休んでくれるだろう、たぶん。

　それに人間界に来てから、半日近く何も食べていない。

「ふふ」

　ステラが微笑んだ。

　と、その彼女の腹も、きゅうっ、とかわいらしく鳴った。

「あ、これは、そのっ……」

　たちまち顔を赤くするステラ。

　なんだか微笑ましいな。

「飯にしよう」




　俺とステラは手分けをして食糧を確保した。

　近くで木の実を拾ったり、食べられる草を探したり、あるいは湖で魚を釣ったり。

　で、集めた食材はステラが料理してくれた。火炎魔法で簡単な炒め物を作ったり、サラダを手早く盛りつけたり……と鮮やかな手つきだ。

「いい匂いだ」

　辺りにただよう香ばしい匂いが、食欲をそそった。また、ぐうっ、と腹が鳴る。

「料理は趣味なんです。こういうアウトドアでの素材を使うのもいいですね」

　ステラは料理好きなのか。ちょっと意外だ。

「はい、できました。どうぞお召し上がりください」

　俺の前に出てきたメニューは、焼き魚や木の実と草のサラダなど、どれもおいしそうな香りを漂わせていた。

　ステラと並んでディナータイムだ。

「うん、美味い」

「お口に合えば何よりです」

　ステラが嬉しそうだ。

「ありがとう。ステラもどんどん食べてくれ」

　それにしても美味い。

「そんなふうに喜んでいただけると、作った甲斐があります」

　ステラが隣で微笑んだ。

「魔界に帰ったら、また食べたいくらいだ」

「ふふ、お望みならいつでも」

「本当か！　じゃあ頼む」

「はい、フリード様」

　ステラはにっこりと頷いた。
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　腹ごしらえを済ませ、俺はステラと今後の行動について相談していた。すでに日が沈み、周囲は闇に包まれている。

「リーガル配下の魔族は大半がルドミラによって討たれたはずだ。だけど、まだ生き残っている者もいると思う。彼らと合流したい」

「私が千里眼で探します」

　と、ステラ。

「頼む。後は状況を聞いてからだが……奪還された三王国をふたたび制圧するか、あるいは彼らを伴っていったん魔界に戻るか」

　王国を制圧、という言葉が自分の口から自然に出てきた。

　そのことに、少し驚く。心の中で何かが吹っ切れた感じがあった。

「最大戦力である四天聖剣セイクリッドエッジのルドミラは倒した。それ以上の戦力が出て来るかどうか、だな。こちらの残存戦力と勇者たちの出方との兼ね合いになるだろう」

「承知いたしました」

「で、次は――」

　俺は虚空から黒い剣を取り出した。煉獄魔王剣ラーディスだ。

「こいつを調べないとな」

「魔王様の剣を……？」

「ステラは、この剣についてどこまで知っている？」

「初代の魔王様は、その剣をもって天上の神々すら打ち破ったとか。ですが、今はその力は失われており、魔王様の象徴という儀礼的な用具としての側面が強い――そう認識しています」

　初代魔王と神々の戦い……それは俺もユリーシャから聞いていた。

　ただし彼女自身も断片的なことしか伝わっていないらしく、あまり詳しいことは教えてもらえなかった。遠い昔にそういう戦いがあった、ってことくらいだ。

「じゃあ、魔族が神の呪いで弱体化した、って話は？」

　軽々しく話せることじゃないかもしれないが、少なくともステラには話しておくべきだろう。

「……いえ、そのような話は一度も」

　驚いたような顔をするステラ。

　半ば予想通りだったが、彼女は知らなかったらしい。

「事実、なのですか」

「少なくともユリーシャはそう言っていた。だが魔軍長のお前でさえ知らないなら、王以外の魔族には伏せられた情報なのかもしれないな」

「おそらく魔軍長のリーガルやゼガート、フェリアも知らないと思います」

「なるほど……悪いが、当面は他言無用で頼む」

「承知いたしました」

「それから……こいつの欠片を持つライルと戦ったときに、俺の力が抜けてしまった理由が気になる」

　ちょっと実験してみるか。

　あらためて剣を見た。ライルから回収した欠片は、刀身の欠損部にはまっているが、ちょっと力を入れると外すことができた。

「ステラ、この欠片を持ってくれ」

「私が……ですか？」

「ライルと戦ったときの状況を再現したいんだ」

　ステラに欠片を渡す。

　黒い表面部から、バチッ、バチッ、と紫色のスパークが弾けた。

「始めるぞ」

　俺は彼女から数メートルの距離を置き、煉獄魔王剣ラーディスを構えた。

　――どくんっ！

　とたんに、胸の鼓動が早鐘を打つ。

　力がすうっと抜けて行く感じがした。

　だけど――、

「……あれ、こんなものか？」

　ライルと戦ったときに比べると、その脱力感は大したことがない。魔力自体もほとんど減った様子はない。

「どういうことだ……？」

　あのときは、もっと力がどんどん抜けて行くような感じだった。

『レーヴァテイン』が放つ炎に、俺の魔法が打ち破られたのも、奴の力が増しているという以上に、俺の力が減っている感じだったからな。

　俺が魔王剣を持ち、相手が欠片を持っている――ライルと戦ったときと同じシチュエーションなんだが。

　欠片には魔王の力を抑えこむような効果があるのかと思ったが、単純にそういうわけでもないらしい。

　じゃあ、ライルとの戦いで起きたあの現象は――。
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　ルドミラは森の中で一人たたずんでいた。

　風が、ツインテールにした青い髪をなびかせる。

「魔王を取り逃がした……か」

　彼女と魔王が戦った後、七名の勇者が五百名の兵とともに魔王退治に向かった。

　が、魔王とその配下は姿を消し、足取りは不明だという。

「あたしが仕留めていれば――」

　込み上げる悔しさに唇をかむ。

　魔王の力は圧倒的だった。今まで、どんな魔族が相手でも常に勝利を収めてきたルドミラにとって――生まれて初めて味わう屈辱だった。

　生まれて初めて味わった、絶対的な恐怖だった。

　それと――もう一つ、気になることがある。

「ライルくんが魔王のことを『師匠』と呼んでいたような……？　あれはどういうことなの……？」

　意識がもうろうとしていたため、はっきりとは聞き取れなかった。

　だが、魔王の名前である『フリード』は、ライルの師匠の名前と同じだ。問い質したいところだが、肝心のライルは現場から姿を消していた。

　と、

「驚きましたわ。あなたともあろう方がそこまでやられるなんて」

　歩み寄ってきたのは、一人の美女だった。

　年齢は二十代前半くらいか。綺麗な金色の髪を結いあげ、気品のある美貌に穏やかな笑みをたたえている。

　戦場にはそぐわない、純白のドレス姿。まるで貴族の令嬢のような出で立ちだった。

「ですが、大きな怪我はないようですね。わたくし、安堵いたしました」

「フィオーレさん……！」

　彼女と同じく最強と称される勇者――『火』の四天聖剣セイクリッドエッジフィオーレ・クゥエル。腰にさげた細剣レイピアは熾天使セラフ級奇蹟兵装『ミカエル』だ。

「無事で何よりだ、ルドミラ」

「新たな魔王とやらは、なかなか手ごわそうだネ」

　さらに、その後ろには二つの影がある。

「君たちまで――」

『水』と『地』の四天聖剣セイクリッドエッジ。

　最強の勇者四人が、この場に集まっていた。




　ルドミラの記憶は、一面の炎から始まる。

　目の前に広がる炎。

　家々を焼く炎。

　魔族たちが吐き出す、炎。

　故郷の町は――魔族の軍団に焼き払われた。

　屈強な猟師だった父は、貪り食われた。

　優しく美しかった母は、いたぶり殺された。

　明るく楽しかった隣家の家族も、一緒に遊んだ近所の子供たちも、道端でいつも挨拶をしていた大人たちも――一人一人むごたらしく、まるでゲームでも楽しむように殺されていった。

　家の地下室に隠れていた五歳のルドミラの元にも、魔族はやって来た。

　殺される――。

　恐怖と絶望で心が壊れそうになったそのとき、彼女の元に翡翠色の光の柱が降り立った。

　熾天使セラフ級奇蹟兵装『ラファエル』。神に選ばれし者――勇者だけが手にすることのできる、聖なる神の武具。

　圧倒的なその力を手にしたルドミラは、魔族を皆殺しにした。

『あたしは、魔族を許さない』

　小さな体を返り血に染めながら、心の奥底から激しい怒りが燃え盛るのを感じた。

　大切な者を失った悲しみよりも、深く。

　大切な場所をなくした虚無感よりも、深く。

　ただ魔族に対する怒りだけが、彼女の心を支配していた。

　ゆえに、ルドミラの魔族に対する心情は一つだけだ。

　滅ぼす――。

　シンプルな、たった一つのその衝動が勇者ルドミラを今も突き動かしている。




「魔王など、我ら四天聖剣セイクリッドエッジの力をもってすれば敵ではない――そう言って飛び出したアナタが、手ひどくやられたものですネ」

『地』の四天聖剣セイクリッドエッジ――全身鎧の騎士が淡々と告げた。

「いや、それだけ今の魔王が強いということだろう。違うかい、ルドミラ？」

『水』の四天聖剣セイクリッドエッジ――魔法使いを思わせるローブ姿の青年が慰めるように言った。

「あたしは魔軍長クラスにだって引けを取らない自信があるわ。でも魔王は――」

　ルドミラが唇を噛みしめる。

「まるで歯が立たなかった。戦闘能力の次元そのものが違う」

「弱気だナ。それなら、ワタシたちもさらなる力を手に入れればいいだけ。違うかナ？」

「さらなる力……？」

　眉を寄せるルドミラ。

「『神託』があったのだヨ」

「神が、我らに新たな力を授ける、と」

「わたくしたちとともに『大聖堂カテドラル』へ行きましょう、ルドミラさん」

　フィオーレが気品のある笑みを浮かべた。

　大聖堂――それは勇者ギルドの上層部だけが入ることを許された聖域中の聖域だ。四天聖剣セイクリッドエッジと呼ばれるルドミラでさえ、そこに入ったことはない。

「『大聖堂』……に？」

　ごくりと喉を鳴らす。

「戦いは新たな領域へと移る――そのために、俺たち四人はさらなる力を手にする必要がある」

「そして、ワタシたちこそが魔王を討つ真の勇者となるでショウ」

「熾天使セラフ級の奇蹟兵装を持っていると、魔界には入れない――その対策も進めるそうですわ」

（さらなる力……か）

　ルドミラは拳を握りしめた。

　完敗した屈辱は、必ず晴らす。魔族は、すべて滅ぼす。

　そう、あの日の誓いを果たすために。

　あの日から、ずっと消えない怒りの衝動のために。

「あたしも行くわ。もっと強くなってみせる――」
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　その後も、俺はステラに実験に付き合ってもらった。だけど結局、魔王剣の欠片についてはよく分からないままだった。

　……帰ったら、ユリーシャにでも聞いてみるとしよう。

「じゃあ、リーガル配下の魔族を探そう。と、その前に――ステラはどの程度回復しているんだ？」

　あらためて確認しておく。

「もうかなり戻っているはずです。試してみますね」

　ステラは先の戦い――百の勇者が魔界に決死行をかけたときの戦闘だ――で魔力を大きく消耗している。千里眼を使う分には問題ないそうだが、戦闘に関しては十分に力を振るえない、と聞いていた。

　その後、少しずつ回復しているらしく、今はどの程度まで戻っているのか。

「――ふぅっ」

　小さく気合を入れるステラ。

　その全身が青白いオーラに包まれた。

　長い銀色の髪がはためき、額に現れた第三の瞳が黄金の輝きを放つ。

　なるほど、以前よりもかなり魔力が上がってるな。

　俺の魔力感知能力はそこまで高くないが、それでもはっきりと分かる。並の魔族をはるかに凌ぐ魔力量だ、と。さすがは魔軍長といったところか。

「七割、というところでしょうか」

　これでも七割なのか。

　ステラは全身を覆うオーラを消した。

「先ほどのような四天聖剣セイクリッドエッジクラスならともかく、並レベルの勇者が相手なら問題なく戦えます」

「分かった。俺もできるかぎりフォローするけど、いざというときは最低限自分の身を守ってくれ」

「申し訳ありません。本来なら私がフリード様をお守りしなければいけないのに……」

「謝ることはない。お前を同行者に選んだのは俺だ。それに千里眼で十分役に立ってもらってるからな」

　すまなさそうなステラに、俺はにっこり笑ってみせた。

「――こちらに近づく気配があります。敵ではありません」

　ふいに、彼女が表情を引き締めた。

　俺は魔王の仮面をつけて、接近する者たちに備えた。

　ほどなくして、背後の茂みに気配が生まれる。振り返ると、闇の中に赤い輝きがいくつも浮かんでいた。

　彼らの、眼光だ。

「リーガル配下の魔族か？」

　俺は闇に向かって声をかけた。

「先王ユリーシャは討たれた。俺はその後を継いだ新たな魔王。名をフリードと言う」

　俺は彼らに見えるように右手を掲げた。手の甲に魔王紋を浮かび上がらせる。

「おお、魔王様だ！」

「魔王フリード様！」

　歓喜の声が唱和する。

　闇の中から二十ほどの魔族が現れた。骸骨型の者、不定形の幽霊のような姿、ゾンビタイプ……いずれもアンデッド系の魔族だ。

　傷を負っている者も少なくなかった。

　アンデッドは物理的なダメージで死ぬことはない。だがコアを砕かれたり、聖属性や浄化系統の攻撃を受けると脆い。

「ステラ、傷を負っている者の手当てはどうすればいい？」

　アンデッドって回復呪文を受けると、逆にダメージを負うと聞いたことがある。

「アンデッドの場合、エネルギー源である闇の魔力を直接与えるのが一番早いかと思います」

「なるほど、闇の魔力か……」

　俺は集中して魔力を高めた。

「傷を負った者は、これで補給してくれ」

　と、黒い豆粒のような光を放った。闇の魔力を凝縮したものだ。彼らにとっては一種の栄養剤といったところか。

「おお……」

　それを受け取ったアンデッドたちは、一様に歓喜の声を上げた。

「力が……みなぎる……！」

「この魔力……濃厚で、コクがあって……美味い」

「極上だ……極上の味だ……」

　そうなのか？　アンデッドの感覚はよく分からない。

「ありがとうございました、魔王様」

　回復したらしいアンデッドたちがいっせいに頭を下げた。

「さすがは魔王様です！」

「さすまお！　さすまお！」

「さすまお！　さすまお！」

　……お前らもするのか、さすまおコール。

　もしかして以前から魔界で流行ってたんだろうか、これ。




　さすまおコールが落ち着いたところで、俺はアンデッドたちに現状を報告してもらった。

「勇者ルドミラの攻撃で、主戦力は壊滅しました……」

　彼らの顔は暗い。

　といっても、アンデッドだからもともと暗いといえば、それまでなんだが。

「霊魔衆れいましゅうの三人ですら、一瞬で殺されて……後は総崩れです」

「残った者たちは散り散りに敗走……我々もそうして逃げてきました」

　霊魔衆というのは、リーガルの側近を務める三人の魔族のことだったな。かなりの力を持つ魔族だと思うが、たぶんルドミラに倒されたんだろう。

「お前たち以外に逃げ延びた者は？」

「分かりません。ただ……私たちは、先ほど勇者と魔族の大きな魔力のぶつかり合いを感知したので、援軍だと判断してここに来ました」

「ですから、他の者たちもいずれここに向かって来るかもしれません」

　と、アンデッドたち。

「なるほど。俺とルドミラの戦いがお前たちを呼び寄せる形になったわけか……」

　言って俺はステラを見た。

「こっちに近づいて来る魔族を感知できるか？」

「やってみます」

　ステラが立ちあがった。その瞳に第三の瞳が浮かび上がる。

「向かって来る魔族の集団は全部で三つ。距離はいずれも数十キロ程度ですね」

　と、ステラ。

「移動速度から考えると明日中には、どの集団も私たちの元にたどり着くと思われます」

「分かった」

　俺はアンデッドたちに向き直った。

「じゃあ、彼らがやって来るまでここに留まろう。合流したら次の行動に移る。お前たち、それでいいか？」

「もちろんです」

「魔王様は俺たちがお守りします」

　意気込むアンデッドたち。

「戦いの疲労もあるだろうから、まず休んでいてくれ」

　俺は彼らをいさめる。

「ステラは定期的に周囲を監視してほしい。勇者軍が俺たちか、ここに近づく魔族集団のどれかに向かうようなら、すぐに報告を」

「承知いたしました」

　ステラが頷いた。
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　――その後、半日以上が過ぎた。

　ステラには千里眼を使って定期的に状況確認してもらっている。

　今のところ、勇者たちが近づいて来る様子はなかった。

　俺たちを見つけられないのか。それとも警戒して、簡単には近づいてこないのか。

　どちらにせよ油断は禁物だ。

「ふうっ」

　何十回目かの千里眼による索敵を終え、ステラが大きく息を吐き出した。

「大丈夫か、ステラ」

「少し疲労はありますが……平気です」

　ステラが微笑む。

　よく見ると目の下に少し隈ができていた。顔色も心なしか青白い。

「……悪い。お前を酷使しているな」

　千里眼がなまじ便利なだけに、つい頼ってしまった。

「そのお気遣いだけで十分です、フリード様」

　ステラが笑みを深めた。

　俺にも千里眼クラスの魔法が使えればいいんだが。

　敵を探知する魔法『サーチ』なら使えるが、効力はステラよりも劣っている。直接攻撃能力なら歴代魔王最強レベルの魔法を使えても、万能とはいかないらしい。

　と、

「――フリード様、どうやら到着したようです」

「別のアンデッドたちか」

　俺の言葉が終わらないうちに、茂みの向こうから魔族の一団が現れる。最初に合流した連中と同じく、骸骨型や幽霊型などだ。

　ほどなくして、二つ目や三つ目の集団とも合流できた。

　その総数は、全部で二百ほど。傷を負っていた者には、俺が闇の魔力を分け与えて回復させた。

　……例によって、また『さすまお』コールが起きたのは言うまでもない。

「よし、とりあえず残存部隊は集まったな」

　俺はアンデッドたちを見回した。

　さて、これからどうするか――。

「――魔王様！」

　ステラが不意に叫んだ。

「勇者たちがすぐ近くまで迫っています。いつの間に、ここまでの距離に――」

　俺も仮面の下で表情を引き締める。

「千里眼を使うタイミングの隙間を縫って、近づいていたのか」

「逃がさんぞ、魔族ども！」

　声とともに、眼前の景色が蜃気楼のように揺らいだ。

　同時に、七人ほどの戦士や騎士が姿を現す。姿を隠すスキルを持つ『迷彩系』や『隠蔽系』の奇蹟兵装だろうか。

　さらに、その後ろから数百の兵たちがやって来た。

「申し訳ありません、魔王様。私の失態です」

　ステラが唇をかむ。

「いや、千里眼だって永続的に使うことはできないし、隙を突かれるのはしょうがない」

　それに、こうなることも予想してなかったわけじゃない。

「ステラたちは下がっていてくれ」

　言って、俺は前に出た。

「奴らは俺が対処する」

「魔族め、覚悟しろ！」

「先頭の奴は魔王だぞ、絶対に逃がすな！」

　勇者たちが気勢を上げる。

　その手には破壊の剣アロンダイトや水流の槍ウンディーネ、大地の斧ベフィモスなどの武器が見えた。

　いずれも智天使ケルビム級や座天使ソロネ級――最強の熾天使セラフ級ほどではないが、かなり強力な奇蹟兵装である。

　もちろん、俺だけなら彼らを問題なく退けられる。

　が、ステラやアンデッドたちに攻撃の被害が及ばないようにしなければならない。

　ここは気を抜かずに――、

「退け」

　先制攻撃で数百の魔力弾を放った。

　爆光と衝撃波が弾け、迫り来る勇者を、兵たちを、次々に吹っ飛ばす。

「ぐあ……ぁぁ……」

　場に苦鳴が満ちた。

　命を奪うほどではないが、しばらくは動けない程度のダメージを与えておいた。

　まずは威嚇だ。勇者が何人集まろうと、魔王には絶対敵わない――。

　そんな恐怖心を植えつければ、多少なりとも抑止力になるだろう。

　敵は皆殺しだ、と即座に割り切れるほど、俺は冷徹になれなかった。

　だからといって、何がなんでも殺したくない、とも考えない。

「退くならば、よし。あくまでも立ち向かうなら、我も容赦はしない」

　魔王としての口調で言い放つ。知り合いがいないとも限らないから、声を低く抑え、少しでも印象が変わるようにしておく。

「肉も、骨も、魂までも――滅びる覚悟がある者は来るがいい」

「うう……」

　おびえた顔で後ずさる勇者と兵たち。戦意喪失した様子だった。

　と、

「――覚悟なら、ある」

　彼らの最後方から、一人の勇者が進み出る。

　まだ他にも勇者がいたようだ。しかも他の連中とは違い、臆した様子がない。

「もとよりその覚悟で戦場に立っている。私が相手だ、魔王」

　銀髪に銀の口髭。落ち着いた雰囲気を漂わせた、壮年の戦士だ。

　がっしりとした体格で、両手に一本ずつ巨大なハンマーを持っている。

「お前は……！」

　そいつの顔には見覚えがあった。

　ウルバーノ・レイス。

　勇者の任務で何度も一緒になったことがある。真面目で責任感が強い奴だった。勇者としての使命感に燃え、愚直なまでに戦う男だった。

「地上の愛と正義を守るため――私がお前を討つ」

　嫌いじゃなかった、こいつのことは。

　同じ四十代であり、親近感もあった。

　その戦いぶりや勇者としての活動には敬意を払っていた。

　だが、敵として立ちはだかるなら――。

「魔王に刃向かったことを後悔するがいい」

　仮面越しに、かつての戦友を見据えた。

　戦う決意も、覚悟も、揺らがない。

　俺の背後には、守るべき者たちがいるんだ。

　相手が誰であれ、退かないなら――倒さなければならない。

「お前は、強い。あの四天聖剣セイクリッドエッジルドミラでさえ勝てなかった」

　ウルバーノが険しい表情で俺をにらんだ。

「だが勇者たる者、敵がいかに強大であろうと退くことなどありえない。私の命に代えてもお前を倒す」

「無理だ。お前には」

　傲然と言い放つ俺。

「たとえ私がここで倒れても、お前に一つでも傷を与えれば――きっと後の者が続いてくれる」

　ウルバーノが左右のハンマーを構えた。

　智天使ケルビム級奇蹟兵装『ミョルニル』。雷を操る能力を持った武具である。

「その礎になれればいい」

「頑固な奴だ」

　相変わらず……だな。

「行くぞ、魔王！」

　つい感慨にふけっていると、ウルバーノが地を蹴って突進してきた。

　フェイントも牽制も何もない、まっすぐな動き。いかにもこの男らしい、愚直なまでの正攻法だった。

　左右のハンマーが大きく弧を描き、重量感たっぷりに打ちこまれる。だが俺の反応速度の前では、遅すぎる。体をよじってかわし、反撃の拳を繰り出した。

「何っ……？」

　だがカウンターのタイミングで繰り出した俺の拳を、ウルバーノは身軽に避けた。

　ふたたび打ちこまれる左右のハンマー。体勢が崩れている俺は、無理をせずバックステップした。

「見えているぞっ」

　それを予測していたように、ウルバーノがさらに踏みこむ。

　こいつ――まるで俺がどう動くのかを知っているような攻撃だ。

「『バレット』」

　光弾を放って迎撃する。

「ちいっ」

　舌打ち混じりに跳び下がるウルバーノ。

「お前の動きは、ザイラス流剣術に似ている」

「……！」

　俺は仮面の下でわずかに顔をこわばらせた。

　確かに、ザイラス流剣術は人間だった頃の俺が使っていた流派だ。その動きの癖が、魔王になった今でも出ているんだろう。

　考えてみれば、不思議な話でもない。

　ただ、今まで魔法主体で戦っていたし、たいがいの相手は一撃でカタがついていた。

　そのせいで、自分の体術の癖にまで考えが及んでいなかった。

「……お前を見ていると、あの男を思い出す」

　ウルバーノが鋭い瞳で俺を見据える。

「魔王を倒すために魔界へ行き――そのまま帰ってこなかった戦友を」

　その眼光が魔王の仮面を通して、突き刺さるように感じた。

　まさか、俺がフリードだと感づき始めているのか……？

　いや、いくらなんでも動きの癖が似ているだけで、そこまで見抜けるとは思えない。

　それに……仮に気づかれたところで、どうということもない。

　どのみち、俺にはもう人間界とのつながりなんてない。一番大切だったつながりは、すでに断ち切った後だ。

「動揺が見えるぞ、魔王！」

　咆哮とともに、ウルバーノが迫っていた。

　ちっ、反応が遅れた――。

　自分自身に苛立つ。

　戦場で、戦い以外のことに思考が惑わされるとは……！　俺はまだ『人間』に未練を残しているのか――。

「猛れ、『ミョルニル』！　雷神の槌サンダーストライク！」

　左右の槌から雷撃が放たれた。

　俺はとっさに魔力障壁を張って、それを弾く。

「くっ……」

　ダメージは受けないものの、雷撃の勢いに押されて十メートル以上吹き飛ばされた。

「魔王が後退したぞ！　全員、撃て！」

　すかさず叫ぶウルバーノ。

「『ウンディーネ』――水流槍撃アクアスピア！」

「『ベフィモス』――地裂の一撃グランドブレイク！」

「『アロンダイト』――破閃斬バーストスラッシュ！」

　勇者たちが奇蹟兵装で次々とスキル攻撃を撃って来る。

　狙いは、ステラやアンデッドたちだ。

「『ホーミングバレット』！」

　俺は数十個の光弾をいっせいに放った。光弾群は自らの意志を持つように宙を舞い、勇者たちの攻撃を相殺する。

　こいつは追尾型攻撃魔法『ホーミングレイ』の迎撃特化バージョンである。

「ふうっ……」

　間一髪――。

　ステラたちに勇者の攻撃が届く前に、すべて撃ち落とすことができた。

　だが、今のを防いだとはいえ、まだ脅威は去っていない。勇者たちはなおも各々の武具を振りかぶり、次の一撃を放とうと精神力エネルギーをチャージしていた。

「魔王様、私も援護いたします！」

「俺たちだって！」

　ステラやアンデッドが、魔力弾と瘴気弾を撃つ。

　が、勇者たちが第二撃を放ち、あっさりと吹き散らす。荒れ狂った攻撃の余波が、ステラやアンデッドたちに押し寄せた。

「させるか――」

　俺はふたたび『ホーミングバレット』を放ち、それらを撃ち落とした。

「どこを見ている、魔王！」

　側面からウルバーノが向かって来る。

　ちっ、乱戦だとやりづらい……！

「退け、と警告はしたぞ」

　俺は静かに告げた。

　魔王の破壊魔法は強力すぎて加減が難しい。一歩間違えれば、味方にまで被害が出かねない。

　だがやらなければ、やられる。

　やらなければ――誰も守れない。

　俺は無事でも、ステラやアンデッドたちが殺されるかもしれない。

「それでも、なお向かって来るなら――容赦はしない」

　確実に、勇者たちだけを倒すんだ。

　感情を殺せ。思考を殺せ。理性を殺せ。

　人間を倒すための――殺すための存在になりきれ。

「『サンダーアロー』」

　俺の前方に百を超える雷の矢が出現した。

　対集団狙撃型の雷撃魔法。追尾タイプの『ホーミングレイ』あたりと比べると命中精度が落ちるが、威力はこちらの方が上である。

　集中する。

　集中を、高める。どこまでも。

　必要なのは精密なコントロールだ。

「魔王の魔法だ、撃ち落とせ！」

　勇者たちの奇蹟兵装から水流が、岩の塊が、斬撃波が、次々と飛んできた。俺の放った矢群が突き進み、それらをまとめて撃ち抜く。まばゆい爆光が視界を埋めつくした。

「がっ!?」

「ぎゃあっ！」

　勇者たちは一人残らず、雷撃の矢に貫かれて絶命した。

「悪魔め……っ！」

　いや、一人だけ致命傷を免れた者がいる。

　倒れたウルバーノが、俺をにらんでいた。

『ミョルニル』の雷撃である程度ダメージを打ち消したか。

　とはいえ、瀕死のようだった。全身にひどい火傷と裂傷を負っている。

「はあ、はあ、はあ……たとえ、私たちが倒れても、勇者はまだいる……」

　苦しげな息の下で、ウルバーノがうめいた。

　すでに死相が浮かび始めた顔で。

「悪が栄えたためしはない……いずれお前たちは滅びる……後は、仲間たちに……託……す……」

「滅びはしない。俺が、全部守り抜く」

　俺はウルバーノに歩み寄り、手をかざした。

　手のひらに魔力の光が灯る。

「眠れ――勇者よ」

　魔力の光が弾け、ウルバーノの体は跡形もなく消え去った。




　俺はステラやアンデッドたちと、いったん魔界に戻ることにした。

　奪われた三王国は、俺の力なら再奪還することは可能だろう。

　だけど奪い返したところで、俺がずっと人間界に留まって、そこを守り続けるってわけにもいかない。魔界をいつまでも留守にはできないからな。

　かといって、アンデッドたちを置いても、ルドミラみたいな強力な勇者が来たら、蹴散らされるだろう。

　対抗するには、残存戦力が少なすぎる。

　――というわけで、ここは撤退だ。
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「お帰りなさい、魔王様～！」

　魔王城まで戻ると、リリムたち警備兵が出迎えてくれた。

「ああ、今帰った」

　手を振って応えると、みんなが嬉しそうな歓声を上げる。

　一緒に連れ帰ったアンデッドたちはリーガルの軍へ戻ってもらった。

「ありがとうございました、魔王様！」

　全員、何度も俺に礼を言って去っていった。

　そのリーガルは出張でばっていて留守だ。以前、魔界に攻めてきた勇者の残党がいないか、定期的に巡回してくれているのだった。

　俺は俺で、やるべき仕事を片付けていかないとな。

　ただ、今日は少し休ませてもらおう。

　俺は私室に戻った。

　魔王の私室は二つあり、一つは純粋にプライベート用のもの。

　もう一つは、私室という名目だが、実際は先代魔王ユリーシャの精神体が住む部屋だ。

　俺が戻ったのは、もちろん前者の私室である。

　仮面を外し、ローブを脱いでベッドに横になる。

「ふう……」

　天井を見上げて、ため息をついた。

　人間界での数日で色々なことがあった。

　四天聖剣セイクリッドエッジルドミラと戦ったこと。

　ライルと再会したこと。

　奴に二つの罰を与え、決別したこと。

　ステラたちを守るため、ウルバーノを始めとする勇者たちを殺したこと。

　俺はもう一度ため息をついた。

　色んな思いが湧き上がる。

　単純な怒りや悲しみじゃない。達成感や高揚感でもなければ、失望感や虚無感でもない。

　それらが混じり合って、胸の中で渦巻いている。

　……その日は、あまり眠れなかった。




　翌朝。

「ちょっと留守にしただけでも、けっこう溜まるもんだな……」

　執務室の机には、書類が大量に積まれていた。

　二日ほど留守にしただけなんだが……。

「フリード様はお疲れでしょう？　こういったことは、私が処理しますので」

　ステラは書類仕事モードなのか、眼鏡をかけていた。

　一方の俺は、二人きりなので仮面を外している。

「一通りチェックしておきます。最終確認はお願いできますか」

「ありがとう。いつも助かる」

「何をおっしゃるのです。あなたは今回も多くの魔族を救ってくださいました。せめてこれくらいのことはさせてください」

「お前だって疲れてるだろ。千里眼を酷使してたはずだし、そもそも魔力が全回復してないだろうし」

　ステラにこそ休みをやるべきだな。

「あまり眠れなかったのですか？」

　彼女が俺を見つめていた。

「いや、大丈夫だ」

「……ご無理はなさらずに」

　ジッと見つめて来るその瞳には、優しげな光が宿っている。

「私でよければ、なんでも話してくださいね」

「……ありがとう」

　でも、まだ大丈夫だ。

　――それから、俺とステラは書類仕事を始めた。

　勇者のときは魔族と戦うような任務がほとんどだったから、執務室にこもって仕事をする時間、というのはやっぱり新鮮な感じだ。

　ステラがチェックし、俺が決裁のハンコを押す。

　各地方からの予算請求書、人事や財政などの各種承認書、軍務やら式典関係やら……王の仕事ってこんなに色々あるのか。

　黙々とやっているうちに昼になった。

「……それにしてもチェックが早いな」

　気が付けば、三十箱以上あった書類も残り半分以下だ。

「眼魔がんまは、視力だけでなく思考速度や反応速度にも優れた眷属ですので。こういった仕事は得意なんです」

「眼魔って？」

「私の種族名です」

　ステラってそういう種族だったのか。

　こん、こん、と扉がノックされた。

「昼食をお持ちしました」

　仕事が溜まっているため、今日は執務室で食事をすることにしたのを思い出す。

「ありがとう。入ってくれ」

　俺は仮面をつけ、扉の向こうに呼びかけた。

「失礼いたします～」

　魔族の少女がワゴンを持って入ってきた。

　外見年齢はステラと同じくらいだろうか。緩くウェーブがかかったセミロングの紫髪に、眼鏡をかけた地味な容姿をしている。

　頭には白いカチューシャ、さらに白と紺のエプロンドレスというメイド服姿。胸元はぱつんぱつんに膨らんでいて、思わず目を奪われそうになった。

「ご苦労。ここまで運んでくれ、イレーネ」

　ステラが指示する。

「はい、お嬢様～」

　イレーネと呼ばれたメイド魔族はワゴンを押して進んだ。

「なんだ、お嬢様って？」

「ステラお嬢様は、魔界五大貴族の一つ、アーゼルヴァイン家の正統な後継者なんです～。私はお屋敷でもステラ様にお仕えしておりますので……つい、普段の呼び方が出てしまいました、ふふ」

　イレーネが一礼して答える。

「ステラって貴族だったのか……」

　さっきの眼魔のことといい、まだまだステラについて――いや、魔族について知らないことがいっぱいあるな。

　五大貴族ってなんだろう？　名前からしてかなり高い地位にありそうだ。

　ただ、魔族にとっては常識的な知識かもしれないし、うかつには聞けない。後でステラと二人になったときにでも教えてもらおう。

「そこに並べてくれ」

「はい、お嬢様」

　ステラが言うと、イレーネは手近のテーブルに配膳した。

「あ、ステラもどうだ？　腹減ってるだろ」

　言ってから、イレーネと目があった。

　メイド魔族は眼鏡の奥の瞳を輝かせ、チラチラとテーブルの上の料理を見ている。

「……おいしそう、じゅるり。いいなぁ、食べたいなぁ……」

　心の声がだだ漏れだ。

　まあ、確かに美味そうだよな。

「えっと……イレーネも食べるか？」

「わあ、本当ですか～？　嬉しいですぅ」

　豊かな胸をぶるんと震わせ、はしゃぐイレーネ。

「よろしいのですか、魔王様」

「せっかくだし、いいだろう」

　たずねるステラに答える俺、

「ありがとうございます、魔王様っ」

　イレーネは嬉しそうにぴょんっと跳びはねた。

「王の御前だ。控えよ」

「うふふふ、お嬢様、お仕事モードですねぇ」

「職場ではお嬢様ではなく魔軍長と呼ぶように」

「あらあら、まあまあ」

　穏やかに微笑むイレーネ。

「いいじゃないか、ここには三人しかいないんだし、肩の力を抜いていこう」

　俺が二人に言った。

「ステラだって昨日まで人間界にいて、気を張り詰め通しだったろ？」

「……魔王様が仰せならば」

　頷くステラ。

　その後、俺たちは三人で昼食を取った。人間界にいたときは気が張っていたし、こうして落ち着いて食事ができるのはいいもんだ。

「お嬢様、その卵焼き食べないならもらっていいですか～」

「駄目だ。これは最後の楽しみに……って、待て。こっそり持っていこうとするな」
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「うふふ、見つかってしまいました～」

「まったく……あ、そこの煮つけも私のだからな。お前はさっき食べただろう」

「育ち盛りなのでお腹がすくんです～」

「しょうがない。半分こだ」

「わーい、お嬢様優しいです」

「お嬢様じゃなくて魔軍長……いや、魔王様のお許しがあるから、そっちの呼び名でいいのか」

　そんな二人のやり取りが微笑ましい。

　俺はほっこりと癒されながら、昼休みのひと時を過ごしたのだった――。




　夕方近くになり、ようやく平常業務が終わった。

「本当にありがとう、ステラ。お前がいないとどれだけ時間がかかったことか……」

「お役に立てて何よりです」

「というか、お前がいないと立ち行かないな。感謝する」

「そんな……」

　ステラは照れたようにはにかんだ。

「ゆっくり休んでくれ。俺はちょっと寄りたい場所がある」

「寄りたい場所……ですか？」

「ああ、ちょっと……な」

　この後、ユリーシャに会いに行くつもりだった。

　魔王剣の欠片のことを聞いておきたい。




　執務室を出た俺は、城の最上階に向かって進んだ。

　ゆるやかなカーブを描く回廊――その先の部屋は、公的には俺の私室ということになっている。

　が、実際にそこにいるのは、先代魔王ユリーシャの精神体アストラルだ。

　以前にも一度、魔王の資格を継承するために呼び出されたのだが――。

　彼女はこの城に留まりたいということだったので、その後もこの部屋で過ごしてもらっているのだった。

　俺としても、何かあったときの相談役として先代魔王が控えてくれるのは助かる。

　今回は、煉獄魔王剣ラーディスの欠片について聞くつもりだった。

　ライルとの戦いの際、俺の力が弱体化したのはなぜなのか？

　ステラに同じシチュエーションを再現する実験を手伝ってもらったが、そのときは強烈な弱体化はなかった。

　違いは――なんなのか。

　もしも敵対者が同じように魔王剣の欠片を持っていたら、苦戦を強いられるだろう。今のうちに対策を立てておきたかった。




「ほう、また来たのか」

　闇の中に、薄明りが灯ったような異空間。

　そこに一人の少女が立っていた。

　俺の腰辺りまでの身長。長い黒髪に愛らしい容姿。着ている黒ローブは丈があまってダボダボだ。

「教えてほしいことがあって来たんだ、ユリーシャ」

　俺は先代魔王ユリーシャに挨拶した。

　正確には、魔王が精神エネルギーで作った仮初めの姿――まあ、幽霊みたいなもんだ。

「ん？」

「魔王剣の欠片のことだ」

　俺は人間界での出来事について話した。

　ライルとの戦いで、奴が手にした欠片によって、俺の力が大きく削がれたことを。

「……ライルというと、あの小僧か。わらわを炎で焼き尽くした……おのれ」

　ユリーシャが怒りの表情を浮かべた。

「精神体でなければ、わらわ自らが人間界まで赴いて、生まれてきたことを後悔するほどの苦痛と絶望を与えてやるというのに……ぐぬぬぬ」

「罰なら、与えたさ」

　俺は小さく息をついた。

　生きている限り、永遠に続く激痛。

　そして奴の野望の終焉。

　ライルはもう……勇者としても人としても、再起不能だ。

「で、分からないことがいくつかある。まず、あいつが魔王剣の欠片を持っていたのは、なぜなんだ？」

「魔王剣はもともと、わらわとお主たちが戦った場所の近くに安置されていたからな。戦いの際に、欠けてしまったのかもしれぬ」

　ユリーシャが答えた。

「その欠片をあの小僧が持っていたんじゃろう」

「なるほど……」

　頷く俺。

「ライルとの戦いで魔王の力が弱まった理由は分かるか？」

「煉獄魔王剣ラーディス自体は武器というより祭具じゃからな。そのような機能はないはずだが……そもそも、わらわのときにはそんな現象は起きたことがないぞ。うーむ……？」

　ユリーシャが首をかしげる。

「ステラに持ってもらったときは、弱体化現象はなかったし……俺にも分からないんだ」

「……お主は元人間じゃからな。その辺りに関係があるのかもしれん」

　ユリーシャが俺を見据える。

「お前にも理由は分からない、ってことか」

「魔力の解析に長けた者がいれば、分かるかもしれんな」

「解析……」

「かつての魔軍長『極魔導マスター』ヅィラームならば、あるいは突き止められたか――だが、奴は先の勇者との戦いで討たれてしまった」

「もしかして、お前みたいに幽霊になってないかな？」

「誰が幽霊か！」

　ユリーシャの手から猛烈な勢いで炎がほとばしった。

　ごうんっ！

　大爆発が起こったが、俺は魔力障壁を張ったから無傷だ。

「いきなり呪文撃ってくるなよ」

　しかも最上級呪文の『メガファイア』だし。普通なら跡形もなく消し飛ばされてるぞ。

「このわらわを幽霊扱いしたからじゃ」

　幽霊みたいなものだと思うけど、そう言うと怒るんだったな、ユリーシャは。気を付けよう。

「他の魔族は死んだ後にそういう体を作れないのか？」

「わらわは特別製じゃ。元魔王じゃし、何よりも最上級の蘇生魔術を自分自身にかけておったからな。そのおかげで精神体としてこの世に留まれたにすぎん」

　ふん、と胸を張るユリーシャ。

「普通の魔族なら、殺されれば終わりじゃ。その辺りは魔族も、神も、人間も――大して変わらんよ」

「そうか……」

　俺は顎に手をあててうなった。

「地道に解明するしかない、か」

「対抗手段は常に模索して行くべきだろう。あとは――もう一つ手段があるぞ」

「もう一つの手段？」

「簡単なことじゃ」

　ユリーシャが上目遣いで俺を見つめる。

「お主を守ってくれる強力な味方を増やせばいい」

「味方……」

「その候補となるのは、まず魔軍長じゃろうな。お主の側にいるのは魔神眼ヴィジョンのステラと不死王ロードアンデッドリーガルか」

「ステラにはいつも助けてもらってるよ。リーガルは……あまり顔を合わせる機会がないんだけど」

　出会いからして、いきなり決闘だったしな。

「ふむ。リーガルは人間を憎悪しておるからの。お主が元人間だと知られないように気を付けよ」

「そうなのか？」

「魔族の中には、人を憎む連中が少なからずいる。その理由は様々じゃが……魔族による人間界侵攻は、彼らが主戦派となって行われておる」

　解説モードのユリーシャ。

「リーガルはその筆頭格じゃ。人間など、一人残らず滅ぼせばいい、と考えておるだろう」

「……そこまで過激なのか」

「後は獣帝ギガントロアゼガートと夢魔姫デッドチャームフェリア……二人とも一筋縄ではいかんぞ」

　その二人とはまだ連絡が取れていないな。

「強く、信頼できる臣下を側に置くことじゃな。一人でも多く」

　ユリーシャが笑う。

「ただし――足をすくわれぬように気を付けよ。王とは、本質的に孤独な存在だ」

　その笑みに、かすかな影がさした。
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　ユリーシャとの会談を終え、俺は執務室に戻った。

「魔王様！」

　その途中、ステラが走り寄って来る。

　休んでいてくれ、って言ったんだが――何かあったのか？

「事件です……っ」

　息を弾ませ、告げるステラ。

「事件？」

「王冠が盗まれました」

「……なんだ、王冠って」

　たずねる俺。

「もちろん、魔王様の王冠です」

「そんなのがあったのか」

　魔王に生まれ変わった際、俺はローブを身に付けていたし、杖もあった。だけど王冠は見てないな。

「ええ。戦時が続いたゆえ、まだお伝えできていなかったのですが……」

　言って、ステラが唇を噛みしめた。

「魔王様にお見せしようと、先ほど王冠を磨いていたのです。そこに犬が迷いこんできて――」

　述懐するステラ。

「あまりにも可愛いので、つい気を緩めてしまいました」

　可愛い犬なら気が緩むのもしょうがないな。

「あ、ちなみに私は犬派です」

「俺も犬派だ」

　猫は猫で好きだが。

「……すみません、話が逸れました。とにかく、その犬が突然本性を現しまして」

「本性……？」

「冥闇犬ヘルハウンドです」

　ステラが告げた。

「魔獣と化した犬は私の手から王冠を奪い、風のように去っていったのです……」




　ヘルハウンドは魔王城内を逃げ回っている、ということだ。

「ああ、申し訳ありません……」

　ステラがヘコんでいた。

「あれは代々の魔王様に受け継がれてきた大切なもの。それを奪われるなんて……」

「気にするな。すぐに俺が取り戻して来る」

　落ちこんでいるステラのためにも、な。

「ヘルハウンドの居場所を教えてくれ」

「承知いたしました」

　ステラは頷き、第三の瞳を開いた。千里眼でサーチしている。

「現在は王城の三階にいますね。警備兵たちが追いかけている様子です」

「よし、俺も行って来る」




　王城の三階に行くと、何人もの兵士が回廊を走っていた。

　ん、ヘルハウンドはどこだ？

「こいつ、速いぞ！」

「囲め……って、消えた!?」

「落ち着け、超速移動を繰り返して……いてて、噛まれた！」

　兵たちは大騒ぎだ。

　よく見ると、彼らの間で黒い閃光のようなものが見えた。

　もしかして――あれがヘルハウンドか？

　動きが速すぎて残像が見えていた。

　警備兵たちはそのスピードにまったくついていけない。やすやすと王城内に侵入を許してしまったのも、この圧倒的なスピードのせいか。

　と、ヘルハウンドが動きを止めた。

　全身が真っ黒な犬。体長は一メートルにも満たず、口に金色の王冠をくわえていた。

　ステラはこいつを魔獣だと言っていたが、外見は普通の犬と同じだな。丸っこくて、可愛らしい。

「あたしに任せて、魔王様っ！」

　進み出たのはリリムだ。

　兵たちを指揮して、ヘルハウンドを追い詰めていたらしい。

「絶対捕まえるんだからっ」

　闘志を燃やしているようだ。頑張れ、リリム。

「いつもより余計に伸びております～！」

　と、リリムがスライム化した腕をロープのように伸ばす。

　スルスルと伸びていった腕が、猛スピードでヘルハウンドに迫った。

「……うそ、速い～!?」

　だが、犬はすぐに加速して、リリムの腕をすり抜けてしまう。

　まだスピードアップできるのか。

　俺だけはかろうじて目で追えたけど、他の兵たちは反応できないみたいだ。リリムのスライム腕もむなしく宙をつかむのみ。

「くそ、捕まえろ！」

「魔王様の王冠を！」

　兵たちがいっせいに追いかけた。ヘルハウンドはそれをあざ笑うようにスルスルッと彼らの間を通り抜けてしまう。

「『シェルター』」

　俺は魔力で半径数メートルほどのドームを作る。

　ヘルハウンドの動きが止まった。

「これで逃げられない」

　俺はじりじりと距離を詰めつつ、同時にシェルターの範囲を狭めて行く。

　いくらこいつが速くても、超速移動できるスペースを限定してしまえば、どうってことはない。労せずして捕まえることができた。

　――と思ったら、

「がうっ」

　小さく吠えて、ヘルハウンドの体が浮き上がった。

「こいつ……？」

　次の瞬間、俺に捕まえられた体勢のまま、ヘルハウンドが猛スピードで飛翔する。魔力の壁に向かって――。

　体当たりで突き破るつもりか。

　俺は急いで『シェルター』の魔法を解除した。

　魔王の魔力で作った壁は、体当たりくらいで破れないだろう。けど、ヘルハウンドが怪我をするかもしれないからな。

「がううっ」

　ヘルハウンドは俺ごと城の窓から外に飛び出し、空中を一直線に進んだ。

「おい、どこに行くんだよ」

　俺は振り落とされないように捕まっている。

　風圧や空気との摩擦熱に備えて、魔力の防御フィールドを張っておいた。

　ヘルハウンドは飛び続けた。高度千メートルくらいの地点まで跳び上がり、そこから前進。ぐんぐん加速して行く。

「こいつ、俺を振り落とすまで飛ぶ気か？」

　捕まえたまま地面に下ろしたいところだが、適当な魔法が見つからない。

　その間も飛行スピードは上がり続ける。

　周囲の空気が赤熱化し、俺たちは赤く光る尾を引きながら空を翔けた。

　そうこうするうちに、眼下の景色が変わる。

　一面の草原から荒野へ。さらに黒い霧がわだかまる、闇のふきだまりのような氷原に。

「ここは……？」

　一面に広がる、氷の白と霧の黒。

　魔王のローブには耐寒機能があるのか、少し肌寒い程度だ。

「魔界の外縁部まで着いちゃったみたいだね」

　ヘルハウンドがこっちを見ている。

「お前、しゃべれるのか」

「ボクを誰だと思ってるの？　普通の魔族よりずっと賢いよ」

　ふん、と鼻を鳴らすヘルハウンド。声音も口調も、十代の少年みたいな感じだ。

　ヘルハウンドは飛行スピードを緩め、やがて空中で停止した。

「外縁部……って、魔界の端っこか？　こんな景色なんだな……」

　初めて目にする場所だった。

　魔界は、簡単にいえばひし形をした巨大な陸地だ。王都を囲むように東西南北の四地方が広がっている。陸地の外縁部は未踏の区域も多く、まだまだ謎が多いんだとか。

「えっ、知らないの？　君、新しい魔王だよね」

　そう言われても、魔王になって日が浅いからな。

　魔界の地理は、まだまだ分からないことも多い。

「ん、その匂い……もしかして、元人間？」

　ヘルハウンドが金色の目を細めた。

　ぎくりとする。

「あ、図星だ～……ふーん」

　がるる、とうなるヘルハウンド。

「しかも君、体の中に神の力を隠し持っているでしょ。それも匂いで分かるよ」

「神の……力？」

　なんのことだ？

「新しい魔王様に挨拶しようと思ったんだ、本当は」

　ヘルハウンドがまた鼻を鳴らす。

「王冠を盗んだのも、君をおびき寄せようと思って」

「なんで、わざわざそんな真似をしたんだよ」

　普通に会いに来ればいいだろうに。

「ちょっとした悪戯心だね」

　ヘルハウンドがあっけらかんとした口調で言った。

「だけど、気が変わった。ボクは誇り高き魔王専用乗騎。元人間に背を貸すわけにはいかないなぁ」

「……そうか」

　まあ、無理強いしてもしかたない。

「代わりの魔竜もいるし、そっちに乗るよ」

「えっ、いいの、それで？」

「いや、お前が俺を乗せたくないって言ったんだろ？」

「いやいやいや、そこは引き留めるところでしょ」

　力説するヘルハウンド。

「『俺の乗騎はお前しかいない』『頼むから乗せてくれ、我が生涯の相棒よ』とかそんな感じの台詞、あるでしょ？　あるでしょ？」

「乗せたくないって言ってる奴に、無理強いするわけにもいかないだろ」

「そこは粘ってよ！　頑張ってよ！　すがりついてよ！　頼むよ頼むよ～！」

　どんどん必死な態度に変わっていくヘルハウンド。

　こいつ……もしかして、構ってちゃんなのか？

「そうだ、こうしようよ。ボクが君を魔王にふさわしい逸材か試すってことで」

「俺は別に」

　気が進まない。

「元人間とはいえ、紋章を受け継いだ魔王であることに代わりはない。ならば、その力を示し、我を従えてみせよ……！」

「聞けよ、人の話を」

「じゃあ、始めよっか」

　次の瞬間、ヘルハウンドの全身からすさまじいエネルギーが放出された。

「っ……!?」

　不意打ちの圧力に吹っ飛ばされる俺。

「『ウインドバーニア』」

　空中で風の呪文を使い、姿勢制御。落下のスピードも緩めて、ゆっくりと着地する。

「あれは――」

　見上げると、ヘルハウンドは真っ黒なオーラに包まれていた。

　ばちっ、ばちっ、と赤いスパークをまき散らしながら、その体が巨大化する。

　黒い鱗に覆われた巨躯。皮膜状の翼。鋭い爪と牙。

「お前は――」

「ボクは冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダ」

　ヘルハウンド改め、漆黒の竜が厳かな口調で告げた。

「代々の魔王に従い、その乗騎として数多の戦場を翔け抜けた――最強の竜種さ」

「それがお前の本来の姿か……！」

　さすがに最強の竜種というだけあり、すさまじいプレッシャーが吹きつけて来る。

「さあ、覚悟を決めるんだね。ボクを力で屈服させてみなよ」

　牙の端に王冠を引っかけたまま、竜が挑発的にうなった。

「この王冠を君が奪えたら、ボクは負けを認めよう。ただし――」

　ごくん、と王冠を飲んでしまう。

「このとおり、ボクを倒さない限り、王冠は渡さないけどね」

　王にふさわしい力を示して、従える――リーガルのときと同じような要求か。

「俺は別の竜に乗るって言ってるだろ」

「怖いの、ボクが？」

「だってお前、構ってほしいだけだろ？」

「か、かかかかかか構ってちゃんじゃないんだからねっ」

　めちゃくちゃ動揺する竜。

　図星だと白状しているようなものだ。

　――とはいえ、だ。

　魔王の専用乗騎というからには、今まで乗騎として使っていた魔竜よりもたぶん高い能力を持っているだろう。

　魔界の巡回や戦闘時などに、高速移動手段は重要だ。できるなら、より優秀な竜を乗騎として確保しておきたい。

　それに、何よりも、




『強く、信頼できる臣下を側に置くことじゃな。それも、一人でも多く』




「――だったよな、先輩魔王様」

　ユリーシャの言葉を思い返す。

「俺が力を示せば、お前は乗騎になってくれるのか」

「ボクを認めさせるほどの力を見せれば、ね」

　頷く竜。

「君のために数多の戦場を翔けることを約束するよ」

「分かった。受けてやる」

　俺は中空で羽ばたく黒い竜を見上げた。

「この一帯は死の氷原といって、生物がいっさい住まない場所なんだ。ここでなら気兼ねなく戦えるね」

　冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダが息を吐き出す。

　吐息は衝撃波となって氷の大地を薙ぎ、砕いた。

　ただ呼吸をするだけでこのレベルか。こいつ、強いぞ。

「ボクは竜種の中で最強の位階である『ガ』の眷属――さあかかってきなよ、魔王様」

「じゃじゃ馬を飼い馴らすとするか」

　馬じゃなくて犬だけど。いや、竜か。

「こないなら、こっちから行くよ、『シャドウブレス』！」

　竜の口から黒い光弾が放たれた。

「『ルーンシールド』」

　俺は魔力障壁を張って、易々と受け流す。

　それから、浮遊呪文で竜と同じ高度まで浮かび上がった。

　間近で見ると、一段と迫力がある。最強の竜種にふさわしい威容だった。

「へえ、今ので無傷か」

　眼前の竜が、ふしゅう、と息を吐く。

「『シャドウブレス』はすべてを消し去る虚無のドラゴンブレス。最大出力ならこの一帯が消し飛ぶ威力を持ってるんだけどね……」

「火力はなかなか高いみたいだな」

「これだけで判断してもらっちゃ困るなぁ。今のはただの小手調べ。次はもっと――」

　言うなり、竜がふたたび光弾を吐き出す。

　今度は、二つ。

　だけど俺の魔力障壁は突き破れない。

　――いや。

「『ディバイド』！」

　竜の呪文とともに、二つの光弾が分裂して数十に分かれた。俺の周囲を取り囲み、いっせいに迫る。

「これで回避は不可能。この数の光弾を防ぎきれるかい、新魔王くん？」

　竜が勝ち誇った。

　この間戦った四天聖剣セイクリッドエッジのルドミラは、同じ場所を連続攻撃することで障壁を砕いた。そのときと同等以上の衝撃を受ければ、『ルーンシールド』といえども破損するだろう。

　迫り来る光弾群は、そのレベルの威力なのか、どうか。

「『ルシファーズシールド』」

　俺は、より高ランクの防御呪文を唱え直した。今までの魔力障壁に代わり、薄紫色をした新たな魔力障壁が出現する。

　すべての光弾はその障壁に阻まれ、あえなく霧散した。

「耐えきった……!?」

「『ルーンシールド』のままなら、打ち破られてダメージを受けていたかもな」

　俺は竜を見据えた。

「もしかして魔軍長や四天聖剣セイクリッドエッジより強いんじゃないか、お前？」

「ボクはあくまでも乗騎だよ。基本は戦わない」

「そんなに強いのに、か？」

「戦うより、空を翔ける方が好きだからね。気が向いたときしか戦わないのさ」

　竜が笑う。

「それともう一つ――誇りを守るためなら、ね。全力で戦うよ」

「誇り？　俺を乗せるのは、そんなに屈辱か？」

　というか、別に無理強いする気はないんだけどな。

「ああ、これ以上ない屈辱だね」

　竜の声音が変わる。

　明るく天真爛漫な声音から、憎悪を含んだ暗い声に。

「神話の時代、魔族と神々は激しい戦いを繰り広げた――」

　竜は、回想するように目を閉じた。

「戦いは魔軍が優勢だった。だけど、やがて戦況は一変した。神々によって魔族の力の大半が封じられ、弱体化。同時に、人間に聖なる武具『奇蹟兵装きせきへいそう』が与えられたんだ」

　それは、ユリーシャから聞いた話とも一致する内容だった。

「魔軍は神と人間によって敗走し、その後も勇者たちによって魔族は狩られ続けた。ボクの仲間も大勢殺された――」

　ぎりっ、と音が聞こえた。竜が牙を噛み鳴らす音だ。

「その恨みがあるから、魔族は人間を憎むのか？」

「ああ」

　俺の問いに、頷く竜。

「もちろん、一方的な恨みじゃないのは知ってるよ。魔族だって人を襲った。互いに殺し、殺された」

　竜は深い息をついた。怒りや憎しみ、悲しみや絶望……きっと、その吐息にはさまざまな感情が含まれているんだろう。

「殺しは殺しを呼び、憎しみは連鎖する――人と魔は、どちらかを滅ぼすまで戦い続ける」

　俺自身も、魔界や人間界で勇者を何人も殺した。

　殺すまでもなく無力化したり追い払える状況では、そうしたけれど。

　魔族たちを守るために、殺さざるを得ない局面も少なからずあった。

「それを――止める方法はないのか？」

　みんな仲良く、なんてきれいごとじゃなくても。

　どこかで線引きをして、互いに不可侵になれるような状態に――なれないんだろうか？

「さあね」

　竜の翼が大きく広がった。

「お話はここまでにしようか。君の力を見極めるために――再開だ！」

　次の瞬間、黒い巨躯が旋風と化した。

　ヘルハウンド状態のとき以上の超々速！

「今度は受け切れるかな！」

　そこから両翼での突風、突き出した牙からの斬撃波、そして黒い光弾、という三連コンビネーションを放って来る。

　俺の『ルシファーズシールド』はビクともしなかった。安定の防御力だ。

　三連攻撃の余剰エネルギーが白と黒の地表を走り、遥か彼方まで突き進んだ。

　遠くで爆光が閃く。

　さっき以上の、とんでもない破壊力だった。

「……魔族の居住区にまで被害が出てないだろうな？」

　仮面の下で顔をこわばらせる俺。

「へえ、戦いの最中でも民の心配？」

「王なんだから当たり前だろ」

「……ふん」

　竜がうなる。ふしゅう、と吐息が炎を孕み、大気を焼いた。

　全身から吹き出す闇の魔力は、さらに増大している。すさまじい殺気は物理的な衝撃さえ伴い、辺りに吹き荒れている。

「竜形態のボクは、戦えば戦うほどに高ぶり、理性も感情も消えていく。やがてはすべてを破壊する魔獣となる――止めたければ、殺す気で来なよ」

「殺しはしない」

　俺は魔力を集中した。

　こいつが相手なら、少しくらい本気でやっても耐えてくれるだろう。

「一緒に戦ってもらう。これからのために、な」

　強い臣下を、集める。

　それは、『魔王剣の欠片』という弱点を抱く俺の力をカバーするためだけじゃない。いずれ魔界と人間界の戦いを終わらせるための――その力の一つに、なってもらうためだ。

「一緒に戦う？　ふうん、ボクに勝ってから言ってよね！」

　言うなり、竜が黒い光弾を吐き出す。

　空中で分裂した光弾が、四方から俺を襲った。

「また、それか」

　魔力障壁によって、その威力は俺まで届かない。このぶんだと数百発レベルで浴びても、『ルシファーズシールド』は耐えてくれるだろう。

「攻撃してこない相手なんて怖くないね！　どんどん行くよ！」

　竜は調子に乗ってさらに光弾群を撃ってきた。

「じゃあ、望み通り攻撃だ」

　俺は魔力障壁を展開したまま、呪文を唱えた。

「『ファイアアロー』」

　炎の矢を複数生み出し、迫る光弾群を撃ち落とす。

　ごうんっ！

　さらに突き進んだ『ファイアアロー』が竜に命中した。

　轟音とともに、空中で仰のけ反ぞる黒い巨躯。

「まだ……まだっ……！」

　傷つきながらも、竜は闘志を失わない。翼の羽ばたきで突風を生み出す。刃となった風が俺を囲んだ。

「『バーストウィンド』」

　竜巻を生み出し、風の刃を吹き飛ばす。

「ぐううっ……！」

　攻撃の余波を受けて、竜が後退する。

「――なんてね」

　ニヤリと笑う竜。

　同時に、背後に殺気が生まれた。

　振り返った俺の視界に飛びこんできたのは、巨大な尾。鞭のようにしなる尾が、いつの間にか迫っている――。

「『メテオブレード』」

　俺は振り返りざまに、炎の剣を生み出し、振るった。

　頑強な尾を燃え盛る斬撃と爆発で弾き返す。

「いくらやっても無駄だ」

「人間なんかにっ」

　るおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダが吠えた。

「ボクのすべてを込めて、打ち砕く！」

　翼を羽ばたかせて突進して来る。

　こいつだって力の差は理解しているだろうに。

　あるいは相手の強さに応じて、ますます闘志を燃え上がらせるのか。それが竜としての――あるいは魔族としての気性なのか。

「受けてみろ、これが――最大威力の連撃だ！」

「またさっきの三連コンビネーションか」

「三連？　違うね」

　竜の全身が黒い魔力のオーラに包まれた。

　その速度が数倍――いや、数十倍にも加速する。

「打撃と魔法の破壊力を最大まで引き上げ、すべてを破壊する――」

　牙が、爪が、尾が――黒い雷光のごとき速度で無数に繰り出される。口からは数百数千のブレスが間断なく吐き出される。

「さあ、耐えられるものなら耐えてみろっ」

　俺は『ルシファーズシールド』を張って、静観の構えだ。

　爆発音と衝撃音が延々と響く。

　おそらくは、地形すら変えるほどの攻撃エネルギーが叩きつけられているのだろう。

　それでもなお、魔王の魔力で生み出した障壁は傷一つつかない。

　揺らぐことすら、ない。

「くそっ、ボクは負けない！　魔王とはいえ、元人間なんか乗せない！　乗せてたまるか！」

　竜が叫ぶ。

「やっぱり人間は嫌いか」

「当たり前だろ！　人間は弱い！　そのくせに、神からもらった武器で魔も竜も殺し続けた！　弱いくせに――」

　さらに数千、いや数万の攻撃が集中し、すさまじい爆発を起こした。

　辺り一帯が黒煙に覆われる。眼前の竜が見えないほどの煙だ。

　やがて、その黒煙がゆっくりと晴れ――。

　俺は『ルシファーズシールド』を展開したまま、平然と中空に浮かんでいる。

「ば、馬鹿な……今のを受けて、傷一つ……」

　竜は呆然とした様子でうめいた。

「そろそろ終わりにするぞ」

　いつまでも中途半端な攻撃を仕掛けても、こいつは闘志を燃やすばかり。

　もっと圧倒的な力で――屈服させる。

「人間は弱いと言ったな。なら、元人間の魔王がどれだけの力を得たか――その身に味わえ」

　俺の全身を黒いオーラが包みこんだ。

　炎にも似たオーラは激しく噴き上がり、上空の雲を吹き飛ばす。

「ちょっときついのを行くぞ。死ぬなよ」

「な、なんだ、この魔力は……！」

　竜の声に、戦慄が混じった。

　おびえている。最強の竜種が。

　俺は奴を指先で指し示し、唱えた。

「『破天の雷鳴メガサンダー』！」

　青いスパークをまとった黄金の閃光が空の彼方まで突き抜ける。

　魔界そのものを揺るがすほどの衝撃と轟音が響いた。

「ぐ……ああぁぁぁぁっ……！」

　大爆発とともに周囲の空間が裂け、無数の黒い亀裂が走る。

　その奥に広がるのは、無明の闇だ。

　１００％の出力のメガサンダー。

　空間すらも灼やき、貫き、破壊する――究極の雷撃。

「この力は……世界そのものを焼き尽くしかねない、力……！」

　爆炎と黒煙の向こうから聞こえる竜の声は、震えていた。

「あり得ない……たとえ魔王でも、こんな力は……！」

「これで俺を――認めてくれるか」
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　俺は前方に広がる黒煙を見据える。

　ゆっくりと晴れ、現れた黒い竜は傷だらけだった。

　殺さないように奴の体をかすめるような角度で撃ったが、それでも大きなダメージを受けたらしい。

　とはいえ、これくらいやらないと奴も俺を認めてくれないだろう。

　リーガルのときと同じように。

「嫌だね……！」

　だけど、冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダはなおも猛る。

「どれだけ傷つこうと、打ちのめされようと――一度始めた戦いはやめないよ。この体が動くかぎりは！」

「最後まで闘志は捨てないか。大したもんだ」

　俺は次の呪文を唱えた。

　決着をつけるべく、最後の呪文を。

「『グラビティフォール』」

　竜の頭上に現れる、黒い球体。

「っ!?　ぐ、ううううっ……!?」

　直撃された竜は一直線に落ちていった。すさまじい地響きとともに氷の大地に叩きつけられる。

「う、動けない……っ！　これは――」

「超重力を生み出す魔法『グラビティフォール』」

　俺は浮遊魔法をコントロールし、竜の側に降り立った。

「発動速度が遅くて、高速で動き回る相手に当てるのは難しい呪文だ。だけど、傷ついたお前になら簡単に当てられる」

「『メガサンダー』じゃなく、最初からこの呪文で決着をつける気だったわけか」

　竜が俺をにらんだ。

「言っただろ。『殺しはしない。一緒に戦ってもらう』――って。これで動けなくなったな、冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダ」

　沈黙が、流れる。

　俺と竜の視線が空中でぶつかる。

「……あーあ」

　沈黙を破ったのは、ため息交じりの声だ。

「ボクだって最強の竜種なんだけどな。こんなにあっさり殺さないように無力化されるなんて」

　言って、竜は静かに笑った。

「さすがに勝てる気しないや。降参」

　どうにか、認めてもらえたか。

　俺は重力呪文を解除した。

「これは返すよ」

　竜がさっき飲みこんだ王冠を吐き出す。

　……って、ヨダレだらけじゃないか。

　俺は水系統の魔法で洗ってから、王冠を手に取る。

　王の象徴、か。

「これよりボクは――いえ、わたくしは、あなた様に生涯の忠義を誓います。身命を賭して、御身のために働く所存にございます。以後、お見知りおきのほど何卒よろしくお願いいたします」

　いきなり竜の態度がうやうやしくなった。

「俺と話すときは普段どおりでいい」

　正直、さっきまでとキャラが違いすぎて戸惑ってしまう。

「よろしくな、ベル」

「ベル？」

「ベル・ガなんとか、って名前は長ったらしいだろ。お前のことはベルって呼ばせてもらうぞ」

「ベル……か。いいね、それ」

　竜は口の端を釣り上げた。

　たぶん微笑んだんだろう。

「じゃあ、あらためてよろしく――魔王様」

「フリードだ」

　俺は仮面を外し、ベルに言った。

　こいつには俺が元人間だってバレてるし、素顔を見せてもいいだろう。ただし他言無用だと釘を刺しておく必要はあるな。

「俺が元人間だということは、側近のステラしか知らない。他の魔族には秘密にしておいてくれ」




「とりあえず、さっきの場所まで行きたい」

　俺は仮面をつけ直し、ベルに言った。

　竜との戦いの流れ弾が遠くの方に着弾していたことを思い出したのだ。

「乗せてくれ、ベル」

「おっけー。どうぞ、フリード様～」

　竜が体を屈めた。俺は浮遊魔法を調整し、その背に跨る。

　……鞍がないと尻が痛くなりそうだ。

　城に戻ったら、こいつ用の鞍を作ってもらわないとな。

「じゃあ、行くよ。振り落とされないようにね」

　言うなり、竜は翼を大きく羽ばたかせた。

「う……おおっ……!?」

　思った以上に揺れる。以前に乗った魔竜とは段違いだ。

　それだけパワーがあるということだろうか。

　俺は上体をかがめ、両腕に力を込めて竜の背中にへばりつくような姿勢になった。

　……鞍だけじゃなく手綱もいるな、これは。

　ほどなくして、さっきベルの攻撃が着弾した辺りに到着した。

　衝撃波で地面が大きくえぐれ、いくつもの亀裂やクレーターができている。

　が、幸い居住区ではないらしく、魔族の被害はなさそうだ。

「よかった。人死には出ていないらしいな」

「あれくらいで死んじゃうなら、それまでだよ」

　あっけらかんと告げるベル。

「魔族とは『力ある者』。それに見合わない弱者は遅かれ早かれ淘汰されるでしょ」

　……こいつの価値基準って、とことん『強いか弱いか』なんだな。

「俺は、弱い者も強い者も――等しく生きる権利を持つ世界の方が好きだ」

　仮面越しにベルをにらむ。

「今までの魔王様と違って、随分穏健だねー」

「とにかく……お前の力は強すぎる。周りの被害を考えて攻撃してくれ」

　俺はベルをたしなめた。

「魔王としての命令だからな」

「りょーかいっ」

「じゃあ、せっかくだから魔界を軽く見て回るか」

　俺とベルは魔界の空をどこまでも翔けて行く――。
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　俺は冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダ――ベルに乗って、魔界の空を駆け巡った。

　王都を中心に広がる四つの地方。

　灼熱の大地、純白の氷原。

　緑の草原や赤茶けた荒野。

　険しい山脈に広大な海。

　闇に包まれた大地に、様々な自然が息づいている。

　ぽつぽつと点在する街並みが見えた。魔族には魔族の生活があることを、今さらながらに実感する。

　人間だった頃は、ただ『人を襲う魔物』としか認識していなかった。

　実際、そういう連中も多くいた。

　勇者として、魔物から人を守るために戦った。

　でも、今は――。

「どうしたの、魔王様？」

　ベルが長い首を曲げて俺を見た。

「感傷に浸る、ってやつ？　やっぱり人間っぽいね」

「こういうふうに魔界全土を見回る、っていうのは初めてだからな」

　俺は答えた。

「人間界とは違う？」

「うーん……住んでいる種族が違うし、魔界には日の光がないからな。雰囲気はだいぶ違う」

「そっか」

「でも、いろんな奴がいて、たくさんの生活があって――本質的には大差ないんだろう」

「ここはここで一つの『世界』だからね」

　他愛もない会話をしながら、さらに飛ぶ。

　と、

「そういえば、さっき俺の中に『神の力がある』とか言ってなかったか？」

　ふと思い出して、ベルにたずねた。

「んー……フリード様から匂いがするんだよね」

「匂い……」

「人でも魔でもない、神に属する力の匂いさ」

「神に属する力？」

　どういうことだ。

「あ、城が見えてきたよ」

　ベルに言われて、俺は意識を眼下に向け直す。

　漆黒に彩られた巨大な城がそびえていた。魔王城だ。

　こうして空から見ても、やはり大きい。

　城の近くから歓声が聞こえた。

「あれは……」

　目を凝らすと、魔族たちがこっちを見上げていた。

「ふふ、ゆっくりと旋回するから、手でも振ってあげたら？　最強の竜を従えた魔王、なんて絵になると思うよ」

　と、ベル。

「魔王様としての威光を示すのもいいでしょ。威厳は大事だよ。ハッタリきかせないと」

「まあ、一理あるかもな」

　苦笑交じりに、俺は手を振る。

　歓声が、一段と大きくなった。




　俺はベルを魔王城の正門前に下ろした。竜の背から降りる。

「お帰りなさいませ、魔王様」

　ステラが駆け寄ってきた。

　その背後には臣下の魔族たちがずらっと並んでいる。

　一同で王のお出迎え、って雰囲気だ。

「王冠は返してもらったぞ」

　と、彼女に渡す。

「元の場所に戻しておいてくれ」

「承知いたしました……あの、魔王様。冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダと一緒だったのですか……？」

　たずねるステラ。

「先の勇者との戦いで逃げたはずの……」

「逃げたとは失礼だなぁ。みんながあまりにも弱いから呆れて城を出ただけだよ」

　ベルが鼻先から、ふしゅう、と息を噴き出した。

「魔王専用の乗騎であるお前が、戦いから逃げてどうする」

「弱い連中と一緒に戦うのは気が乗らなかったの」

「こいつは気分屋なところがあるけど、戦闘能力も飛翔能力も高い。心強い味方だ」

　俺はステラをとりなした。

「で、さっきのヘルハウンドの正体がこいつだったんだ」

　説明する。

「王冠を盗ったのも、俺をおびき寄せるため。まあ、こいつなりに――新たな魔王である俺を試したってところだな」

「えへへ、騒がせちゃってごめんね」

　ベルが頭を下げる。

「結果的に、こうして最高の乗騎を得られたんだ。今回のことは不問ということでいいか」

「魔王様が仰せならば」

　うやうやしく頷くステラ。

「それにしても、冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダがヘルハウンドに変身できたなんて……」

　ベルが歴代魔王の乗騎だということは知ってるんだろうけど、犬の姿にもなれることは知らなかったらしい。

「魔王様以外の前では、あんまり変身しないんだけどね」

　ベルが巨体を揺すった。

　ぽんっ、と煙が上がり、その姿が小さな黒犬に変わる。

「竜の姿のままだとエネルギー消費が激しいし、普段はこっちで過ごそうかな」

「ああ、そうしてくれ」

　ベルに頷く俺。

「あ、冥帝竜ベル・ガ・エルフィーダってメスなんですね」

　と、ステラが言った。

「ベルでいいよ。魔王様はそう呼んでるし」

「ベル……ちゃん？　あらためて見ると、かわいい……」

　ステラが微笑む。さっきまでの態度が嘘みたいに柔らかな笑みだ。

　というか、それよりも――、

「お前、オスじゃなかったのか？」

　俺はベルにたずねた。

「？　そんなこと、一言も言ってないけど」

　きょとんと首をかしげるベル。

　口調からオスだと思っていたし、声音も少年っぽいと感じたんだが……メスだったとは。

「ち、ちょっと触っても……いい？」

　おずおずと申し出るステラ。

「ん、いいよー」

「じゃあ、すりすりすり」

　ステラが犬のベルに抱きつく。

　嬉しそうに頬ずりしていた。

「あはは、ちょっとくすぐったい」

「んー、いい触り心地。最高のもふもふ……」

　笑うベルと、うっとりするステラと。

　彼女たちを見て、俺は心を和ませた。
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　謁見の間――。

　俺は王冠をかぶり、杖を手にして玉座に腰かけた。

　戴冠だ。

「お似合いですよ、フリード様」

　ステラが微笑む。

　今は謁見の時間外のため、彼女と二人きりだった。

「魔王としての正装ですね」

「王冠なんてかぶると落ち着かないな、どうも」

「いずれ慣れると思います」

　と、ステラが微笑む。

「これからは、今まで以上に王として振る舞うことを求められるでしょう」

　魔王として生きて行く、ってことか。

　今まで以上に――。

　人としての心と、魔王としての立場と。

　俺の中には、人として過ごしてきた記憶や感情が染みついている。すべてを簡単に割り切ることなんてできない。

　だけど俺は――。

「……ステラ」

「はい、フリード様」

　俺の呼びかけに、恭しく頷くステラ。

「俺は、決めたよ」

　目の前にある、この笑顔を守りたいと思う。

　ここにはいない、多くの魔族の笑顔を守りたいと思う。

「魔界の防備も、臣下の編成も、一つ一つ整えて行く」

　人間だったときには結局、作ることができなかった――優しくて、温かな居場所。

　それは、ここにあるのかもしれない。

　なら、その居場所を守るために力を尽くそう。

　それを壊し、傷つける者がいるなら、全力で戦おう。

　俺は、俺として。

　魔界の王――フリードとして。
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「これが『大聖堂カテドラル』――」

　ルドミラは前方にそびえる白亜の神殿を見て、息を呑んだ。

　彼女は現在、他の四天聖剣セイクリッドエッジとともに馬車で移動している。

　隣の席に座っているのは、貴族令嬢を思わせるドレス姿の美女――フィオーレだ。

「わたくしは一度だけ来たことがありますが、ルドミラさんは初めてでしたよね？」

「ええ」

　緊張感が込み上げる。

　十万を超える勇者たちを束ねる国際組織『勇者ギルド』。

　その総本山ともいえる大聖堂カテドラルを前にして――。

　神殿の前には数人の勇者らしき者がいた。大聖堂内に入れるのは、基本的に上層部だけだが、その周辺施設は勇者たちの訓練などに使われているのだ。

「姉さん、来てたの？　それにルドミラさんも」

　一人の少年が駆け寄ってきた。

　金髪碧眼の整った顔立ち。気品のある雰囲気は、貴族の子息ならではのものだった。

「久しぶりね、エリオくん」

　ルドミラは笑みを浮かべた。

　エリオ・クゥエル。年齢は十五歳。フィオーレの弟であり、ルドミラにとっては勇者養成機関での後輩だった。

「ど、どうも」

　エリオは顔を赤くして挨拶をした。

「ふふ、元気そうですね、エリオ」

「姉さんも」

　と、フィオーレに向き直るエリオ。

「訓練に来ていたの？　精が出るわね」

「俺も第二陣のメンバーに選ばれたんだ。頑張らないと」

　得意げに笑うエリオ。

「第二陣って――」

「ああ、三カ月後の魔界侵入作戦さ」

　魔界の結界を破り、侵入する作戦が行われたのは二週間ほど前のことだ。

　その第一陣では百人の勇者が選ばれ、魔界に攻め入った。残念ながら彼らは敗走し、魔王の力で人間界と魔界の間にある結界は修復されてしまった。

　ふたたび結界を破る準備を終えるのに、おおよそ三カ月。

　そこで第二次作戦が行われる予定だと聞いていた。

　前回は、智天使ケルビム級や座天使ソロネ級の奇蹟兵装の使い手から厳選したメンバーで挑んだ。

　だが、今回はより大人数で行くため、それより下のランクの使い手からもメンバーが集うそうだ。

　エリオは主天使ドミニオン級――奇蹟兵装のランクとしては上から四番目――の使い手のため、メンバーに選ばれたのだろう。

「悪い魔族をいっぱい倒して来るからね。ルドミラさんや姉さんと一緒に行けたらいいなぁ」

「あたしたちも参加できればいいのだけど……」

　ルドミラは唇を噛んだ。

　熾天使セラフ級の奇蹟兵装を持つ者は、魔界に入れない。そのため、前回の作戦に加わることができなかった。

　だが、その対策を上層部が進めていると聞いていた。

　もし次の作戦でメンバーに選ばれたなら、魔族を打ち倒すために戦いたい。

　そして、先日は完敗した魔王に今度こそ――。




　神から与えられた聖武具『奇蹟兵装』を操ることができる素質者――『勇者』の数は全部で１０万人ほどだ。

　奇蹟兵装はその威力によってランク付けされており、上から順番に使い手の数は、

　熾天使セラフ級、４名。

　智天使ケルビム級、５００名。

　座天使ソロネ級、１０００名。

　主天使ドミニオン級、２０００名

　力天使ヴァーチャー級、４５００名。

　能天使パワー級、６０００名。

　権天使プリンシパリティ級、１２０００名。

　大天使アークエンジェル級、２５０００名。

　天使エンジェル級、５００００名。

　――となっていた。

　そして、彼ら勇者たちを束ねるのが『勇者ギルド』である。

　その上層部――ギルドの最高幹部十人と、ルドミラたち四天聖剣セイクリッドエッジは対面していた。

　正確には、幹部たちではなく、彼らの意志を伝える通信用魔導装置だ。高さ三メートルほどの長方形の板が全部で十枚、ルドミラたちの前方で明滅している。

「よく来てくれた」

　板から声が響いた。

「君たち四人の活躍は聞き及んでいる」

「勇者ギルドの象徴であり、誇りでもある四天聖剣セイクリッドエッジとこうして話すことができ、我らも嬉しい」

「さっそくだが、用件を話したい」

「三カ月後に行われる予定の、第二次魔界侵攻作戦についてだ」

　それぞれの板から聞こえる声を、ルドミラたちは黙って聞いていた。

「前回の作戦は、未知の領域だった魔界への偵察が主目的だった」

「魔王城へのルートは想定よりも敵が少なく、中には魔王の元までたどり着いた者もいた」

「最終的には、勇者たちは戦死もしくは敗走したわけだが――大きな戦果を得ることができた」

「魔軍長を三人倒し、魔王も討った……もっとも、新たな魔王が現れたようだが」

「実際に戦って生き残った勇者から、その力はかつての魔王を遥かに凌ぐと報告を受けている」

　ルドミラは反射的に体をこわばらせた。

　敗北の記憶がよみがえり、無意識に拳を握りしめた。

「ともあれ、今まで交戦データが少なかった魔軍長クラスにも、上位の勇者であれば対抗できることが実証された」

「もちろん油断は禁物だ。高位魔族に立ち向かえるのは、君たちは別格としても、智天使ケルビム級や座天使ソロネ級の一部の使い手くらいだろう」

「大多数の勇者の力は、魔族には遠く及ばない」

　そう、魔族は強い。特に魔王や側近、それに準ずるクラスは高い戦闘能力を持っている。

　ほとんどの勇者は数十人、場合によっては数百人単位で集まり、ようやく戦うことができるのが現状だ。

「しかも、残る魔軍長――不死王ロードアンデッドや獣帝ギガントロアは一騎当千の猛者だと聞く」

「特殊能力を持つという魔神眼ヴィジョンと夢魔姫デッドチャームも厄介な敵だ」

「だが勇者たちの力を結集すれば、必ずやこれを撃破できるだろう」

「残る魔軍長を倒し、魔王を撃破する――それを成し遂げれば、残りは雑魚だ」

「勇者たちの数の力によって、圧倒できるだろう」

「我ら人間がすべての魔族を駆逐する」

「魔界は滅び、人の世界に悠久の平和が訪れるのだ」

　彼らは、謳うように告げた。

「その中心となるのは、君たち四人である」

「諸君の、ますますの健闘を期待する」

「今度こそ確実に魔王を葬るために」




「そして――君たちの戦いは伝説となるだろう」




　彼らの声が唱和した。

「前置きが長くなったが――ここからが本題だ」

「君たちには、さらなる力を得てもらいたい」

「先日、そのための手段を『神託』により授かった」

「最強と呼ばれる四つの熾天使セラフ級奇蹟兵装――その強化を」

「奇蹟兵装の強化……」

　ルドミラは他の三人と顔を見合わせた。

　自分たちはもっと強くなれる。ならば、次こそは魔王に勝てるかもしれない。

　ただ、気になることもあった。

（最初から、神がそれだけの力を与えてくだされば……）

　ルドミラは眉間を寄せた。

（魔族との戦いによる犠牲はもっと少なかったはずなのに）

　まるで……もったいぶるかのように、神が自分たち人間に限定的な力を与えるのはなぜなのか。

　神は、まるでこの戦いを――。

「神の御心を測ってはならぬ」

　ルドミラの思考をさえぎるように、板がいっせいに明滅した。

「神の御心に背いてはならぬ」

「神の御心を疑ってはならぬ」

「信じよ」

「神を信じよ」




　数時間後、ルドミラは『大聖堂カテドラル』の最上階にいた。

　目の前には荘厳なレリーフで飾られた扉がある。

「この向こうが『神託の間』――ね」
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　天界の神と通信できる、地上で唯一の場所。

　四天聖剣セイクリッドエッジの奇蹟兵装の強化と修業のために、彼女はこの部屋に入ることを許された。

「ふふ、よろしくお願いしますね、ルドミラさん」

　フィオーレが隣で微笑む。

「こちらこそよろしく。二人で一緒に強くなりましょう」

　告げてルドミラは扉を開く。

　向こう側から淡い金色の光があふれた。

「あたしは、もっと強くなるわ」

　心に、誓う。

「そして、魔王を超えてみせる――」

　ルドミラは『神託の間』へ一歩を踏み出した。


《了》
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　俺はステラとともに魔王城内を歩いていた。魔王としての平常業務――各種の陳情や報告などの決裁を終え、今は城内の視察業務をしているところだ。

　……まあ、視察という名目ではあるが、実際のところは気分転換目的の散策になっている。

「仕事というより息抜きだな」

「息抜きは重要ですよ、魔王様」

　俺のつぶやきに、隣を歩くステラが微笑む。

「あまり根を詰めすぎず、休むべきときはしっかり休んでくださいね」

「ありがとう。だが、それはお前もだろう」

　彼女は本来俺が見るべき書類――つまり、魔王が精査すべき書類のほぼすべてを事前にチェックしてくれている。

　当然、ステラの負担は大きくなっているはずだ。俺はそれが心配だった。

「むしろ、俺よりお前こそ体を休めてほしい」

「私には、あれくらいの仕事は苦ではありません」

「毎日、山のように書類が来るだろう」

「事務仕事は嫌いではありませんので」

　クールに告げるステラ。

「ですが、お気遣いは嬉しく思います。適度に休憩を取りますね」

「ああ、それがいい」

　などと話しながら、俺たちは城内から前庭へと出た。

　ローブ姿だと肌がじっとり汗ばむような陽気だ。

「そういえば――ここ最近、妙に暑いな」

「そろそろ夏ですからね」

「ん？　魔界にも夏があるのか？」

　ステラの言葉を不思議に思ってたずねた。

　魔界には日の光が差さない。人間界と違って昼夜の区分もあいまいだし、四季があるとは思えなかった。

「魔界を漂う瘴気や魔力流などが発生させる熱によって、多少の気温変化があるのです」

　ステラが説明する。

「人間の世界のように明確な四季はありませんが、一年のうちの数カ月は他の時期よりも気温が高くなります。私たちはそれを便宜上、夏と呼んでいます」

「なるほど」

「これは魔王様！」

　前庭を進むと、何人かの警備兵たちがやって来た。

　彼らは城内警備のための魔族で、外敵や不審者などに備えている。

　……が、どことなく気だるげなのは夏の陽気のせいだろうか。

「ふにゃ～、夏は苦手だよー」

　彼らを束ねる警備隊長のリリムがぐったりとしていた。

「――って、スライム化して溶けそうになってるぞ!?」

　俺はステラとともに彼女の元へ走り寄った。

「暑いと人間体を保てなくて……スライムの体も熱に弱いんです……」

　リリムは火照った顔だ。すでに、人間体とスライム体の中間くらいの姿になっている。

「大丈夫なのか？」

「冷たいものが欲しいです～」

　ぐにゃり～。

　リリムの体はどんどんスライム化して行く。すでに人の形を保っておらず、楕円形のゼリーみたいな感じになっていた。

「隊長、夏の時期はいっつもこうなんですよね」

「ま、無理しないでくださいよ。俺らでフォローしますから」

「ありがと、みんな～」

　気遣う部下たちに礼を言うリリム。

　彼らの温かな関係性を感じ取り、俺は少しほっこりした。

「とりあえず冷却呪文で辺りを冷やすか……いや、俺がやると出力が大きすぎるかもしれないな」

　最下級呪文でさえ、コントロールを誤ると地形が変わりかねない。

「私がやりましょう」

　ステラが進み出た。

「『アイス』」

　呪文とともに、五十センチほどの氷の塊が出現し、リリムの上に置かれる。

「ひやっこくて気持ちいい……ありがとうございます、ステラさま～」

「涼んで元気になれ、リリム隊長」

　クールな美貌に優しげな笑みを浮かべるステラ。

「とりあえず人型に戻りますねっ」

　言うなり、ゼリー状だったリリムが元の少女の姿になる。

　が、右腕や左足などが微妙にスライムの面影を残している。

「うーん……やっぱり暑くて、これが限界」

「まあ、職務に支障がなければいいだろう」

「むー……あたしは熱血最強な美少女姿がお気に入りなのに～」

　とりなすステラに、拗ねたようなリリム。

「あーあ、もう少し暑いのがなんとかなればなぁ」

「じゃあ、みんなで海にでも行くか？　ちょっとした慰安旅行だ」

　俺はステラやリリムたちに提案した。

　深い考えがあったわけじゃなく、何の気なしに思いついたことだ。

「慰安旅行……？」

　首をかしげるステラ。

「こう暑いと士気の低下も懸念されるからな。海水浴もいいんじゃないか」

　思いつきで口にしたことだが、これはこれでいい考えな気がしてきた。

　息抜きは大事、だよな。

「やったー！」

「さすが魔王様、俺たちの体調やモチベーションまで細かく気を使ってくださる！」

「さすまお！　さすまお！」

「さすまお！　さすまお！」

　リリムや警備兵たちから湧き上がる『さすまお』コール。

「海水浴？　いいですねっ」

　目を輝かせて歩み寄ってきたのは、メイド姿の魔族少女だ。豊かな胸を、ぶるん、と揺らし、俺たちに近づく。

「イレーネ、いつからいた!?」

　驚いたように振り返るステラ。

「この私にも気配が感じ取れないとは……」

「お嬢様あるところにイレーネありです、ふふふ」

　眼鏡の奥の瞳がギラリと光った。

「お嬢様はやめろと言っている」

「いいじゃないですか、固いこと言いっこなしです」

「まったく」

　生真面目で規律を重んじるステラも、イレーネにはどうも弱いらしい。

　昔からの付き合いだからだろうか。




　――というわけで、俺たちは魔王城にほど近い海にやって来た。

　苦鳴くめい海岸。地名こそ魔界らしくおどろおどろしいが、白い砂浜と美しいエメラルドグリーンの海が広がっている。

　俺は仮面だけはそのままだが、いつものローブではなく黒のトランクスを身に着けていた。男の魔族が先に着替え終わり、ビーチに出ている。モンスター型なんかは普段から服を着ていないので、当然水着をつけていないが。

　女の魔族も水着に着替え終わり、ビーチにやって来た。

「似合うぞ、ステラ」

「なんだか、その……落ち着かないです、魔王様……」

　ステラが恥ずかしそうにモジモジしていた。普段の凛とした様子とのギャップがなんとも可愛らしい。

　彼女はシンプルなデザインのワンピース水着だ。すらりと引き締まった体つきながら、胸や尻など出るべきところはきっちりと出た女らしいプロポーションをしている。

「ステラ様、きれい～。スタイルいいなー」

　その隣ではしゃいでいるのは、リリムだった。こちらは花柄のビキニ姿である。

「リリムも似合ってるぞ」

　というか、正直ちょっとドキッとする。さすがに十代や二十代の若者のように激しく興奮したりはしないが。

「お嬢様、公爵令嬢ともあろうものが、肌もあらわな格好をするなんて」

　さらにイレーネもやって来た。

「た、たまにはいいだろう。それに魔王様も褒めてくださったし」

　その指摘に、ステラが頬を赤く染めて反論する。

「だいたい、お前の方が露出度が高いだろう」

　実際、イレーネは大胆なマイクロビキニ姿だ。布地が少なく、爆乳がビキニからこぼれ落ちそうだった。

「ふふ、お嬢様もこういうのを着てみたいですか？」

「いや、私は、さすがにそれは……」

「魔王様に見初められるかもしれませんよ？　うふふふふ」

「な、な、なんだとっ……!?」

　ステラの表情が一変した。

「魔王様といちゃいちゃラブラブの日々が待っています」

「いちゃいちゃ……ラブラブ……！」

「ふふ、お嬢様ったら、すっかり乙女の顔になって」

　顔を真っ赤にするステラと、妖しく微笑むイレーネ。

　仲がよさそうな二人に、俺も微笑ましい気分になったのだった。




「ステラ様、イレーネさん、あたしの上に乗ってもいいですよ～」

「こうか？　おお、これは楽しいな」

「あ、気持ちいいですね」

　スライム状になり、ボートのように変形したリリムの上に、ステラとイレーネが乗って遊んでいる。はしゃぐ彼女たちは、年相応の少女らしさに満ちていた。

　……魔族なので、実際の年齢は分からないが。

　ともあれ、見ていると俺まで気持ちが癒されるようだ。

「なんじゃ、面白そうなことをしているな」

　どこからともなく声が響く。

「――お前、ユリーシャ!?」

　いつの間にか、俺の隣に小さなシルエットが現れていた。

　幼くあどけない顔立ち。足元まで届く長い黒髪に、だぼだぼの黒いローブ。

　先代魔王のユリーシャ――正確にはその霊体が、俺の隣にちょこんと座っていた。

「お前、魔王城から来たのか？」

　城から移動したくないとか、城の中を自分の楽園にする、とか言っていた気がしたが。

「まあ、たまには城を離れるのもよいかと思ってな」

　ユリーシャが、ふん、と鼻を鳴らした。

「ちょっとした気分転換じゃ」

「お前も慰安旅行ってわけか」

「退屈だからの。少し付き合え」

　と、ユリーシャ。

「そうだ。せっかく海に来たのだから、わらわも水着になるとしようかの」

「持ってきたのか、水着？」

「持っているわけなかろう？　魔力で作るのだ――『マテリアライズ』」

　唱えたユリーシャの体からローブが弾け散った。

　次の瞬間には、小さくなだらかな体に黒いワンピース水着が装着されている。胸元には白い布で『ゆりーしゃ』と書かれていた。名札代わりだろうか？

「どうだ、わらわの水着姿は？　美しかろう？　妖艶であろう？」

「よ、妖艶……？」

　可憐ではあるが、妖艶とはほど遠い気がする。

「なんじゃ、その感想は？　『メガファイア』を食らわせるぞ」

　せっかくの海水浴なのに、最上級魔法なんてぶっ放されてはたまらない。

「あ、ああ、色っぽいな。いや、こんな美人と一緒に海水浴ができて嬉しいよ」

　とりあえず褒めておく。

「そうであろう。そうであろう」

　ユリーシャはものすごく満足そうな顔だ。

　案外単純なんだな、こいつ……。

「――ん？　妙な気配がするの」

　ふいにユリーシャが眉を寄せた。

「妙な気配？」

「海の方から強い魔力が……いや、気のせいか？」

　首をかしげるユリーシャ。

「この霊体からだだと上手く感知ができんからの。まあ、気にしなくてもいいか。そんなことより遊ぶぞ」

「妙な気配というのが気になるんだが」

「遊ぶといったら遊ぶ！」

　こいつ、見た目だけじゃなくて中身も完全に子ども化してないか……？

「『メガファイア』」

「催促代わりに最上級呪文をぶっ放すのはやめろ」

　ユリーシャの火炎呪文を魔力障壁でカットしつつ、俺はジト目でツッコんだ。




「ふんふんふふ～ん」

　ユリーシャは鼻歌を歌いながら、砂場で城を作って遊んでいた。

「わらわは集中しておる。邪魔をするな、フリード」

　しっしっと手を振って追い払われてしまった。『退屈だから付き合え』と言っておきながら、ワガママなもんだ。

　俺は苦笑交じりにユリーシャの元から離れた。

　少し進むと、バーベキューをやっている一団がいた。警備兵たちのようだ。

「魔王様、よろしければ一つどうぞ」

　アンデッド系の魔族が俺に焼けた肉を差し出した。

「ありがとう」

　受け取ったそれを口にする俺。

「おお、美味いな」

　素材がどうの、味付けがどうのよりも、こうして野外で焼いて、みんなでワイワイと楽しくやりながら食べるというシチュエーションが、美味さを倍加させている感じだ。

　アンデッド系の魔族たちは海が苦手なのか、泳いではいないようだが、彼らには彼らの楽しみ方があるんだろう。

「これ、美味しいですね……はむはむ……」

　気が付くと、イレーネが隣でソーセージを食っていた。さらに玉ねぎやニンジン、キャベツにトウモロコシ――すごい勢いで平らげていく。随分と食欲旺盛なんだな。

「イレーネ、一人で食べすぎだ」

　さらにステラもやって来た。

「あら、少しくらいいいじゃありませんか」

　言いつつ、さらに平らげていくイレーネ。食べるのが速すぎて、食材が片っ端から消滅して行くようにさえ見える。

「少しの範疇を超えてないか？」

　ステラは呆れたように言った。

　対するイレーネは豊かな胸を、ぶるん、と揺らし、

「私、育ち盛りですから」

「……大食いなだけだろう。お前は屋敷にいたときから、よく食べていたからな。少しは遠慮しろ」

　たしなめつつも、懐かしそうに目を細めるステラ。

「ステラ様もどうぞ」

　アンデッドがまた肉を差し出した。

「うむ。いただこう……美味いな」

　はふはふ、と肉に息を吹きかけているステラが可愛らしい。




「魔王様、よろしければ一緒にこれで遊びませんか」

　バーベキューでひとしきり食べた後、ステラが俺を誘った。手に持っているのは、ゴム製のビーチボールだ。

「わらわは向こうで泳いで来る。お主は部下たちと遊んで来るがいい」

　ユリーシャが、とてとて、と歩いてきた。

　というか、ステラたちの前で姿を現しても大丈夫なんだろうか？

　姿が変わっているとはいえ、先代魔王が……。

「部下の慰安も魔王の務めであろう。少しは部下と交流しておけ」

　俺の戸惑いに構わず、ユリーシャが、ふん、と鼻を鳴らした。

「先代魔王としての忠告だ」

　忠告、か。

「その言葉、ありがたく受け取っておく」

「ふむ。では、の」

　言うなり、ユリーシャはまた、とてとて、と海の方に歩いて行く。そのままバシャバシャとクロールで泳ぎだした。

「？　魔王様、先ほどから独り言でしょうか？」

　ステラがキョトンと首をかしげていた。どうやら彼女も他の魔族たちも、ユリーシャの姿が見えていないようだ。
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「……いや、なんでもない」

　俺は首を振って、ステラに視線を戻す。

「ビーチバレーか」

　彼女が持つボールを見て、たずねる。

「はい。リリムやイレーネも交えて遊びましょう」

　――というわけで、ビーチバレーで遊ぶことになった。

　俺たちは和気あいあいとボールを打ち、跳ね上げ、回しあいながら楽しむ。魔王になってから戦いが続いていたから、こういう平和で穏やかな時間は心が癒されるようだ。

「えーいっ、触手大回転レシーブ～！」

　リリムはスライムらしく、腕や足を長く伸ばしてあらゆるボールを拾って行く。

「やるな、リリム。だが私にはこの『第三の瞳』がある――」

　ステラはステラで瞳術を使い、ボールの動きを見切りまくっていた。

「それっ」

　イレーネは豊かな胸を揺らしながら、上手くトスをする。胸にメロンが詰まっているんじゃないかと思わんばかりの爆乳ぶりだ。つい視線を引き付けられてしまう。

「……魔王様」

　ステラがジト目で俺を見ていた。

「な、なんだ!?　別にやましいことは考えていないぞ」

　ギクリとしつつ、仮面の下で視線を逸らす俺。

「もしかして、イレーネのことを意識しているのでは……うう」

　ステラは、なぜか拗ねたような顔だ。

「私も、もっと胸があった方がいいんだろうか……」

「あら、お嬢様。ヤキモチですか。うふふふ。大丈夫、お嬢様のお胸も十分大きくて、魅惑のバストだと思いますよ」

　イレーネが嬉しそうに彼女に抱きついた。

「なっ!?　ち、ちがっ、私が、ヤキモチなどっ、だ、だいたい、魅惑のバストって……」

「うふふふふふふ」

「えっと、その、だから、違うんだ……その、私の魔王様への気持ちは、忠誠心であって、こ、こ、恋とかじゃ……はわわわわわわ」

　普段のクールぶりがうそのように、ステラはうろたえていた。新鮮な一面だ。

「ほら、行くぞ、ステラ」

　そんな彼女たちのやり取りを微笑ましく思いながら、俺はボールをトスした。

「えっ!?　あ、違うんです、私は魔王様に対して忠誠心が恋心でヤキモチなんて、じゃなかった、は、はい、魔王様ぁっ」

　うわずった声で返事したステラがイレーネから離れ、ボールを跳ね上げる。

　ばんっ！

　勢いよく飛んで行くボール。

「し、しまった、勢いがつきすぎた……」

「ふふ、愛しの魔王様からのトスに気持ちが入っちゃったんですね～」

「だ、だから、私の気持ちは忠誠心だと言っているだろう……あわわわ」

　からかうイレーネに、ますます慌てた様子のステラ。

　ボールはかなりの勢いで海に向かっていき――、

「あたしに任せてください。えーいっ」

　リリムが何かを投げつける。それに当たったビーチボールは上空へと跳ね上げられた。さらに回転がかかったボールはそのまま、ブーメランのように戻って来る。

「器用だな」

「えへへ～」

　俺の言葉に、照れたような表情を浮かべるリリム。

　が、次の瞬間、ハッとしたような顔になり、

「あーっ！　間違えて警備兵団のロッカールームの鍵を投げちゃいました！」

　ぶくぶくぶく……。

　その鍵は海に沈んで行くところだった。

「どうしよ……なくすと怒られるんだよね……」

　というか、なぜわざわざロッカールームの鍵をここまで持ってきたんだ？

「では、私が取ってきましょう」

　手を上げたのは、イレーネだった。

「イレーネ？」

「私、人魚の眷属なので。潜るのは得意です」

　言うなり、イレーネは鍵が落ちた辺りに泳いで行く。その下半身が魚のものに変わり、彼女は深く潜っていった。




　――イレーネはいつまで経っても戻ってこなかった。

「どうしたんだ……？」

　さすがに心配になって来る。

「まさか溺れたとか……どうしよう、あたしのせいで」

「いや。イレーネは自分で言っていた通り、人魚の眷属だ。大丈夫だろう」

　つぶやくリリムにステラが答え、額の『第三の瞳』を開いた。黄金の眼光が海を照らす。

　と、そのときだった。

　カァァァァァァッ！

　海面が、光っている……？

「しかも、この気配はなんだ」

　全身が粟立つような、強烈な悪寒。

「み、みなさん、逃げてください～！」

　水面から美しい人魚が――イレーネが現れた。

「どうした、イレーネ」

「海の底近くまで潜ったら、怪物が出てきて……」

「怪物？」

「――魔王様！」

　ステラが叫んだ。

　同時に海面が割れ、強烈な波が発生する。

「こいつは――」

　俺は、そいつを見上げた。

　海から現れた、二百メートルを超える巨体と無数の触手を。外見はタコに似ているが、その体表は青紫色だった。

「まさか、あれは――キングクラーケン！」

　ステラが叫んだ。

「キングクラーケン？」

「私も古文書で読んだことがある程度の知識ですが」

　俺の問いにステラが説明する。

「魔界創世期から存在する、もっとも強力なモンスターの一体です。数千年前に一度大暴れをして、当時の魔王様が封印されたとか」

　じゃあ、その封印が解けたってことなのか？

　るおおおおおおおおおおおおおんっ

　咆哮とともに、キングクラーケンが触手を振り回す。さらに、ふいごのような口から巨大な光弾が吐き出された。爆音とともに、遠くの島が一つ消えてなくなる。

「こっちに撃たれたら、まずいぞ……！」

　俺自身は魔力障壁で防げるだろうが、ステラたちまで守り切れるかどうかは分からない。

　なおもキングクラーケンは触手を振り回し、光弾をあちこちに吐く。

「見たところ、破壊本能のままに暴れまわっているって感じだな……」

「キングクラーケンは陸地でも活動することが可能です。もし上陸を許せば、大きな被害が出るかと」

　ステラが警告する。

「封印するか、倒すか。現状はこの二択でしょう」

「……後者が無難か」

　俺のステータスは主に攻撃方面に振られている。封印関係の魔法も使えないわけじゃないが、それほど強力なものは習得していなかった。

　歴代魔王最強の魔力でもって、殲滅する――。

　現状で取れる手段としては、これがベストだろう。

「せっかく数千年ぶりに出てきたところを悪いが――倒させてもらう」

　おおおおおおおおおおおおおおんっ。

　鳴き声とともに、キングクラーケンの触手の先端が一斉に光を放った。

　数百発単位で放たれた魔力弾が、流星のように降り注ぐ。こんなものが都市部に落ちたら、大きな被害が出るだろう。

「『ホーミングレイ』！」

　俺は自動追尾型の魔力弾を放ち、それらをすべて撃墜する。

　が、撃ち落としきれなかった一発が、遠くの島を吹き飛ばした。

「こいつ――」

　さすがにけた違いの攻撃力だ。

「あいつは俺がやる。ステラ、リリム、他の者たちの避難誘導を！」

　俺は指示を出しつつ、前に出た。

　水の中だと動きが鈍くなる。飛翔呪文で空中に浮かびあがった。

　いつもの魔王のローブをまとい、魔獣と対峙する。

「ほう、キングクラーケンか」

「ユリーシャ？」

　いつの間にか、俺の側にだぼだぼの黒いローブ姿の幼女魔王が現れていた。

「何やら面白そうなことになっておるではないか」

「面白い、で済む問題じゃなさそうだぞ」

「ふむ、最初にここに来たときに感じた妙な気配の正体は、こいつじゃったか」

　と、ユリーシャ。

「わらわも先代の魔王から聞いたことがある。かつて魔界全土の三分の一を滅ぼしかけたという伝説の大魔獣、キングクラーケンの話を」

「そんなに強い魔獣なのか、こいつ」

　俺は表情を引き締めた。

「当時の魔王が封印したそうだが……もしかしたら、お主が原因でその封印が破れたのかも知れんな」

「俺が？」

「通常、封印というのは魔力を込めて施すもの。じゃが、強大すぎる他の魔力が近づくと、その干渉作用で封印が緩んだり、解けたりすることがある」

「つまり、俺の魔力を受けてキングクラーケンの封印が破れた、と？」

　じゃあ、今後も俺のせいでどこかの封印が緩んだり、壊れたりする可能性があるってことか。だとすれば、とんでもなく厄介な話だ――。

「あくまで推測じゃがな」

　ユリーシャが説明する。

「規格外の魔力にも困ったものだのう」

「……だったら、なおのこと俺が倒さないとな。ユリーシャは下がっていてくれ」

「うむ、お手並み拝見といこう」

　ふんぞり返るユリーシャに頷き、俺は空中を滑るようにしてキングクラーケンとの距離を詰める。

「しかし、とんでもない大きさだ」

　近づくと、奴の巨大さをあらためて実感した。

　こんなものが陸地に上がったら大変なことになる。強大な魔法攻撃力に加え、巨体による物理破壊力――。

　絶対に水際で食い止め、倒すんだ。

「威力が強すぎる魔法だと周りに被害が出るな」

　ここにはステラをはじめ、多くの魔族がまだ残っている。彼女たちの避難が終わるまでは、牽制に徹した方がいいかもしれない。

「きゃあっ……!?」

　ふいに悲鳴が聞こえた。

「ステラ!?」

「も、申し訳ありません、魔王様……」

　触手がステラを捕らえていた。海の中をこっそりと進み、砂浜を潜って急襲したらしい。

　奴の巨体に気を取られて、一瞬反応が遅れてしまった。

「うう……」

　締め上げられたまま、つるされるステラ。しかも、俺に見せつけるように揺らしている。

「……人質のつもりか」

「魔王様、私に構わず攻撃を」

「そんなこと、できるわけないだろう」

　苦しげにうめくステラに、俺は首を振った。

「お前は大切な仲間で、相棒だ。絶対に助ける！」

　――重要なのは、コントロールだ。

　全力を出せば、もちろんキングクラーケンといえども敵じゃない。

　だが、ここで求められるのは威力よりも精度。

　俺は集中を高めた。

　ステラを救うために。大勢の仲間たちを救うために。

　魔力を練り、一点に集中させる。

「『メテオブレード』！」

　俺は炎の剣を大量に生み出し、キングクラーケンに叩きこむ。

「当たれぇっ！」

　一本一本を慎重に操作し、奴の触手だけを正確にぶった切る。

　じゅうっ、という音とともに、怪物は黒焦げになった。

　なんとか爆発させずに、こんがりと焼く程度で倒せたようだ。

　……なかなか香ばしい匂いが漂って来る。

　見た目はタコだが、食べられるんだろうか。




　部下たちの慰安のための海水浴は終わった。キングクラーケンの復活、というアクシデントがあったものの、おおむね楽しい時間が過ごせたと思う。

　あの後、キングクラーケンはみんなでバーベキューをして食べてしまった。

「あの化け物をあっさり仕留めた上に、あたしたちが食べやすいように絶妙の焼き加減に……まさにさすまおです！　さすまお！」

「さすまお！　さすまお！」

「さすまお！　さすまお！」

　例のごとく、リリムたちから『さすまお』コールが湧き上がったのはご愛嬌。

　まあ、そこまで考えて倒したわけじゃないんだが……。

　ともあれ、かなり美味だった。

　部下たちもみんな楽しげだったし、士気高揚にはよかったんじゃないだろうか。

　……ちなみにユリーシャは砂遊びや泳ぎなど遊び倒した挙句、『飽きたし帰る』とさっさと戻ってしまった。

　で、俺はステラとともに執務室に戻ったところだ。

「今日はいろいろとお疲れさまでした、魔王様」

　ステラが俺に一礼した。

　彼女は、すでに水着からいつもの黒い衣装に着替えている。

　俺の方も魔王の仮面とローブ姿だ。

「それと――助けていただき、ありがとうございました」

「お前が無事でよかったよ」

「あの……」

「ん？」

「お顔を、見せていただけませんか」

　そうか、今は二人っきりだな。

「……あっ、申し訳ありません！　なんという馴れ馴れしいことを」

「謝る必要なんてない」

　俺は仮面を外した。

「お前と二人のときは、俺も素顔で向き合いたいからな」

「フリード様……」

　淡い室内灯の下で、ステラの顔が赤く上気していた。執務室の窓から吹き込んだ風が、彼女の長い銀色の髪をなびかせる。

「先ほどは――『絶対に助ける』とおっしゃっていただいて、本当にうれしかったです。大切な仲間だと、相棒だと」

　うるんだ瞳が俺を見つめる。

　俺はそんな彼女に笑顔で頷き、

「また明日から頑張ろう。引き続き、俺に力を貸してくれ」

「はい、フリード様」

　ステラの顔は、可憐にはにかんでいた。


《特別収録／魔王軍の休日・了》
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　はじめまして、六志麻あさと申します。

　このたびは、サーガフォレスト様から『愛弟子に裏切られて死んだおっさん勇者、史上最強の魔王として生き返る』１巻を出版させていただけることになりました。

　本作は『小説家になろう』様に掲載している作品の書籍化となります。内容的には、なろう版の１章から３章を出版に当たって読みやすいように加筆修正したものに加え、書き下ろしのエピソードが収録されています。

　内容はタイトルそのままですね。最強魔王に生まれ変わった主人公のおっさんが、勇者から魔王という真逆の立場になり、時に戸惑いつつも、人としての心を失わず、仲間の魔族たちを守る王として目覚めていく――といったお話です。

　バトルは熱く、日常は萌えとほのぼのを、というメリハリを意識して執筆しました。

　なろう版では１巻の続きである４章以降も読めますので、本書が気に入っていただけた方は、ぜひそちらもお読みいただければと思います。

　また、書籍化ならではの魅力としては、やはりイラストでしょう。担当してくださったカンザリン先生の描くかっこいいフリードや可愛いステラ、リリムたちの姿は必見です。

　書き下ろしエピソードがいわゆる水着回なのも、当然イラストを意識してのことです。本書でしか見られない、ステラやリリム、イレーネ、ユリーシャたちの水着姿がカンザリン先生によって魅惑的に描かれています！

　ヒロインズの可愛らしさに加え、バトルシーンのかっこよさも素晴らしいです。魔王フリードの魔法や勇者ルドミラが矢を放つシーンとか、素敵で凛々しいですね！

　また、専門店さんによっては特典として、書き下ろしのＳＳがつきますので、購入予定の方はそちらもご考慮いただけましたら幸いです。

　では紙面も尽きてきたので、謝辞に移りたいと思います。

　本作の執筆のお誘いをいただいた一二三書房編集部様、また様々なアドバイスをくださった担当編集のＥ様、並びに、かっこいいキャラはかっこよく、可愛いキャラはとにかく可愛く、とても素敵なイラストの数々を描いてくださったカンザリン先生、さらに本書が出版されるまでに携わってくださった、すべての方々に感謝を捧げます。

　もちろん本書をお読みいただいた、すべての方々にも……ありがとうございました。

　それでは、次巻でまた皆様とお会いできることを祈って。


二〇一八年十一月　六志麻あさ
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はじめまして、六志麻あさと申します。小説家になろうで主にハイファンタジー系の小説を書いています。熱いバトルや萌えるラブコメ、王道的なストーリーが好物です。本作以外にもいくつか連載していますので、よろしければぜひ色々とお読みくださいませ～！

▼ツイッターもやっています

https://twitter.com/amakusashiro7
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